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Foreword

This　Annual　Bulletin　No．　38　records　the　activities　of　the　National　Museum　of　Western　Art、　Tokyo，　for　the　fiscal　Heisei

l5（2003）time　frame，　namely　April　l　2003　through　March　312004．　The　activities　and　related　materials　and　data　lor

this　year　are　reported　by　area，　including　acquisitions，　exhibitions，　research，　educational　activities、　informati（川

services，　and　conservation　and　restoration　activities．

　　ln　liscal　Heisei　l3（2001），　this　museum　was　reorganized　as　one　element　of　the　lndependent　Administrative

Institution　National　Art　Museum．　At　that　time，　a　mid－term　plan　was　proposed　and　agreed　upon　for　the　new

institution、　This　fiscal　year　marks　the　third　year　of　that　five－year　plan，　and　thus　we　are　entering　the　latter　half　of　the

mid－term　plan．　The　evaluation　committee　estabhshed　by　the　Ministry　of　Education，　Culture，　Sports，　Science，　and

Technology　reviewed　the　actMties　of　the　first　and　second　fiscal　years　covered　by　this　mid－term　plan　and

determined　that　they　were　essentially　on　target．　Similarly，　the　activities　of　the　third　year　of　this　five－year　plan　have

been　reviewed　and　evaluated　favorably．　The　areas　identified　for　further　work　and　improvement　have　been　noted

and　the　museum　staff　will　make　all　efforts　to　plan　appropriate　and　effective　improvements　and　problern　solutions．

　　Here　I　will　note　only　major　themes　in　the　various　NMWA　activities　of　this　fiscal　year．　Acquisition　activities

inciuded　the　purchase　of　the　oil　on　canvas　St．　Tt～omas　by　Georges　de　La　Tour．　This　work　was　placed　on　deposit　at

the　NMWA，　and　after　surveys　by　staff　members、　was　purchased　for　the　NMWA　collection．The　acquisition　of　such　an

important　example　of　17th　century　French　pailltillg　is　a　great　joy　for　the　museum．　With　this　work　as　a　cornerstolle，

the　museum　staff　began　preparations　f（）r　an　exhibition　of　works　by　Georges　de　La　Tour　that　goes　on　display　in

March　2005．　The　details　of　this　exhibition　will　be　discussed　ilコthe　next　Annual　Bulletin．

　　Regarding　exhibitions，　the　museum　held　one　jointIy　sponsored　exhibition　and　five　exhibitions　organized　solely

by　the　NMWA．　The　jointly　organized　exhibition，　Rembrandt　and　the　Rernbrandt　Sc／？ooi：The　Bible，ルlytl～010gy　and

A〃cient〃∫s～ory，　focused　on　history　and　mythology　paintings　by　the　Dutch　master　and　his　artistic　school，　including　a

large　number　of　works　borrowed　from　overseas　collections．　The　exhibition　was　praised　for　its　accurate　expression

of　th　e　results　of　recent　research　on　Rembrandt’s　circle．　ln　terms　of　the　solely　NMWA　organized　exhibitions　held

duri　ng　this　fiscal　year，　the　Deutsche　Landschaftszeic／lnunger～det’ノぞo∫η（πntik（lus　dem　Kuρferstich－Kabinett　L）resden．’

D（1∫“Landscんaftsわuch”ρoη．1［ulius　Schnorr　von　Carolsf！td　ur～dレレ’erL～e　von（）asρar　Dovid〃∫edγ～cん，　Jos（～ρノ］、4η～oηκocノ～，

Fe．　rditian（10iivier　und　anderen　was　a　novel　exhibition　that　featured　the　naturalist　expression　of　the　Nazarene

painters　of　Germany．

　　ln　recent　years　there　has　been　a　growing　emphasis　on　the　role　of　educational　programs　as　an　important　part　of

art　museum　activities．　The　NMWA　is　fully　aware　ol　this　trend　and　has　developed　ways　to　engage　with　the　sch（）ol

education　of　children　and　lifelong　learning　by　adults．　This　has　involved　the　creation　and　distribution　of　exhibition

explanatory　materials　aimed　at　children，　and　frequent　experiments　in　providing　guidance　for　school　teachers，　Part

of　these　efforts　illvolved　the　abo［ishment　of　entry　fees　for　middle　school　al．｜d　yoしmger　children，　and　this　has　led　to

an　increase　i］l　the　nしjmber　of　elementary　and　midd［e　school　aged　chil（lren　visiting　the　museum　over　the　past　few

years．　This　trend　call　be　seen　as　all　effective　outreach　to　the　part　of　society　who　will　become　the　NMWA’s　core

visitor　population　il〕the　future．　During　fiscal　Heisei　l6（2（）04），　the　museumaims　to　establish　a　volunteer　program　in

which　volur）teers　will　carry　out　educational　activities　in　the　museum，　and　to　create　a　study　center　for　such

volunteers．　The　full　startup　of　this　new　program　is　imminent．

　　As　part　of　the　long　term　project　of　seismic　isolation　and　reinstallation　of　sculpture　in　the　NMWA　forecourt，　this

fiscal　year　the　Conservation　Department　completed　the　reinstallation　of　Bourdelle’s〃ercules　the、Archer．

　　The　museum　stafl　has　also　been　involved　in　other　innovative　projects．　Various　new　facilities　have　been　installed

in　the　NMWA　cale　which　have　lead　to　improved　service　and　favorable　response　from　clientele、　The　NMWA　is　also

furtherillg　cooperation　with　neighboring　sc）ciety，　and　closer　linkage　with　the　various　other　organizations　in　the　Ueno

Park　area’s　concentration　of　cultural　facilities　and　organizations．　These　activities　help　further　our　goa［s　of　assuring

the　important　place　that　art　museums　play　in　the　contemporary　world　and　broadening　understanding　of　art

museums．
　　The　above　is　a　brief　summary，　please　see　the　detailed　discussion　ol　these　activities　in　the　following　main　text　of

this　publication，

January　2005

Koichi　Kabayama
力”・’〔帰（迦θ了」／，77～e　Natiイ川Ctt・Mt～sω〃’θ／以・s〃・’ηハ’了．7bρ、’θ
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まえがき

本年報第38り’は、’IL成15（2003）年1隻についてのものであり、’1え成15年1月lllから’ド成16年3月3111までの1年

間に当国v’ノ：西洋丈予ll∫館が行なった、作品収集、展覧会、調査研究、また教育普及、情報資‡IL保存修復等の

活動の報告、ならびにそれらに関連する資料・記録を収めている

　’1三成13年度に、当館は、独、Z行政法人匡粒美術館を構成する・単位として再出発したが、それに際して策

定、承認された中期計lltliは5年間を覆うものであった　当年度は3年llに当たり、いわば中期計lllliの後’卜部分

にかかったことになる。第1、2年度の活動については、文部科学省に設置された評価委員会によって、おおむ

ね適正なものと評価を受けていたが、当該の第3年度についても、引き続き同様の評価を受けた‘今後の課題

として指摘されたものについても、中期計画期llljの終了までには、鋭意解決、改善を図るべく努力を行なって

ゆく所存である、、

　’13年度の諸活動のうち、i凄な点にのみ、ここでは簡潔に触れておきたい．作品収集については、ジョルジ

ュ・ド・ラ・トゥールの油彩画《聖トマス》などを購入した、《聖トマス》は、いったん寄託を受けて作品調査を行な

ったうえで購人にふみきったものであるが、17世紀フランスの重要な作品を人手しえたことは大きな喜びであ

る、，この作品を基礎として、ジョルジュ・ド・ラ・トゥールに関する展賢乞会を催すべく計画と準備にとりかかり、平成

17年3月からこれを開催することになったその詳細については、次年度の年報で報告する

　展覧会については、当該期間内に共催展を1度、自｝三展を5度にわたり開催した、前者は「レンブラントとレン

ブラント派」であるが、オランダのい：匠とその画派の作品から物語lllli、神話画に焦点をしぼり、海外から多数の

作品をお借りして開催した　近年におけるレンブラント周辺の研究成果を的確に表現したものとして評価をい

ただいた、また後者のrば展のうち、「ドイツ・ロマンー｝三義の風景素描」は、ナザレ派の画家たちの自然表現を

集中的に展示する斬新な展覧会となったのではないかと考えている．

　美術館の活動にあって、広義での教育普及分野が果たす役割は、近年ますます強調されている．当館では

その状況についてのト分な認識をもち、児童生徒の学校教育等や生涯学習を視野に入れた取り組みを展開

してきた，，子ども向けの展覧会解説を作成、配布し、また学校の先生へのガイダンスを頻繁に行なうなどの試

みである．中学生以ドの人場料無料化もあって、この数年間にあっては、小中学校生の人場者が増加してお

り、未来の中核的鑑賞者への働きかけは確実に効果をあげているものと考える。なお’ド成16年度には、これら

の教育普及活動に従事するボランティア制度の創設をII指して、研修の場を設け、間もなく実際活動が開始さ

れるf定である，保存修復に関しては、長年の課題であった前庭彫刻作品の免震化による再設置作業として、

ブールデルの《弓を引くヘラクレス》の設置が完」’した

　このほかにも、新たな発想からの活動に取り組んでいる、美術館内のカフェテリアのサービス向ヒを目指し

て多様な措置をとっており、幸いにも好評を得ている。さらにまた、文化施設が集中する上野公園地区での諸

機関の密接な連携や、近隣の地域社会との協力などを推進してきたこれらの活動は、現在では美術館にと

って重要な地位を占めるものと広く理解されているところである、／

　以ヒ、概略を記したが、それぞれの詳細については、本文における報告を参照していただきたい、

’1勺茂17｛Fl月

い［位西洋）ξ術6「i長

‡華01糸友　一
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Vente　Christie’s　n（）」55（22」une，1991）；梅川IEhiJJiS、大阪／Gallery　Umeda，　Osaka；イf　　　　　　Febniary－llMay　l997．

塚コレクション、東京／lshizuka　Coilecti〔〕n，　Tokyo（1991年9月／September，1991）；　　　　Paris：6eorges　de　La　T（）ur，　Galeries　National　du　Grand　Palais，　Paris，30ctober　l997－

Auctioned　at　Christie’s，　London　no．4　1（10December，1993）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26　January　l998．
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「夜の画家」ジョルジュ・ド・ラ・トゥールに閃して、ここでそのあまりに　　　　シェロ・カラウァノショに似た強い竿致の1暗いf’lI［lilてある（原文マ

もドラマティソクな再発見の歴史と、その美術史一Lの重要’nについて　　　　マ）」しかし、その後、19川紀のアルビのカテトラルに関する1，Lt録か

，，b，るにはいささか紙放も足りす、またその場でもないためノ『し控える　　　　らは消息は介く消え、アルビの巾、フ丈術館に収h’Nされたll］には辿11

が、少なくとも、その作品の絶対的な希少tl’1に関しては指摘しておく　　　　はすでに2八を欠きll点になっていた　晩後間もない19｜r）　｛1にこの

ことが必要と思われる　現W、真作と認められているものは40点に　　　　連f／はパリに運はれ、修復、1凋Wを受けた　そして工術1⊥1家ルネ・ユ

満たずパリのルーヴルには6点の貞作が所蔵されるものの、その他　　　　イークによる、この連作に関わる最初の川究愉文か翌fl允ノされて

の）t　f’1、］館でこの画家のオリシナルイ／品を複数所イ1する所は仲かな　　　　いる

例外（ナント、ナンシー、ヴィノク、ベルリン、ニューヨーク）を除き、イ∫在

しない　その八ては、まさに、同時代のオランタの画家フェルメール　　　　結局、現Wまで残る貞イ］は5八となるアルヒのX術館に収められた

に⊥ヒ川されるべきであろうが、フェルメールか北較的1“＜、19｜ll紀に　　　　「祝福するキリスト」を含めた11点のイil　l｜TI’1のうち9八かilrいコピーで

はすでにllh，1｛仙を受けていたのに対して、ラ・トウールの名が人々の　　　　あり、残る2点《聖ユダ（タタイゆ、《中小ヤコフ》か貞f1てあるほか

日に1り始める0）は、トイツ人）こi’I」史家ヘルマン・フォスによる初め　　　　の2叩人「中ハルテレミー」と「中ヨハネ」に関しては、模イ’1も！’“ilも人

ての公人な形での，1及以後、今1‖紀も／tは近くなってからのことで　　　　た発見されていない　また9点の摸作中では、《Ψピリホパ1941年に

あった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発見現イiノーフォー久クライスラー工術館所蔵）、《叩アンテレ＞

　ny　｛1度の購人f］IUII《中トマス》は、来歴の山を参照すればわかる　　　　（ll」MFranceコレクション1991年、Sotheby’s　Mond（oて‘）戊己売　現

ように、まさしく、こうした11y発見史の最も新しいページを飾る作品で、　　　　・i’1個人蔵　　　ヒューストン工術館寄託）、そしてこの・編」川・マス♪（本

その（i（1かIHに知られたのは1苧かト数イL前0）1987イ1のことであ　　　　購人作品）という、3点の真イ／が近年あいllll後してネJ1たに発見された

る　さらに1991｛1に競売にかけられた後、人阪の川廊を通じて東京　　　　訳である

のイ1塚氏のコレクションに人ったまま、ほとんど・般には知られること

のなかった稀イ1なf’1品である　　　　　　　　　　　　　　　　　　この絵の1題は，1うまでもなく、キリストの12仙徒のひとりで、インドへ

　よく知られているように、ラ・トゥールのイ’1品には同iコ題、同楢図の　　　　仏道に赴き、買教の人々に槍で突かれて殉教した中トマスを人わし

コピーも含め、lllll家以外の『になるさまさまなウァリアントも多い　し　　　　ている　ひけを蓄えた♪l　l｛1の人物として描かれたJ［｜1人は、その持物

かし、この作品の貞肌に関しては、ラ・トウール川究家としてJI常な　　　　である槍（1字架1でローマ兵σ）槍に突かれて絶命するキリストの

｝脅WをもつPlelre　RosCnbelg（1狗ルーウル）L　i・Fj館館長）、」ean－　　　llコ喩でもあるキリストの復沽の際に、トマスはそれを％しい、脇腹の

PielieCu7m（フランス丈ll；j史学会副フ註＼、前ルーウル）1術館絵Vlll　　　槍傷を触って禰かめるという1？’　，llll1の，，Llj“Fとも関係づけられる）をT

r，13長）、　JdC（IUes　ThU川1（・rdl｜、’ノコレーシュ・ド・フランス名誉教授、几　　　　にしている　ルーウルにはlllJじ1題を描いた作品か所蔵されるが

フランス）、術史学会会L）の3氏か、さまさまな機会を通じて貞Wlsと　　　　（　Sain　t－　Th　oina～dla　piqti（・1632－16135＞）、このイ］111“1とは制1／イドでほほ

，忍めており、41、Kもまた、キュサン、テユイリエ両氏からはll‘1接川頭で　　　　IO｛1不）llのll酌たりがあり、’IZy！xのことながら衣現もまた、　II・1なっている

その考えを聞き、そのliYM，，に近い判断をあらためて確認した、　M　　　　　ルーウル作lll～の洗練されたf］風に対して、賜人ll丈袖竹｜llllにおいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、人現はより荒々しく、llll接的な印象を’」える　しかしなから、ラ・ト

ところで、ラ・トゥールに関する」1乏新の研究はほほ、19．　97－98イトのパリ、　　　ウールの！‘〔イilのみに只通する、幾何学j’1｛Jにlii純化され、しはしはlt｜］

クラン・ハレにおける展覧会カタログに集約されている　本イ］品もこ　　　　烈なまでにテフtルメされた形態、皮膚の級　本・本まて克明に描

の展覧会に出品されたことで初めて・般の人々の目にも触れ、個人　　　　写する「ウェリスム」、カラヴァノジョの影響から発し、ラ・トゥール独rl

コレクションに人っている初期の知られざる貞イ’1として日目を集めた　　　　の形態感を川微的に小す光の取り扱いなどは、とちらにも貝通した

のてあるカタログによれば、木来この作品は、キリストと12使征を描　　　　川徴といえる

いたB点の連1111iの1八で、他のイ’1品とともにパリイ1住の11」教　　　　　しかしまたこの伯品は、1・・1じ12仙徒辿イ／中の今に残る［IMと比へ

Frdnsois　de　C、UME）s（1643－17213）のコレクションにあったとされ、彼に　　　　ても、また、失われた貞イ］のよすがを1ムえるアルヒのコヒーイ’l　I｜Tlllと比

よって由仏アルヒのi，J教座参‘｝1会員JeanBaptiste　Nualart（16f）4年　　　べてみても、きわめて1州’i　l！1かな1点てあることも問迫いないひけ

没）に贈られたさらに当地の大Ψ菅カテドラル・サント・セシルに遺　　　　を蓄えた髪のi，liい、堅川な額をもつ無骨な老人の姐甲は初川を中

贈されたその後、1698｛li3JJ8ilの．己録（Pt（，（e：t）etl）a／de　la　Lli～lte　　　心に多くのラ・トウールのf’1｜lllllに登場するか（版lllllによ・・てUhえられて

0／’e．g」h．s（・∫n］etJ　ol）O／～rσ～〃eρr　d～1（haρibe　d’A〃元v　c〃／　698　et／699　par　　　いる失われたイ］lll　lll《’1　fiJ俊するエlnペテロ〉、《丁紙をII㌦むJ［：Tヒエ〕ニム

θ1（ノ？e’veqtte　Cli（ttles　te　Goux〔de　la　Batchi）ne）に公式に、1及されてい　　　　ス》［ロンドン、ハンプトン・コート］、《辻日楽トたちのけんか“「ケノティ

る　それによれば、キリストと12使征を描いた13八のイ1品が、アルビ　　　　ー工1・ll館］）、本f／lllllの老人像は最も力強く、粘『lll’1’1に冨む　12使1，L

のカテトラル・サント＝セシルの内1坤にある6番目の礼」卜堂に掛けられ　　　　辿作のJl1T人像は、八本的にはいすれもllψかな、瞑想的な人物描写

ていたまた、1795“の人・ll・命によるll｛放・教会財産の援収SdlSles　　　がなされているが、　Kk　｛i　iトマス》のみは、II・］烈て人現ltL　rl｛Jともいえる

r6volutionnaires（こ際しても、それらの作ili｜はll・Jじ場所に留まってい　　　　独特0）ハロノク的動↑1を見せている

たことが、知られている、そしてそこには、次のような興昧深い1，己述　　　　　通常、宗教i題の竹品は、蝋燭の炎を通して「夜」の川を柏神1／1

か見られる「対をなすサン・ジャン礼拝’｝1・’には、プソサンに基つく福　　　　：lllかに人わした、いわゆる「d＞z　nocturne．s」の／’l　liui｜系列に属している

凸、1；己家の中ヨハネの絵と、その周りには12点の肖像llhl人の小さな　　　　それに対して本f／1品は山家の最初期の宗教画でありなから、レアリ

12使征の絵が掛かっている「良く知られ、賞賛されたlll｜1家］ミケラン　　　　スムの勝った風俗11111の多い「昼d1Umes」のイ］“1i｜1に分知され、その，IJI、
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においてもIJ｛　，fiな（f（1てある　従兄弟ふたりをフランーア1スコ1派の修　　　　tdHly　ol　G〔・《）19es　dc・1．cl／out、（・＼idlll　VN・o｝ks　Tod、ly　lcss　thdn　40　WOi　ks

），t，　1にもち、．k」フ。テ7．　’，ン｜、IL、｜・、1，11隔！とし一ご、対1∫、撒改1‘ll，・U・diL，lj　cllc　cld・ll（）“k’dg（‘d　ds　b’［・t「°UI　S°wn　han（I　The　L°ux，le　1「’　Pans

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝u［11b（itsSl＼9f（’11Lllll（’wo］　ks　lll　theti　（olle（　t］on　，ind　d　few　other
lliにあ・）たロレーヌ公lilてノ1，11のノCl’を送・）たこのlllll家にと・）て・宗　　　　tntts（iums　h（）kl，lt　ke，ist　one　woIl、　ln（lud｜］lg　llluSC・Ullls　1［1　Ndntes、　Nancy，

教i題はその」’、i’ド」の本質的な部分をtltめていた　トレントぷ教フこ1，我　　　　V］（－sl｜rSenllv　Bet］iri，・1｜“I　New　Yolk（’ltv　NiVhnki　tlns　issue　of　idiity　make～

q545－1563）以1；r・1　c2）カ｜、リ，ク圏における、rZて者・）・｛・l　lli・1として・）〃；；　〔（）mP・llls°1）　t°1・”　lutl「“Dllt（h（°lllcmP°1，u’V（’「inee　se（．im°bVl（）u．S・　lt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：11tL・・I　be　Iu｝led　tll・lt　while　Vいmmc・（，r　h・ld，lhいddv，　beeluいdPP“）～ed　by　the

教lllll像の必要’1’1｛よ深く、ラ・トゥールのノ1；）1と制竹の、1迷に反」ヒ例する　　　　　dttwolld　l）、　thc　19tll（clltUl、　Ld　T〔｝uu　s　ndmいwdS　not　ktioWn　m　the

ように、この11111　’4く（カレアリスムに付｜旭するある仰の［視’覚的1リ1快さ」は　　　　　ln《）dcnti　WOI］（kmli｜lleml・UlV《）、s’s　illSt　publi（dtl〔｝n《）l　Ld　l”OUn　］1）dlmo～t

際“t　．）ているこの・’1［・tトマス畑船も例タトではなく、キリストの復　th（1川d　2川u伽lv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll｜e（dn、ds　of～’　7γho〃ICIs、1）lllchdsed　b、　the　NMVvAduimg　th］s　tlscal

ii「，の否，忍と遠隔び）地での殉教というi’　）1“1と｜llll悩を背f’1った」［11人の　　　　yecll　IS　tl）（，　1、it（、st　pdqU　m　tlus　lnstotiy　ol　Ld　10m＼1〔、（llS（0、el～ds（dll　be

運命的な’1’1格か、その粗人な身なりと挑戦的な眼ノ∫しを通して、11’i　　　　se〈’n　b、　cl　gldn（　e　dt　the［）tOX　VIIdtl（　（・1istmg　db（）、（・’1・he　wor1（l　onlv

鯛・わさ）1・ている「｛1・ll・I　P6mt－」や「ll・・c・f，・，・c・・flmlatl・n」とい　lllllllll1〔∴1：，1；1“llll∵llll、1：ll∵∴1∵：ll；；1：：1°（1蕊。lil、∵∴1∵：

’
・た秘蹟を、夜θ）問と光の対照に己す丁法により神秘’1，1を増す　辿　　　　hdnds《ot　thc　Ishi／ukd（ollvc　tio”川rol、、o　whいle］t　tC、］lldl］IVCi　L；，（，IICtclll～

の1夜1のイ’jtll　111　tは、また　線を川している　　　　　　　　　　　　　　　し川known1）S　thC　l）ub］i（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A～Is　wcll－known　thetedt℃［ll｛UIX（s＼1（111t　XdH　L，1［ltS　ot　Ld　lOllr’s　WOiks

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b～othel　hdnds　Indlld川g　thoSc　Wl｛h　the　Sdl11いsublcs（ts（lnd

l’lI）1　ITIの状態に関しては、フランス叉術館調査保イ∫センターCentre　de　　　　coml）（）Slt］ons　seen　ln　I．cl　Toui　s　siLsf：）（itutew《）iks　The　ciuthc’lltK　itif　of　th（、

1〈echerche　et　de　la　Re．stauration　des　Mus6e．s　de　Franceか東京・川　　　　　new　NMWA　dqu“ltloll　ol）t］K，《）thcl　hdlld　l｜ds　b（・（．，ii　coniitincd　1）y

岐化財胱酬砺ノJ・lz・・iUて実施したデシタル・アーカイヴ1，1・llhlの 　こll㍑㍑ll∵1：∵烈1㍍ll）（ll蕊llごllll∵1∵1ぽlll；

lltで”己録を採っている（↑1匡川乏はJi公開）」1公式に知り得た↑ll川乏か　　　　（UldtOl　1）dmtlllssls　dCpdltlnent　L。UN　Ie）、md　Jdc’qucs　’1　lnniliei（Pt（｝fessol

ら判断するに、アルビに現イ∫する貞イ12，1∴1、のうちや1“小ヤコフ》はか　　　　emeHhls　Co］legc　dc　Ihan（．　ci）’11he　dllth〔｝l　hds・iLso　h・ld　dlled　Otal

なり、、1　ll・に、プレパレーシ。ン・刈分と却、｜・・絵！｛を残してオリシナ　d　L“（　u“si°nS　WItll　Cll／］Ti　dnd　ThtLilliet°n　the　sul）Je（　t°f　’hc　dutli°“hlP°f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　llc・w　NMWA　WOik、m（hll　both（dS（iS　the　s（hol、lrs　iC・puatedlN

ルカンヴァスを取り除き、新しいカンウァスに戟せるという、現イ1では　　　　ωnf川ne（1．its．、tuthe［〕n〔ny

過去のものとなった丁・法で修復がされている　また、《J“iユタ（タダ　　　　H・wever　dlm・5t・ill　ot　the　ldtest　rescscucii　on　Ld　r（）Ut　Is・c・nc｛．inttdted

イ）》には＊liたにライニ・グカ・施されているそれに対してイ・イi’1・“nll《聖　；lll∵｝㍑lll（∵lll’蒜㍑：，ll：、llll：胤∴1：lllll湘1∵ll11；1

トマス》は・結論的に1’えは・裏↓1ちがされているもののオリシナル　　　　publl（di．sPldy　Attention　tocused　OM　the　WOtkds　all　edily　pcriod

θ）カンヴァスに大きな痛みはなく、X線観察ドでは絵具層の欠損部分　　　　uriknown　woik　then　m　a　I）11vdte（ollec　t］on　Ac（o）dLng　to　the（〕r～md

か1忍められるが亀裂は少なく・良い状態を細しているまた・紫外　蕊蕊ご，㍑ll1㍑1：（蒜㍑：1びll㍑㌫㌦1

線”∫貞および肉眼で見た限りも、人物の頭部右側をili・C・に槍やf’な　　　　c、mvds　dnd　the　other　woiks　h（）m　thc　serle～wele～ald　to　hd、e｜）eel］m

どに袖Wの跡か相’1］に見受けられるが、この11，｝代の11illlllとしては常　　　　the　Bishop　Fl　，1　Ilsols　de　Camps（16B－1723）（〔）lledlOn　m　Pdrls　De

識的な，1］・容範囲に収まっているというのは、前迩のラ・トゥールω1究　　　　Cdmpg～tdted　thdt　he　hd（！b（’ell　gl、ell　the　wo｝ks　b、（．　“mon　Jedn－Bdl）tlste

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nucildlt（d　lb91）（）f　A目）I　rhese　works．　weru　bequedthc（l　by　De　Cdlnps　to

者たちの　致した意見でもあった、　　　　　　　　　　　　　　　　the　Sdint　Cecili、i．Cdthcdial。f　AII）l　Then　ldtei，　the　s（，ries　ot　pdmting」～wdS．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pub］tclv　noted　m　d　documci［1t（ldted　to　MdKh81698、　the　LProce∠vetbdl

以ヒ、ftN，tに作llllの内ぞSと状態の｝1“ilを迩べたか、　llP西iDこ術　　　　d（’la　v［f’1tci～i　1’691i．se　metiopolitdm（’ct（lu　chdpitie（i’Alby　en　l698　et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l（）99Pdl　d1　（．　het（・que　Chdiles　le　Goし1x　de　ld　B・lt（hさlle’ACCOid｝ng　to　the

館における171‖：紀絵11111のコレクションはまだまた1分とは口いかた　　　　docun）ent　the　thirteen　woi　ks　d（、1）Ktmg　Clmst，mcl　his　twclNe　d］s（］ple～

く、ましてやこの11b一代0）フランス絵1］hlには、クロート・ロランとフィリソ　　　were　hし111S’　111　the（）th　dldl⊃el・f　the　lldve　ol　SdlIlt　Ceulld　Cdd｜e〔haL　AIbl

プ・ト・シャンパーニュの佳品を除けばあまり見るべきものはない　そ　　　　lt　l～also　kl1（りwn　tllat　thesc　wo「ks　we「e　still　m　tl）at　sdme　locat］°n　du「1ng

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　l795　selzure　of　a・｝・；ets　of　drlsto⊂rdts　dnd　churches（lurmg　the　Frciii（h

の思味で、久々の171｜1：紀フランス絵［llllの購人が、きわめて希少なジョ　　　Revolution　A　td．scinatmg　notdtl〔〕n　oll　these　works　can　be　follnd　fr（）m

ルジュ・ド・ラ・トゥールの作品を通してそ］なわれたことは、それ自体、　　　that　date“A　］a　chdpelle　qui　ftiit　］）en（ldnt，　dlte　de　SEIITIt－Jedr），　oTl　．y　volt　Ul）

械遇・）機会であったと思オ，れる　　　　　　　Sdlnt　Jean「Evdng」elL～tei　d’dprc‘’g　1・e，P°u“～m　et　dllt°u「～d°uze　petlts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tdbledux　grdlldeul！s　de　I）f）rtldlt）el）tesent（ult　les　douze　dp6tles　d　une

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　toLiche　forte　et　rc・mbrliiiie　comllle（elle　de　Michel－Ange　Cd｝dvdge

また、2005∫13月一5J」の「ショルジュ・ト・ラ・トゥール展」θ）開1｛｝1もま　　　　［pellltle　c（，nnu　et　estlme］”However　all　Mel）tlOll　ot　thc・portrdlts　LS

た、その発想自休をこのfil品の購人にllll接負っているということも、　　　mlsslng　ln　19th　centu「y「eco「ds　of　the（dthed「al　in　Albi’　and　bv　the　time

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　set　ot　twelve　l）dllltm9～Ldme　mto　the　col］ection　of　the　Albl

JUIイ・」け加えておかねばならない’］i実である　　　　　（高橋明也）　　　　mum（II）al　dlt　museum　tw（）work～were　m］ggl　ll　gJ　trom　the～et　ot　olle

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chnst　Image　and　l2disciple．s　Thl～medlエt　that　ollly　l　l　pa11】tmgs　enteied

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　mll～eum　collection［r】1945，　dlmo～t　immediately　dfter　World　Wdr　ll，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　p（Mntlllgs　were　tdkell　to　Pdrl～where　they　were　restored　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～urveyed　In　1946，　the　fl　r．st　resedrch　drticle　ol］the．sene．s　was　published

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　drt　h1～torldn　Ren6　Huyghe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Today，　flve　of　the　orlgmdl　Albl　twelve　dpostle　1〕lctu　res　remaln　extdnt

There　ls　not　adequdte　spdce　m　the　present　forum　to　revlew　both　the　　　　　Nme　of　the　eleven　works（including　B／e．s．sltlg　C／ltlSt）t（）day　Ill　Mus6e

history　of　the　dramatic　redlscovery　of　Ge（）rges　de　La　Tour，　known　as　the　　　　　Tou］ouse－Laし1trec　ln　A｜bl　are　old　coples　The　remdmlng　two　work．s、　St

“ palnter　of　the　night，”or　to　fully　dlscuss　his］mportance　m　the　history　of　　　　fua「e　Tliaddeus　dnd　St／anies’th（・ムe∬‘・r　ate　ori．Ssmals　by　Ld　Tour　Two

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しdrt　At　the　very　lea．st，　what　must　be　stated　here　is　the　fdct　of　the　abgolute　　　　　other　salnt　lmages　from　the　origindl　A］bl　set，　nameLy　the　paintlngs　of

Il



Saint　Bartholomew　and　Saint　John，　have　not　been　discovered　in　either　　　　program　qnformation　not　released　to　the　l川bli（：），」udging　frolll

original　or　copy　form．　Three　originals　of　works　among　the　nine　copies　in　　　　　information　not　made　available　to　the　general　publi（：，　at　some　time

the　Albi　museum　have　been　discovered　ill　recent　decades，　including　　　　c－：ollSi〔1erably　long　ago　the　preparation　level　and　surface　paillts　of　t］）e

the　new［y　acquired　NMWA　canvases，　and∫’．　Ph〃ρ（discovered　in　l941，　　　　painting　of　St．　James～／leムesseノρ，　one　of　the　two　extant　orig汕l　works

today　in　the　Chrysler　Museum，　Norfolk）and　St．ん「κ7reω（former　M．　　　　now　l∫1　Albi，　were　removed　from　the　original　canvas　alld　translerred　t《｝a

France　collection．　Sold　at　auction　at　Sotheby’s　Monaco　in　l991．　　　　new　canvas．　Further，　the∫～，．ノμde　Thaddeus　work　has　been　given｛日1（・w

Presently　on　loan　to　the　Museum　of　Fine　Arts，　Houston）．　　　　　　　　　　　1ining．　Conversely，　the　lined　original　canvas　of　the　NMWA．～マ／，77ho〃κ／s

　　Needless　to　say，　the　new　NMWA　canvas　depicts　an　image　of　one　ol　　　　has　no　major　damage　and　x－ray　examination　reveats　that　wl）ile　dama．g（｝

Chrisゼs　twelve　disciples，　St．　Thomas，　who　carried　the　teachings　of　Christ　　　　and　missing　areas　can　be　seen　in　the　paint　layer，　nl（cra℃kl川g　is

to　India　where　he　was　martyred　by　non－Christians　who　stabbed　him　to　　　　　minimal．　It　can　be　said　that　the　work　has　been　mamtailled　in　a　relativdy

death　with　spears．　SしThomas，　shown　here　as　bearded　and　in　the　prime　　　　good　state．　Further，　judging　from　ultravio］et　photography　and

oflife，　holdsaspearin　his　hand．　ThespearalludestoChrist　on　the　Cross　　　　examination　by　the　naked　eye，　a　considerab［e　am（）unt　of　lakr

beillg　stabbed　by　Roman　soldiers．　This　image　is　also　related　to　a　scene　　　　brushwork　can　be　seen　on　the　right　half　of　the　figllr（’s　head，and　als《）oll

described　in　the　Blble　in　which　Thomas，　questioning　thaいt　really　was　　　　the　spear　and　hand．　The　La　Tour　scholars　mel［ti《川ed　abov（・

Christ　alter　his　resurrection，　touches　the　spear　wounds　on　Christ’s　side　　　　unanimously　agree　that　this　level　of　retoudhing　is　within　thc　normally

to　collfirm　that　it　was　his　master　risen．　The　Louvre　has　another　painting　　　　acceptable　range　ofsuch　work　oll　paintings　fr（）m　this　period，

by　La　Tour　of　this　saine　subject（S（1ゾη1－T／ioiη（コs　a　la　pique，　dated　to　l632－　　　　　The　above　is　a　simple　description　of　the　sublect　mattc｝r　alld　state（）f

l635？）．　Th（NMWA　canvas，　on　the　other　hand，　dates　approximately　lO　　　　the　NMWA　St．　Thon7（ls　pair〕ting．　Needless　to　say，　thc　l　7th　ccntury

years　after　the　Louvre　w（）rk．　ln　c（）ntrast　to　the　refined　style　of　the　Louvre　　　　French　painting　collection　of　the　NMWA　is　far　from　completc，to　the

work，　the　NMWA　callvas　has　a　roしigher　expression、　a　more　lrank　and　　　　degree　that　with　the　exception　of　Inasterpieces　by　Claし1de　Lorraill　arld

direcいnood．　Yet，　the　Louvre　work　an（i　the　NMWA　work　share　with　all　　　　Philipe　de　Champaigne，　very　little　is　noteworthy．　h｜this　scns〔，this

other　La　Tollr（）riginal　works　a　gcometric　simplification，　at　times　almost　　　　purchase　was　made　all　the　more　an　unusual　event　by　thc　fact　that　it

severely　deformed　shapes，　and　a　sense　of‘verisme’created　by　the　　　　　involved　one　of　the　extrelllely　rare　works　of　Georges　de　La　Tollr．

artist’s　dear、　iridividual　depiction　of　each　wrinkle（）n　the　sainピs　skin．　　　　　lt　must　also　be　noted　that　the　acquisition　of　this　work　became　the

These　aspects　reveal　Caravaggi（）’s　il’ifluence　while　also　indicating　how　　　　dire〔：t　impetus　for　the　NMWA　to　hold　a　Georges　de　La　Tot〃・’exhibition

La　TOUr　depicted　hiS　OWn　UniqUe　fOrmatiVe　eXpreSSiOn　in　hiS　OWn　　　　　frOm　MarCh　tO　May　2005．　　　　　　　　　　　　　　　（∧kiyaTakah三iShi）

distinctivいligl｜t　handling．　Comparison　of　the　NMWA　St．7アiomas　with　the

（．）ther　original　works　from　the　sarne　series　of　twelve　disciples，　and

hldeedωlnparison　with　All）i　copies　that　convey　the　imagery　ol　now

lost　originals　fr（）m　that　set，　reveal　that∫t．77～oi’r～α∫is　undoubtedly　an

extrelncly　individualistic　work　within　the　set．　While　most　of　La　Tour’s

early　works　show　a　thin，　bcarded，　firm－browed，　older　man　facial　type－

like　thos（li　seen　in　Reρ（～〃／〔ノ〃t∫t．　R（～ter，　a　lost　work　known　through　printed

versiolls、　St．　．felて川e　Readiti9，　which　is　either　a　contemporary　variant　or

ac《）py　today　ill　the　Louvre、　and　7一ソ7（2ルfusiCi‘lt～s’Br〔1ω1　in　the　Getty

Museum－in　the　case　of　the　NMWA　St．　Thomas，　the　older　man　is　shown

as　pow（irftll　an（¶full　of　spiritual　strength．　The　series　of　twelve　disciple

Pailltings　fundamentally　show　quiet，　meditative　figures．　Only　S’．　Ti～omas

reveals　a　stern，　expressionistic　quality　that　can　be　called　a　distinctive

fom）of　Baroqueenergy．

　　This　work　is　also　important　as　a　rare　example　of　an　early　period

reli．gious　theme　that　can　be　grouped　with　La　Touピs（7iLlmes，　or　day　time

wc）rks．　Iiiiages　in　these　works　are　generally　depicted　in　a　realistic　style

and　are　genre　motifs　in　subject　Inatter．　Such　daytime　scenes　are

contraskdwith　the　group　of　night　scenes　by　La　Toし1r，　known　as　his

ηo（’tt〃7’（」s，　whose　candle－lit　night　scenes　exude　a　rich　sense　of

spiritua］ity．　La　Touピs　two　brothers　were　Franciscan　monks，　and　La　Tour

himself　sl）ent　most　of　his　life　in　the　Duchy　of　Lorraine，　the　frondines　of

thc　Counter　Reforination　movement　combating　the　protestants　in

Germally．　Hence　it　is　no　surprise　that　the　majority　of　La　Tour’s　arts　were

re］igious　insubject　matter、　In　the　Catholic　countries　after　the　Council　of

Treilt　meetingS（1545－1563），　there　WaS　an　inCreaSed　need　fOr　religiOUS

subject　pa川tings　as　a　form　of‘poor　man’s　Bible．’Almost　in　inverse

proPertion　to　the　Inysteries　that　surround　La　Touピs　biography　and　his

oeuvre，　he　revealed　a　striking　degree　of‘visual　clarity’as　part　of　his

realism．　The　St．　Ti～omo∫work　is　no　exception．　The　fated　character　of

this　saillt、　wh（．）se　life　of　contradiction　and　suffering　included　doubt　over

Chrisピs　resurrection　and　martyrdom　in　a　faraway　land，　can　be　directly

sensed　through　his　rough　figure　and　strategic　gaze．　This　directness

further　separates　the　NMWA∫’．　Thoηas　work　from　La　Tour’s　nocturne

works，　fiIled　with　a　sense　of　penitential　and　confirmation　sacraments，

and　made　all　the　more　mysterious　by　his　contrasting　manmade　light

with　the　darkness（）f　night．

　　Regarding　the　state　of　the　NMWA　St．　TI］on7as　canvas，　with　the

cooperation（）f　the　National　Research　Institute　for　Cultural　Prperties，

Tokyo，　the　Centre　de　Recherche　et　de　la　Restauration　des　Mus6es　de

Frarlce　has　taken　records　of　this　work　as　part　of　its　Digital　Archives

］2



エティエンヌ・クレマンテル［1864－1936］　　　　　　　　　　　　写真は・専門的な技量をそなえたものですでに生前から個展を行

《太陽を背に飛ぶコウノトリの群れ》　　　　　　　　　　　　　　ない、市庁舎の壁画を描くなどの実際の活動を行なっていた（オルセ

1915’20年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一美術館にはその写真が、コレクションに収められている。また、1989
油彩、カンヴァス

35×135cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年にはパリのロダン美術館で、　Couleurs　du　Temps，　photographies
久我太郎氏寄贈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　en　relief　d・Etienne　Clemantelと題した展覧会が開催されている）。

直tienne　C16mantel［1864－1936］　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに・第一次大戦時には・連合国側に立ち・フランスに滞在した

A　Flock　of　12Vhite　Sto「ks　Flying　Against　the　Sun　　　　　　　　　　日本の外交団や、義勇兵たちとも交友を重ねたと伝えられる。

ca」915－20

0il・n　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作品は、このクレマンテルが、日本の滋野男爵率いる鴻飛行隊
35×135cm
p．2003－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の功績をたたえるために描いたものといわれ、極端な横長の画面に
D°nated　by　M「’　Ta「°Kuga　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウノトリの飛ぶ様子を表わした、ジャポニスムの横溢する画面が特

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徴的である。また、黄色と藍を主調とし、輪郭線を大胆に用いた画面

クレマンテルはピュイ・ド・ドーム県リオム市選出の代議士として政界　　　　は、ゴッホやゴーガン、あるいはフォーヴィスムなど、当時の前衛的な

で活躍、フランス第三共和制を代表する政治家のひとりとして、植民　　　　画風の影響を確実に感じさせる。

地管轄大臣、通商大臣、産業大臣、郵政大臣などをはじめ、要職を　　　　　この作品を所有していた久我太郎氏は久我公爵家の一員で、フ

歴任した。同時に、我が国の政治家とは異なり、きわめて文化・芸術　　　　ランス三菱商事の初代社長久我貞三郎氏の長男である。貞三郎氏

に関心の深かった彼は、若い芸術家たちとも率先して交わり、さまざ　　　　は1922年から27年までパリに住み、福島繁太郎や画家の藤田などと

まな芸術庇護i活動を行なったことでも知られる。彫刻家バルトルディ　　　　も親しく、ドニに家族の肖像画を描いてもらったり、ジヴェルニーでモ

に依頼してクレルモンに立てた《ウェルキンゲトリクス》のモニュメン　　　　ネに会ったりしてもいる。

トや、1916年に、ロダンの作品の国への遺贈をとりまとめたことなどは　　　　一部今も現存するそのコレクションは個人のものとしても小規模だ

よく知られている。西洋美術館が所蔵するロダンの《エティエンヌ・ク　　　が、この時代の雰囲気を伝える格好の例のひとつである。本作品も

レマンテルの肖像》は、このふたりの交友を如実に物語っている。　　　　　そうした久我コレクション中の1点で、ロダンとの交友やジャポニスム

　また彼は、自ら絵や音楽、そして写真を能くした。とりわけ、絵画や　　　の観点から見ても興味深い。　　　　　　　　　　（高橋明也）
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Etienne　Cl6mantel，　a　French　parIiamentarian　elected　fr（）m　the　city　of

Riom，　Puy－de－D6me　in　Auvergne，　was　quite　active　throughout　his　Iife　as

apolitician．　One　of　the　major　members　of　the　ruling　party　of　the　Third

Republic，　at　different　times　he　held　the　portfolios　of　Minister　of

Colonies，　Minister　of　Commerce，　Minster　of　Industry、　and　Minister　of

Posts　and　Telegraphs．　At　the　same　time，　unlike　most　politicians　in

Japan，　CI6mantel　was　als（）known　for　his　deep　interest　in　culttire　and

the　arts，　seekmg　out　interactions　with　young　artists　and　initiating　various

programs　to　sllpport　the　arts．　Cl6mantel　commissioned　works　including

the　Ve1℃ing（ltol’ix　monunlent　erected　in　Clermollt　by　the　sculptor

Balthordi，　and，　in　l916，　he　presented　works　by　Rodin　to　the　French

people．　The　NMWA　collecti（）n　of　Ro（lil｜scu］ptures　illcludes　R（．）dm’s

Porht（lit　of’　Etic？〃ノ～ρC／（i／1］〔lt～tel，　which　stands　as　testament　to　the　close

interactioll　between　Roditi　ar）d　CICmantel，

　　ln　addition　to　his　activities　as　a　Patron、　Cl61nalltel　himself　was　a

tatented　pahlter，　musicial1，　and　photographer，　Indeed，　Cl6mantel

demollstrated　I：）rofessiorlal　talents　in　b（一）th　painting　and　photography，　He

is　knぐ）wn　to　have　held　one－man　shows　of　his　works　during　his　Iifetime，

and　he　painte（i　the　murals　of　the　City　Hall　in　Riom．　The　Mus6e　d’Orsay

collection　includes　Cl6mantel’s　photographs，　and　m　l989，　the　Mus6e

Rodin　of　Paris　held　all　exhibition　of　his　photographs，　Couleur．s　du

Tetnρs，ρノ～o’o．gノー（1ρ／～i（・s（・〃”（i〃（V’　d　’Et～eノ～ノ任・C厄∫ηα17’e1．

　　Dllring　W（⊃rld　War　l，　C16mantel　is　known　t（）have　interacted　with　the

A川ed　forces，　the　Japanese　diplomatic　corps　in　France，　and　the

v（．）1しmteersoldiers　of　the　day．

　　This　work　is　said　t（）have　been　painted　to　applaud　the　achievements

of　th（：）Japanese　Baroll　Shigeno’s　Flying　C（．）rps　k【ユowll　as　the“White

Storks．”The　extremely　wide　canvas　displays　a　flight　of　storks，　and　the

pairlt川g　is　redoler｜t　with　Japonisme　characteristics。　The　palette

emphasis　on　yellow　and　indigo，　and　the　use　of　heavy，　bold　outlines　all

reflect　the　Fauvism　of　Van　Gogh　and　Gauguin　and　other　avant－garde

Inovelnents　of　the　period．

　　This　work　was　owned　by　Taro　Kuga，　the　eldest　son　of　Teizaburo

Kuga，　a　member　of　the　retmue　of　Duke　Kuga　and　first　mallager（）f　the

Paris　branch　of　Mitsubishi　Tradirlg　company．　Teizaburo　lived　in　Paris

from　I922　throしigh　l927，　and　was　a　c］c）se　friend　of　Paris－resident

Japanese　artists　and　art　critics，　such　as　Shig．　etaro　Fukushima　and

Tsuguharu　Fujita．　Teizaburo　had　his　family　portrait　painted　by　Maurice

Denis，　and　is　known　to　hE－｝ve　visited　Monet　at　Giverny，

　　Part　of　the　albeit　sl’nall　private　collection　assembled　by　Teizaburo

remains　extant　and　its　overalいone　pr（）vides　a　good　sense　of　the　mood

of　that　Period．This　work’s　interest　liet　not　only　in　its　PositioI｜withil｜the

Teizaburo　c（’）11ectic）n，　it　is　also　fascinating　in　terms　of　the　artisピs

relationshil．）　with　Rodin　and　Japonisme．　　　　　　　（Akiya　Takahashi）

い



展覧会
Exhibitions

ドレスデン版画素描館所ll炭ドイツ・ロマン1三義の風景素描

一
ユリウス・シュノルの「風景画帳」、フリードリヒ、コッホ、オリヴィエなど一

Deutsche　Landschaftszeichnungen　der　Romantikaus　dem　Kupferstich－Kabinett

Dresden

－
Das　“Landschaftsbuch”　von　Julius　Schnorr　von　Carolsfeld　und　Werke　von　Caspar

David　Friedrich，Joseph　Anton　Koch，　Ferdinand　Olivier　und　anderen－一

会JUI：2003イ1…6月241E－8Jj24日

i三催：llくけ西洋増1サ館ドレスデン版画素描館西洋美術振興財団

人場者数：48，ll4人

Duration：24　June－24　August，2003

0rganizers：The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo／Kupferstich－Kabinett，　Staatliche

Kunstsammlungen　Dresden／Western　Art　Foundation，　Tokyo
Number　of　Visitors：48，114

本展覧会は、「風景画帳』（Landschaftsbuch）と呼ばれるユリウス・シ　　　る。カタログの論文については、『風景画帳』に関しては、ペトラ・クー

ユノル・フォン・カロルスフェルト（1794－1872）の作品を中心に、ドイツ・　　　ルマン・ホディックがドレスデン展のカタログで執筆したものを翻訳

ロマン主義の風景素描を紹介するものであった。「風景画帳』とは、　　　し、ベルリン自由大学教授ヴェルナー・ブッシュと佐藤の論文を新た

シュノルがイタリア滞在中に描いた風景素描からll5点を抜き出し、　　　に加えた。また、シュノルがチコーリウスに宛てて風景画帳の解説を

美術収集家工一ドゥアルト・チコーリウスのためにまとめた1冊のアル　　　　した「12の手紙」を翻訳掲載した。これは、シュノル研究にとって欠

バムである。ドレスデン版画素描館は1908年にチコーリウスからこの　　　　かせない史料であり、日本語訳をしたことで、口本における今後のドイ

画帳を入手し、現在では1点ずつ分けて保存されている。ドレスデン　　　　ツ・ロマン主義研究に欠かせないものとなる。作品解説はクールマ

では、2000年に展覧会「“＿Ein　Land　der　Verheissung”Julius　　　ン・ホディックとクラウディア・ファルターによる。

Schnorr　von　Carolsfeld　zeichnet　in　ltalien」で、この素描帳を紹介し　　　　日本でドイツのロマン主義が主題として取り上げられるのは非常

たのが初めてであった。東京における本展では、シュノルの『風景　　　　に珍しかったためか、予想を超える入場者数を得ることができた。ギ

画帳』から59点を厳選し、第1部として紹介した。そして第2部では、　　　ヤラリートークでも、高度に専門的な質問が多く、ロマン主義美術の

シュノルと関係の深かったヨーゼフ・アントン・コッホ、カール・フィリッ　　　根強いファン層を確認することとなった。アンケートなどにも、国立西

プ・フォーア、フランッ・ホルニー、フェルディナントとフリードリヒ・オリヴ　　　洋美術館だからこそ実現できたこの企画を賞賛する声が多く、西洋

イエ兄弟、フリードリヒ・オーヴァーベック、ルートヴィヒ・リヒターなど、　　　美術の専門美術館として、今後も観客動員数にのみ捕われることな

ナザレ派の画家たちの素描を35点展示した。ドレスデンがロマン主　　　　く、他館では実現できないような独特な企画を継続していく必要｜生を

義の中心地であったこと、そしてナザレ派の画家たちが相互にロー　　　強く感じた。また、展覧会期間中の7月1旧に瀧井敬子氏によるレク

マで育んだ影響関係を理解することができる構成を目指した。また、　　　チャーコンサート「シュノル父子とメンデルスゾー一一一ン」が行なわれた。

通常、ナザレ派とは相容れない作家とされるフリードリヒの素描も第2　　　ロマン主義の音楽と美術が密接に結びついていたことを知ることが

部に9点含め、ナザレ派との比較を見ることとした。イタリアに一度も　　　　できる企画として観客にも好評であった。　　　　　　（佐藤直樹）

行くことのなかったフリードリヒは、ナザレ派のようにイタリアの明るい

光に満ちた風景を素描することなく、ドイツに留まることで北方の風景

描写を追求したとされる。しかし、フリードリヒも自然研究を重視して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［カタログ］
いた点で・シュノルやナザレ派の素描と共通する要素を見出すこと　　　著者：佐藤直樹、ペトラ．ク＿ルマン．ホディック

ができる。概して、19世紀ドイツの美術は、ナザレ派対フリードリヒと　　　エッセイ執筆：

いう構図で見られることが多いが、実は両者に共通する要素が多い　　　　ユリウス’シユノル・フオン・カロルスフェルトの《風景画帳》ペトラ・クールマン・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホディック
ことがこの展覧会で視覚的に明らかにされたのである・　　　　　　　　　《風景画帳》の歴史と受容ペトラ．ク＿ルマン．ホディック

　このような展覧会のコンセプトは、ドレスデンで2000年に開催され　　　　《風景画帳》をめぐる12の手紙ユリウス・シュノル・フォン・カロルスフェルト

た展覧会を基に、ドレスデン版画素描館のペトラ・クールマン・ホディ　　　　ロマン主義におけるディレッタントの役割佐藤直樹

・クと国立西洋美鯛の噸醐が共同で作り上げた・作品の選　篇㌫㌶も繊謬請當1認じ翼劣；ごン緬レスフエルト

択、カタログの構成、会場構成は、ふたりが密に話し合った成果であ　　　　制作：美術出版デザインセンター

15



作‖｜il輸送・展示：ll本通輸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Busch，　professor　at　Freie　Universitat，　Berlin，　and　Sat（，．　The　catalogue

会場設営：東京スタデオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　also　included　Japanese　translations　of　t｝1e“tweive　letters”written　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Schnorr　to　Cichorius　in　explanation　of　the　Latidsc／iaftsbu（’／1．　These

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　documents　are　indispensable　to　serious　Schnorr　research，　and　their

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　translation　into　Japanese　in　this　catalogue　will　make　them　invaluable

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　materials　for　research　in　Jal）an　on　German　Romanticism．　Kuhimann－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hodick　and　Claudia　Valter　wrote　catalogue　entries　oll　in（lividual　works．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Possibly　because　opportunities　to　see　German　Romantic　art　in　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　are　extremely　rare，　the　exhibition　had　attendance　figures　greater　than

This　exhibitior）introduced　Japanese　viewers　to　German　Romantic　　　　expected．　There　were　many　high　Ievel，　specialist　questions　posed

landscape　drawings　via　its　focus　on　the　Landschaftsbuch，　an　album　of　　　　during　Gallery　Talks．　This　further　confirmed　the　presence　of　a　strongly

blldscal）e　drawings　by　Julius　Schnorr　von　Carolsfeld（1794－1872）．　It　　　　rooted　group　of　German　Romantic　art　fans　in　Japan．　Questionnair（

inCludes　l　15　drawings　created　by　Schnorr　during　his　stay　in　Italy．　The　　　　　responses　and　other　information　included　quite　a　bit　of　praise　which

draw川gs　were　selected　and　assembled　into　a　single　album　by　the　art　　　　stated　that　this　exhibition　was　specifically　of　the　type　suited　to　the

colle（・tor　Eduar（l　Cichorius．　The　Kupferstich－Kabinett　Dresden　acquired　　　　NMWA．　These　responses　gave　a　strong　sense　that　given　its　role　in　Japan

the　al1）um　from　Cichorius　in　1908．　Today　the　115　drawings　have　been　　　　as　a　specialist　art　museum，　there　is　a　real　need　for　the　NMWA　to

separated　and　preserved　in　individual　mats．　The　Kupferstich－Kabinett　　　　continue　to　plan　and　execute　unique　exhibitions　aTid　not　just

fi　rst　hltroduced　the　album　to　the　public　in　an　exhibition，“．．．Ein　Land　　　　exhibitions　that　can　be　assured　of　high　attendance　rates．

der　Verhdssung”Julius　Schnorr　von　Carolsfeld　zeichnet　in　Italien”held　　　　　　　A　lecture－concert　was　also　held　during　the　exhibiti（．）n　run．　On　July

irl　2000．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llth，　Keiko　Takii　presented　a　program　entitled“Schnorr　F〔1mily　al］d

　　The　first　section　of　the　Tokyo　exhibition　featured　59　works　from　the　　　　Mendelssohn．”Th　is　type　of　programming　that　highlights　the　close

Lai’κds（1／tatls／）uch．　Section　2（：）f　the　exhibition　displayed　35　drawings　by　　　　　connection　between　German　Romantic　music　and　art　was　well　received

Nazarenc　school　artists，　such　as　Joseph　Anton　Koch，　Carl　PhilipP　Hohr，　　　　　by　its　audience．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Naoki　Sato）

Franz　Horny，　Ferdinand　Olivier，　Friedrich　Olivier，　Friedrich　Overbeck，

and　Ludwig　Richter．　Dresden　was　the　center　of　Germany’s　Romantic

moverl’lent，　and　the　organization　of　this　exhibition　sought　to　provide

viewers　with　an　understandillg　of　how　the　Nazarene　artists　mutually　　　　　［Catak）guej

influellced　each　other　during　their　training　years　in　Rome．　Nine　　　　Edited　byNaoki　Sato　and　Petra　Kuhlmann－Hodick

drawillgs　by　Caspar　David　Friedrich，　normally　considered　an　artist　　　　Essays：

incompatible　with　the　Nazarenes，　were　also　included　in　Section　2，　for　　　　Petra　Kuhlmann－H（）dick・　“On　Juliug．　Schnorr　von　Carolsfeid’s　1．（mds〈r／i（lfist）il（’／’”

・・mpa・is・・with・the　Naza・ene　d・awi・g・．　F・i・d・i・h　did・・t　d・aw　b・ight　pel「a　Kuhlmann“H°dick・“L°ndscl？afisbuch：lts　hist°「y　and「e・epti°n”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jullus　Schnorr　von　Carolsfeld“Twelve　letters　related　t（）the　L∠inds（”～（lftsbt．1（’ノ1”

lighトfnled　scene；like　th°se°f　the　Naza「enes・He　neve「°nce　t「aveled　t°　N。。ki・S。、。，・The　R。le。f　Dilこtt、1。ti　i。　R。man，i。i、m・　　’

lt・ly，　b・t・ath・・　is　k・・w・t・have・t・y・d　in　Ge「m・ny　whe「e　he　pu「sued　W。me，　B．、ch，・The　Simil。，i・i。，　a。d　Diff。，ence、　B，tw。。。　the　D，awinl」s。f

the　dq）iction　of　northern　landscapes．　However，　like　the　Nazarenes，　　　　Casper　David　Friedrich　and　Julius　Schnorr　von　Carolsfeld”

Friedrich　emphasized　natural　studies，　and　there　are　commonalities　　　　Produced　by　Bijutsu　Shuppan　Design　Center

between　Friedrich’s　drawings　and　those　of　Schnorr　and　the　Nazarenes．

Thollgh　many　have　constructed　a　paradigm　for　19th　century　German　art　　　　Transportation　and　Installation：NiPP（）n　Express

that　sets　Friedrich　against　the　Nazarenes，　by　contrast，　this　exhibition　　　　　　Display：Tokyo　Studio

visually　clarifies　the　many　shared　elements　found　in　theirworks．

　　The　concept　for　this　exhibition　was　based　on　that　of　the　Dresden

2000exhibition．　The　Tokyo　exhibition　was　planned　by　Petra　Kuhlmann－

Hodick　of　the　Kupferstich－Kabinett　Dresden　and　Naoki　Sato　of　the

NMWA．　The　selection　of　works　displayed，　organization　ol　the　catalogue，

and　gallery　arrangement　were　all　the　results　of　discussion　between　the

two　curators．　The　catalogue　essays　presented　in　the」apanese　exhibition

catalogue　included　Japanese　translations　of　Kuhlmann－Hodick’s　texts

from　the　2000　Dresden　exhibition　catalogue，　and　new　essays　by　Werner
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1；un　with　Collection

ココロのマド　　絵のかたち

Fu　r）with　CollectiOn

Window　of　the　Heart：The　Forms（）f　Painting，s

フrJ‖1：2003f卜71jl日一8月3111

i：催：川、「ノ1西洋）二術館

Duration：1JLtly－31Atlgust、2003
0rganizいr：Th（・National　Muset］m　of　Westert｜Art、Tokyo

Fun　with　Collectionは、国、71西洋美術館の所蔵作品を中心に、毎　　　　によるハンズ・オン資料などもあわせて展示した、また、期間lliはスク

川特定のテーマを設けて美術作品を紹介する小企画展であるこ　　　　一ル・ギャラリートークを行ない、週末にはさまざまな年齢層を対象

の企1向は、Jiどもから大人までを対象に、美術作品をさまざまな視点　　　　に、今回のテーマに関連した創作・体験プログラムやレクチャーを実

から共時的に観賞する機会を提供することによって、美術作品をより　　　施した　東西の絵画の形体を比較するため、東京トけ博物館の協

身近なものとして理解し、楽しんでもらうことを日的としている、　　　　　ノJを得て同館への見学会を行なったり、カメラを使い定点観測して

　／♪回は、絵画作品の形体をテーマにした現在、絵画は矩形であ　　　　撮影した写真を再構JJkして連続する時間をひとつの横長の形体に

ることがごく般的になっている，絵を描くときに使う画川紙、あるい　　　　構成するプログラムや、コマという独特の時間・空間の表現形体をも

は屋内に飾る絵を考えたとき、我々はそれらが基本的に矩形である　　　　つマンガのr一法を使って、絵1由i作品を新たな時lll」と空間をもつ形体

と認識している‘しかし西洋絵1｝lliの歴史を辿ると、祭壇1由iのように　　　　に再構成するプログラムなどを行なった、

矩形でない絵画も数多く見られる．，ルネサンスという時代を経て矩形　　　　　今川は、形体がもつ意味や、その形体と絵の機能や表現・構成に

がひとつの基準となるが、現代ではまたその基準を超えてさまざまな　　　　ついて考える機会を提供し、来館者にも概ね好評であった，しかし、

形体の絵画が制作されている、　　　　　　　　　　　　　　　　　作品を一室にまとめて展示することができず、常設展示室に分散し

　そこで本展では、一般的な矩形ではなく、縦横の比率が大きく異　　　　た結果、来館者には多少わかりにくい企画展示となってしまったこと

なる矩形と矩形以外の形体を取りllげ、それらが創り川された背景　　　　が悔やまれる、効果的でわかりやすい展示ノi法は検討を要する課

や理由、さらに、それぞれの形体と描かれているi…題との関係、また　　　　題である、　　　　　　　　　　　　　　　　　　時島洋力

それらの形体の中で画面はどのように構成されているかに焦点をあ

てた、

　当館の所蔵作llullを中心として18点の絵画を選択し、〈王冠型〉、

〈アーチ形〉、㈱び剛・1形〉、〈円形〉、㈱形〉、〈縦鋤形〉、　羅㌫：島洋一9－、藤1噸、佐細，附、轍術蹴研，韻、

〈不定形（その他の形）〉の7つの形体に分類して展示した。そして、　　　制作：大岡寛典事務所

絵のi三題、飾られる場所、機能や目的、画家の意図など、さまざまな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品展示：ヤマト運輸
要素とそれらの形体との関係を示した・たとえば・〈王冠型〉・〈アー　　　　会場設営：東京スタデォ

チ形〉、〈楕円形〉、〈横並び長四角形〉に分類した作品の叩で、キリス

ト教がi・1題となる絵1曲i作品では、それらが飾られた聖堂の建築構

造や、信仰を促すというll的との関わりが見られる。・方、貴族の邸

宅を飾った〈楕円形〉の天井画は、天国をモチーフにしており、その

形体には天球がイメージされていると考えられ、また、15～161H：紀イ

タリアで流行したトンドと呼ばれる〈円形〉の絵画は、f・どもの誕生や　　　　The　Eun　tvith　Co〃ection　exhibition　series　is　an　anmual　smaH－scale

r孫繁栄を願って贈られた誕生盆との関連が指摘される，、さらに、　　　exhibition　of　works　ch（）sen　from　the　NMWA’s　c（）11ections　and　focused

〈縦長四角形〉に分類された作品の中には、lllli家が自己の絵画表現　　　　oll　a　set　theme’This　se「ies　of　exhibitions　is　gea「ed　towa「ds　a　b「oad

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　range　of　visito　rg．、from　children　through　adults、　and　offers　an　opportunity
のtil能性を探る過程で、　U本の掛け幅や浮IH：絵の形体から影響を　　　　for　visitors　to　view　and　appreciate　art　works　from　a　variety　of　different

受けたものもある、そして〈不定形〉で取り上げた作品は、矩形の中　　　　viewpoints．　The　goal　of　the　exhibition　series　is　to　provide　visitors　with

で画面を構成するのではなく、画面を構成する要素が外側の形体　　　　aP　enjoyable　exPe「ience　and　a　close「unde「standi「）9　and　familia「ity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　art　works，
に影響を及ぼしていることなどである。　　　　　　　　　　　　　　　　　This　year，s　Fuノ～ωitノ～Co〃ection　exhibition　took　as　its　theme　the

　本展では、絵の中の時間表現、あるいは構図に関連する資料や、　　　physical　shapes　of　painting　works．　Today　almost　all　paintings　are

ひとつの作ll占について構図と形体の関係を考えるための立体模型　　　　c「eated　in　some　fo「m　of「ectangula「shaPe’When　we　think　about　the
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paper　used　when　I）ictures　are　drawn，（．）r　the　pictures　we　see　hanging　in　　　　National　Museum，　which　generously　cooperated　with川is　prograln．

an　interior　setting，　we　generally　expect　them　to　be　rectangular　in　f（）rm．　　　　Another　program　involved　the　use　of　photographs　taken　from　a　set

However、　if　we　look　back　over　the　history　of　western　painting　we　can　　　　　vantage　point　that　were　then　reconstrしicted　illto　a　horizontal　rc（・tallglllar

see　that　there　were　many　paintings　created，　such　as　those　seen　in　　　　　col’1コpOsitiOI’1　which　showed　several　scenes　occurring　in　a　chrollological

altarpiece　pairltings，　which　were　not　rectangular，　in　shape．　During　the　　　　　sequence．　Using　the　tηanga　metlコod　of　expressmg　a　silハgle　time　alld

Renaissal｜ce　the　rectangular　picture　format｜）ecame　the　standard、　　　　space　in　an　individual　lrame，　a　program　was　held　which　re《｝rgallized

although　in　the　c（．mtemporary　perio（i，　paintings　are　again　being　created　　　　the　time　and　space　expression　in　a　I）ainting　into　a　new　way　of

ill　a　wide　ra　ll　s」e　ofshapes　and　forlnats．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　expressing　time　arld　space．

　　This　exhibitioll　to（）k　up　works　ilコformats　other　than　the　standard　　　　　　T’his　exhibition　offered　visitors　a　chance　to　consider　the　meanillg　ol

rectang（Llar　shape，　including　extremely　narrow　or　tall　rectangles　and　　　　　painting　shapes　and　formats，　and　the　relationshil〕s　between　format　alld

other　non－rectangular　forms．　The　exhibition　examined　the　background　　　　　l）ainting　function，expression　and　composition．　Visit（）rs　to　the　exhibition

alld　reasons　for　the　creation　of　each　w（）rk　in　its　specific　format，　the　　　　　reported　favorably　ol）their　experiellces、　However、　becallse　the

relationships　between　format　and　sしlbject　matter，　and　finally　how　the　　　　　exhibition　was　spread　throughout　the　permanent　collecTtion　galleries、

subject　was　composed　within　its　particular　picture　plane　f（）rmat．　　　　　　　　rather　tharl　focused　in　a　single　galleryjt　ended　ul）being　all　exhibition

　　Eighteen　works　from　the　NMWA　collections　were　chosen　for　display　　　　that　was　to　some　degree　hard　for　visitors　to　undet’stand．　This　raiscs

in　the　exhibition，　They　were　grouped　in　seven　formats：crown，　arch，　　　　issues　for　future　consideration　on　how　to　create　effective，　easily

recliT）ing　rectangles、　round，　oval、　standing　rectangle，　and　irregular　　　　　　　understood　display　methods．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yoko「rerdshimd）

formats，　The　display　indi（・ated　the　relationship　between　the　forrnat　of

each　work　and　varioし1s　elements　such　as　the　subject　of　the　paintillg，　the

inten（led　display　site、　its　function、　and　the　aims　and　the　intent　of　the

paillter．　For　example，　works　with　Christian　subject　matter　categorized　in　　　　［Workshee日

the　crown、　arch，　oval，　and　reclining　rectangular　formats　were　created　in　　　　Writtell　and　edited　by：Yoko　Terashima，　Chiori　Fujita，　Atsuko　Sato（Guest

，el。ti。ll・t。　the　a，chit。，tur、l　f。rm、。f　the　church　th。y、d。，ned．　Th・i，　Cu「at°「・NMWA）　．

f。rm。t、。1、。　seem　t。　b。，e1。t。d　t。　the　aim。f　f。，the，i。g　Ch，i，tia。　P「°duced　by：Hi「°n（’「i　O°ka

隠’f蒜蕊、『黙三搬a蒜㌶1，隠。1霊　・la・sp・1・・…nand1・…ll・・・…Y・m…T・an・P・r・・C・・・・…

m。，if。，　a。d，h。。val　f。，m、、。1，。，，ea，。d。。　im、g。。f，h。　heavenly　Disl〕lay：T°ky°Studi°

spheres．　The　round　format　paintillgs　called　ton（∫（）that　were　popular　in

Italy　from　the　l5t｝〕through　16th　centuries　can　be　seen　as　related　t（二）the

birth　salvers　or　round　trays　offered　as　congratulatory　gifts　uPOI一1　the

occasion　of　an　iml）ortant　birth　or　as　wishes　for　the　success　and　health　of

children　and　grandchildren．　Amorigst　those　works　categorized　as

stancling　rectang．　］e　formats　we　can　see　the　influence　of　Jal）all’s．　hal）s」ing

scroll　or　woodblock　print　f（）rmats　in　the　painter’s　examination　of　the

potential　for　his　or　her　painterly　expression．　The　works　categorized　as

irregular　in　forrnat　reveal　that　rather　than　arranging　l）aillting　elernents

within　a　rectangle　format，　the　elements　within　the　c〔〕mposition

influenced　the　exteriorshape　of　the　colnPositi（，n．

　　This　exhibiti（）1｝included　a　display　of　materials　related　to　the

expressioll　of“time”within　the　pictures　or　their　colnpositions、　along

with　three－dimensiona｜‘‘hands　on”materials　that　allowed　visitors　to

consider　the　relationship　between　the　composition　and　the　format　of

the　work　within　a　single　art　work．　Gallery　talks　for　sch（）ol　groups　were

held　during　the　exhibition．　On　weekends，　experiential　and　creative

programs　and　lectures　for　a　wide　range　of　audiences　were　held　in

connection　with　the　exhibition　theme．　A　program　which　compared

Western　painting　formats　with　Asian　formats　was　held　at　the　Tokyo
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レンブラントとレンブラント派　　　J“，llli：、神硫、物語

Relllbrandt　al1（l　the　Rいmbrai｝（lt　School：The　Bil）le，　Myrhology　and　An（’ient　History

fr？！‖」：2003f「9，Jl311－12月llll

il催：川、’ノ1西i’1：）ミ術館NIIK　NIIKプ「ロモーション

人戊易「X“V2！〈：272．526／Y

Duratiol1：13Scl）tember－14D（、cいlnber．2003

0rganizers：Th（・Natiollal　Musellm　ol　W（・sterllArt、Tokyo／NHK／NlIK　l）romotions
N川11bい1’《）f　Visit（）｜’s：272．526

20【11：紀後’トの17111：紀オランダ絵画研究は、写実一L義としてのオラン　　　　　レンブラントと彼の弟∫・たちの優“1　Iltを多く展示することができたの

ダ絵1由iという191［ll紀的な見ノiから、この時代の絵画のより錯綜した　　　で、展覧会ではこの画家の影響の人きさを示すと同時に、レンブラン

側面を」合寧に検、illlしていくというノi向へ向かった．かつての研究者　　　　トと弟∫・たちのあいだで物語画がもっていた意味をある程度は提示

が無意識のうちに、あるいは、意図的に遠ざけたオランダ絵lllli　a）諸分　　　　できたと思われる、とはいえ、17川：紀オランダ絵1111iの中で物語1由iがも

野、たとえば、親イタリア派の風景1川やユトレヒトのカラヴァッジェスキ　　　っていた意味の探求という問題はあまりにも大きな課題であり、・般

などの研究が進み、風巾や運河の見える都びた農村風景や、きれい　　　　の来館者にどこまで理解していただけたかはやや疑問も残った、、な

に整頓された室内で家事に専念する女性たちを描いた風俗lllliばか　　　　お、同時に開催されたIKI際シンポジウムは大きな反響を呼ぴ1英文で

りに日がいきがちであった人々を驚かせたこの時代のオランダで　　　　P」行された報｛1部：は、今後のレンブラント研究にも一石を投じるもの

も、イタリア絵lllliの影響を受けた宗教画や神話i：題の絵lllliが制作さ　　　　となるだろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　い抽li輝）

れ、また、明るい光に満ち、異国情緒を感じさせるイタリア的風景画が

人気を誇っていたことが確認され、それまでのオランダ絵画で常套

句のように語られてきた「オランダ的であること」の意味がllJl検討を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［カタログi
余儀なくされたのである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集：幸福輝

　オランダ絵画に関するこのような新たな議論にさらに拍中：をかけた　　　　エッセイ執筆：

のは、図像学の、㌧1場からのオランダ絵画lill究であった　それまで専　　　　物語州家レンブラント削象画家レンブラント　展覧会によせて材1・1輝

ら様式論が1ミ導する形で行なわれてきたオランダ絵画論に図像学　　　　レンブラントのll堺における宗教画フオルカー’マヌート

的研究が馴され」虫1俗1・酬景1・il・もさまざまな象徴螂床が込　ll；：；ll㌫㌫繍ぼ1；撒と㌶、㌫鴇。．ビ。ヶJレ

められていたことが明らかにされた．他ノi、このようなオランダ絵画に　　　　聖書・神話1三題をもfルンブラントのエッチング　絵画との関連性をめぐって

関する新しい研究動向を背景として、「レンブラント・リサーチ・プロジ　　　　エリク’ヒンテルディング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：アイメックス・ファインアート
ェクト」が生まれた、、これは、世界に散らばるレンブラントおよびレンブ

ラント的作品を徹底1’1勺に調査し、新しいレンブラント・カタログを作成　　　　作品輸送・展示：［1　4s通運

しようとする試みである、調査の過程で、著名な作品がレンブラント　　　会場設営：東京スタデオ

からll房作へと変更され、さまざまな混乱が生じたのは弓モ実である

が、このプロジェクトが今後のレンブラント研究の出発点になることは

問違いないだろう．

　この展覧会は、オランダ絵1川をめぐるこのふたつの大きな流れ、す

なわち、オランダ絵1川「に関する新しい見ノfとレンブラント・リサーチ・プ

ロジェクトの調査を踏まえて、オランダ絵1由iの現在を考えようとしたも　　　　Du「in9　the　latter　half　of　the　20th　centし1「y「「esea「ch　on．1　7th　centu「y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dutch　paiJlting　shifted　from　the　19th　centし1ry　viewpolnt　of　Dutch
のである、展覧会の趣旨は、「レンブラントと1711ヒ紀オランダ物語lllli」　　　paintinsi　as　realist　painting　to　a　more　careful　consideration　of　the

と定められた、、肖像画を別にすれば、レンブラントが終生の課題とし　　　　complex　issues　of　17th　c，entury　painting・Research　had　continued　on　the

たものは聖il・i・　・〈）　“III　，i’iff　’　i　－1題・・作tll’1であり・レンブラ・トと1皮…’；　’｝　’“たち　跳1認，罐蒜蕊隠；1。i；：1蒜：1ぽ㍑：蕊1

は多くの物語画を制作した．彼らの手になる物語主題の作品をまと　　　Caravaggist　school．　These　works　proved　quite　surprising　to　those　who

めて展示することは、レンブラントを新たな視点から見る機会となるば　　　　had　only　considered　the　windmill　and　cana1－studded　farm　scenes　or

かりか、レンブラントの物語画を171H：紀オランダ絵画の中に位置付け、　　　9en「e　scenes　with　beautifully　a「「anged　inte「io「s　and　intently　focused

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　women．　During　this　period　we　can　also　mention　the　popularity　of
写実i三義としてのオランダ絵Uliiというこれまでの考え方を再検討す　　　　religious　and　mythol。gical　subject　works　that　were　created　under　the

る絶好の機会になると思われたのである。　　　　　　　　　　　　　　influence　of［talian　painting，　or　brightly　lit（）therworldly　images　of
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籔．　　　　　　　　∴，・、…．・．Pt噺　　隈、宴
う鷲註ぶ誉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．ci　i”JtJこ“．’ト・：、　　　，

Italianate　landscapes．　These　works　made　it　imperative　to　reconsider　the　　　　［Catalogue］

meaning　of　the　hackneyed　phrase“Dutchness”（）f　Dutch　art．　　　　　　　　　　Edited　by　Akira　Kofuku

　　Consideration　of　the　broader　range　of　I7th　century　Dutch　painting　　　　　　Essays：

was　further　advanced　by　research　focused（）11　iconographic　issues　in　　　　‘L　Rembrandt：History　Painter，　Portrait　Painter”　Akira　Kofuku

D・t・hP・i・ti・g．　Appr（）P・i・te　apPlicati・n・f　ic・n・9・aphi・・e・ea・ch　　“Religi°us　Hist°ry　Pai”ti”gs　in　the　W°「ld°f　Remb「andt”V・lke「Man・th

mdh・d・1・9…t（）the…d…D…hP・・・…g・・ha・h・d　p・ev・・u・1y　been　：蹴6鵠漂よξ；6雛d　Pictu「e’：The　Recepti°n　Hist°「y°fTh”H°ly

subject　only　to　stylistic　analysis　clarified　the　fact　that　all　manner　of　　　　　“lmitation　and　Origina］ity　in　the　History　Paintings　of　Rernbrandfs　Pupils”

symbolic　meaning　is　included　in　larldscape　scenes　and　genre　scenes　so　　　　Jonathan　Bikker

c・1舗・・d・…g・h・pe…d・…h…h・・hand，・n・・h・・a・pec・…h・　蕊怨a蒜ξ1罐昌1蕊榴and　Myth（）1°gical　S”bjects：Ags°c‘ati（）［〕s

b・ckg・・und・f　th・・e　new・e・ea・ch　t・e・d・i・the　fi・ld・f　D・t・h　painting　　C。t。［。gue　E。t，i。、、　Aki，a　K。f。k。

stu｛lie・ca・b・・een　i・th・R・mb・a”dt　Resea「ch　P「°ject・This　p「°ject　p，。duced　by　lmex　Fi。e　A，t，

subjected　many　Rembrandt　and　Rembrandt－style　works　scattered

throughout　the　world　to　detailed　examination・It　is　an　experiment　in　　　　Trans　portation　and　InstaHation：NipPon　Express

cr（‘atil19　a　new　catalogue　raisonn60f　Rembrar｜dピs　works」n　the　process　　　　　Display：Tokyo　Studio

of　the　examination，　several　famous　works　by　Rembrandt　have　been

reattributed　as　studio　works，　While　it　is　a　fact　that　a　great　deal　ol

collfUsi（）1）has　resulted　ftJoM　the　Project’s　process，　undoubtedly　the

Project　will　form　the　starting　point　for　all　future　research　on　Rembrandt

　　This　exhibitioT｜took　as　its　background　these　two　malor　trends

currently　surroun（ling　Dutch　painting、　namely　the　identification　of

previously　unde’　rs　tudied　painting　styles　alld　the　progress　of　the

Rembrandt　Research　Project，　as　it　considered　the　present－day　state　of

our　ut）derstanding　of　Dutch　painting　of　the　l7th　centu　ry．　The

exhibition’s　theme　was　set　as“Rembrandt　and　Dutch　history　painting　in

the　l7th　centurピWith　the　exception　ol　portrait　paintings，　throughout

his　life　Rembrandt　drew　on　subject　matter　from　the　Bible　and　lrom

mythology．　As　a　result，　Rembrandt　and　his　students　created　a　large

number　of　history　l）aintings．　The　focus　on　Rembrandピs　history　painting

works　provided　a　chance　to　view　Rembrandt　from　a　new　perspective、

along　with　a　good　opportunity　to　consider　Rembrandt’s　paintings　within

thいcontext　of　l7th　century　Dutch　painting　and　reexamine　our　thinking

about　Dutch　painting　as　solely　realist　paintin9．

　　The　display　of　a　large　number　of　superb　works　by　Rembrandt　and　his

studellts　meant　that　visitors　were　made　aware　of　the　magnitude　of

Ren）brandt’s　influence．　They　were　also　given　a　chance　to　c（）nsider　the

meallillg　that　hist（）ry　painting　subjects　had　for　Rembrandt　and　his

disciples．　Thus　said，　given　the　enormity　of　the　question　of　the　meaning

of　history　painting　within　l　7th　centu　ry　Dutch　painting，　questions　remain

abollt　the　degree　to　which　the　average　non－specialist　visitor　to　the

exhibition　understood　these　various　complexities．　An　international

symposium　held　on　the　occasion　of　the　exhibition　aroused　a　great　and

favorable　response，　and　the　publication　of　its　proceedings　in　English

will　hopefully　provide　yet　further　material　for　future　research　on

Rembrandt．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）
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ヴァチカン）こ術館所蔵

占代ローマ彫刻展生きた証一占代ローマ人と肖像

VIXERVNT　OMNES：Romani　ex　imagillibvs
Testimolly　of　Lile：Ancient　Roman　Portraits　fronl　the　Vaticall　Museums

フご1りj：2001｛ド3Jj211－5Jj：IOIl

i…川：国、》1西i’1氾術館ヴァチカン）こi］ll館NIIK　NIIKプロモーション

人場者数：130．618人

DllratiOll：2Mard｜－30　May，2004
0r．g」al）izers：The　National　Museu［n　of　Western　Art，Tokyo／Vatican　Mしls（・uMs／NHK／

N川KPrOlnotiOlls
Number　of　Visit（）rs：130，Gl8

かつて「ローマを学ぶ」ことが「ローマに学ぶ」と同義であったヨーロ　　　　る古代の大型大理イi彫刻の展示は非常に難しいとtiわざるを得な

ッパ文化の叩では、占代ローマの肖像彫刻は極めて重要な意味を　　　　い、展示コストそのものが絵1由隈示よりも割高にならざるを得ない彫

担っていた、ローマの列伝体の歴史叙述をそのまま代弁していたか　　　　刻展示において、災害時の作品の安全と観客の安全をも考慮に入

らである、したがって肖像彫刻とは見る側の歴史的想像力に大いに　　　　れた展示のありノ∫を今llll誠実に模索した、その結果、必ずしも万人

依存する形式であると言える、しかしながら、「ローマを学ぶ」ことが　　　　に満足のゆく展示にならなかったことも事実である

「ローマに学ぶ」ことと同義ではない文化環境にあっては、ローマ人　　　　　その他にも担’1］者個人の力では解決不能な局面に直面しつつ

の肖像彫刻ほど無意味なものもない，内容と乖離した審X泊勺対象と　　　　も、限られた時間の中でラテン語という，1語の問題解決から出発し、

しての「人の顔」の形式としてのみ認識され、その「人の顔」が本来　　　結果としてヴァチカンk術館側と、ゾ1‘：術rl勺にも展示保存技術の点で

担っていた歴史的意味は影を潜めてしまう　　　　　　　　　　　　　　も大きな信頼関係を築くことができたことは幸いであった。この点は

　そもそも、181U：紀にヴィンケルマンがあのイ∫名な『ギリシャX！．術模　　　　担当者として今後にとっての大きな収穫となったL、　　　（高梨光llヨ

倣論』や『古代美術史』を著して以来、「ローマ時代の彫刻」はギリ

シャ美術の称揚のf’段となってしまったltそのため、イタリア1，．島の

文化が非常に長い時間をかけて根付かせていった「ローマ人の彫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［カタロ列
刻」としての肖像形式の意義は、日本で紹介されることはほとんどな　　　　編集：高梨光lll

かったといってよい、今回の展覧会は反ヴィンケルマン的な、ヒ場とリ　　　　ェッセィ執？1：

一
グル的「芸術意思Kunstwollen」の問題を念頭において準備を進　　　　lff代ローマのiti像　　その起源・発展・そして機能バオロ’リヴェラーニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマll［帝と時代θ）流行ジャンドメニコ・スピノラ
めた、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクティウムのクレオパトラ　　アエネーアースの楯の描写に関する考察
　ヴァチカン美術館古典古代部の協力で企画・実現した本展は、ル　　　　1胸太郎

ネサンス以降西洋文化に大きな影響を与えたローマの肖像形式が　　　　De・calviti・ne　caesarisカエサルの禿頭高梨光1E

械するまでの道筋を「第1鞘像の誕生ほ像のもつさまざまな　塑肥讐露匙蔑完こ㌫㌫』㌃ラー二・マウリツィォ’サン

意味や機能を「第2章肖像とアイデンティティ」「第3章特徴的な髪型　　　　作品解説翻訳：石濁脅典、高梨光IE、松ド真記、米倉、ンゴ・

をした女性の肖像：古代の装い」「第4章肖像と永遠」、私的な肖像　　　　人物略伝および用語解説：高梨光i1－1

と帝政期のll！帝の肖像がもつ意味上の決定的な違いを「第5章帝　　　　制作：コギト

国の象徴」、そしてキリスト教文化の中での占典的肖像形式の推戴　　　　作品輸送山是示：日本通運

と図像化の始まり「第6章占代肖像の終焉」という6部構成で、一千　　　　会場設営凍京スタデオ

年にわたる時代の流れを凝縮して展示したv作品数は彫刻46体の

ほか、ガラス器、ブロンズ製日川Ill占等、総数89点と、決して多くはなか

った‘．その慎ましい数や作品の大きさ、そして「ローマ時代の彫刻」

と「ローマ固有の彫刻形式」という概念を厳密に分け、意図的にヘレ

ニズム彫刻を除外した点などから、多くの観客から厳しいご意見を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず頂いたことは、素ll｝1：に反省すべき点として真撃に受け1ヒめている。　　　　Ancient「oman　Po「t「ait　sculptu「e　was　ext「emely　imPo「tant　in　Eu「oPean

しかしながら榊美術館をめぐるさまざまな状況の変化の中で　㌫tl蕊㌶諾Cぽ惣三1㍍訂蕊n慧㌶

担当者個人の意図とは別に、不如意な事態がさまざまな局面で生じ　　　　record　of　the　historical　narrative　of　Rome・s　famous　individuals．　Also，

たことも事実であり、企画当初実現を目論んだ内容とは大幅に異な　　　Po「t「ait　sculPtu「e　can　be　said　t°be　the　f°「mat　that　suPP°「ted　the

ってしまったことは非常に残念である。とりわ1臓対策とそのコス　蕊c：11二a＝謬：：竺瀧ご鷲蕊。：‡u、：麗1：

トへの理解が得られなければ、今日、日本国内でヨーロッパ諸国にあ　　　　Roman　portrait　sculpture　has　almost　no　meaning．　The　sculpture　is
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recognized　solely　as　the　forms　of　a“human　face”as　an　estranged　and　　　　　European　c（）llections．　ln　the　case　of　this　scuIpture　exhibition、　which　by

isolated　aesthetic（）blecC　an（．l　theoriginal　historic　IIコeaning　is　obscured．　　　　　　　nature　incurred　installation　costs　greater　than　those　of　a　paintir｜9

　　．Since　the　18th　celltury　art　historian　Johann　J（．）achim　Winckehnann　　　　exhibiti（川，　display　methods　that　would　assure　the　safety　of　art　works

wrote　his　larnous　w〈｝rks　on　anciellt　art，　Ge‘lui～々et］iiber　die　Na（’／1〔lhmutls」　　　　and　the　safety　of　visitors（itlring　any　calanコity　were　earnesUy　consi（lered．

（∫er．g，ri（・（・heノ］We，’々e　i／1　（Jtc・t・ルf（〃ρr〔～i　ut？d　B〃〔〃1（lu（～rkunst（1755）and　　　　　As　a　result，　it　is　true　thamot　all　visitors　could　be　abs（｝lutely　satisfie（l　with

Ges（’／～i（’／ttc！（∫e”κ’川st　des　A〃et’tull？s（1768），　what　he　described　as　　　　　the　resulting　exhibiti（）n．

“ Romall　period　scu｜pture1『has　been　seen　as　jしlst　one　way　to　praise　its　　　　　　Alth（）ugh，　the　issues　arose　which　could　not　be　fu］ly　res（．）lved　by　the

Greek　art　antecedents．　As　a　result、　the　signifi（：ance　of　the　original　　　　organizing　NMWA　curator　on　his　own、　sllch　as　the　con）1）lete　resolutiol｜

portrait　forms　of”Roman　sculpture，”an　art　form　rooted　over　an　　　　of　liriguistic：problems　of　Greek　and　Latin　inscriptions　in　the　brief

extremdy　long　period　in　the　culture　of　the　ltalian　peninsula，　has　been　　　　　　　exhibitioll　planning　time　and　other　major　scholarly～lnd　exhibition～md

almost　completelyしmknown　in　Japan．　This　exhibition　was　prepared　　　　　conservation　questions，　a　strong　trust　relationship　was　fortunatelly　built

with　two　thoughts　ill　mind：an　a【lti－Winckelmann　approach、　and　the　　　　between　the　NMWA　cu　rator　and　the　Vatican　Museums　staff．　The

issues　of“kunstw（）11en，”afundamental　concept　of　a　great　Viennese　art　　　　organizing　curator　beheves　this　result　will　be　of　great　bellefit　for　all　in

historiall，　Alois　Riegl，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　future．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mitsumasa　Takanashi）

　　This　exhibitioll、　P］anned　and　realized　through　the　cooperation　of　the

Classical　Ar）tiqしlities　Department　of　the　Vatican　Museumst　consisted　of

six　sections　covering　the　histoi’y　of　Roman　Portrait　sculpture．　These　six

sectiolls　began　with　Section　l）Birth　of　the　Portrait　covered　the　process　　　　　｛Catal（．）gue］

thaUed　l《）the　creation　of　the　Roman　bust　portrait　scu［ptural　form　which　　　　　Edited　by　Mitsun｝asa　Takat）ashi

woし11d］ater　exert　such　immense　influence　on　Rellaissallce　and　Post－　　　　Essays：

Rellaissance　Eur（）pean　culture．　Section　2）Portraiture　alld　Identity、　　　　’‘Allcient　Romall　Portraits：Their　origins．　development　and　functiol）”Paolo
　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L】verani

Secti（川1‘）Female　P°「t「aits　with　Specia田ai「styles：AncieT’t　Cl°thi”g・　・R＿EmP。，。，s　and，he　T，ends。f，h。Time、・G・ad。mel1・。。　Spi．。la

and　Sedi°n　4）P・「t「aitu「e　and　Et・・nity・11　expl・「ed　the　va「i・us　styl・・　℃1・・P・t・・l　i・A・ti・m・A。。。，id。，a・i。＿・h。　d，、、，ipti。，。f　A。、。a，・，

and　fしm（・tions　of　l）ortraiture．　Section　5）Symbols　of　Empire　examined　　　　　　Shield”Taro　Hyuga

・h・d・fi・i・ive　diff・・e・ce・b・・ween・he　mea・i・g・f　p・iva・・P・r・・ai…e　÷㌫鵠ti°ne　caesa「is：°n　‘he　baldness°f　J”lius　Caesa「”　Mitsttmasa

and　P°「t「aits°f　eml’e「°「s　du「ing　the　lmpe「ial　pe「i°d・Secti°n　6）The　C、・。1。gue　e，t，i。、、　A。d，ea　C、，ig，a。i，　P。、、1。　Live，。。i，　M。uri、i。　Sal1、iib。1。t

Decline　of　Ancient　Portraiture　exl）lained　how　the　rise　of　Christian　　　　　Giandomenico　Spinola，　ar）d　Umberto　Utro

culture　modified　the　forms　and　iconographical　meanings　of　ancient　　　　　　　Produced　by　Cogiヒo

Portrait　styles．　These　six　sections　provided　a　brief　condensation　of　the

sculptural　flow（）f　a　period　spannil．｜g　a　fu［1　millenrlium．　The　exhibition　　　　　Transportatioiコand　lnstallation：NipPon　Express

displayed　a　t（．）tal（）f　89　works，　including　46　sculptures　and　examples　of　　　　Display：T（）ky　o　．Studio

glasswork　and　bronze　items　used　il）Roman　daHy　life．　By　no　rneans　was

this　a　definitive　selecti（）n　on　the　subject．　Many　visitors　comnlellted

negatively　on　the　small　number　of　works　displayed、　the　size　of　the　works

displayed、　and　the　strict　divisiol］of　works　based　on　the　concepts　of

Romall　period　sculpture，　unique　roman　sculptural　sty］e、　and　the

resulting　intentiollal　exclusion（．）f　Hellenistic　style　sculptures．　These

comments　were　earnesdy　received　as　poillts　to　be　frankly　reflected

UPOII・

　　However，　amidst　the　various　changes　in　circumstances　ol　museums

past　and　present、　setting　aside　the　individual　organizing　curator’s

intentions、　it　is　true　that　there　wel’e　a　number　of　insurmountable　issues

involved　in　such　an　exhibition．　This　meant　unfortunately　that　the　final

exhibition　contents　differed　greatly　from　what　was　originally　pi～mned

for　the　show．　The　costs　ol　necessarv　seismic　isolation　must　be
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

understood、　otherwise　it　must　be　said　that　it　would　be　verv　difficult　to

display　in　Japan　large－scale　examples　of　ancient　marble　sculptures　from
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版ll町素描展示弓ミ

Prints　and　Drawings　Exhibitions

受州1云

　　　　1i“、’臼叫洋）ミ術；館所蔵のドイツ・ルネサンス版1山iによる

2003イ「3月．1川一5月18日

Thc　PassiOn：

Selections　from　th（NMWA’s　German　Rer］aissance　Print　Collection

March　4－May　l8，2003

本展は、ここ数年の購人活動の結果としてかなり規模が拡大された　　　　The　NMWA　Print　Collectioll　has　illcrcased　its　holdings　of　Gerrnan

lq、‘日1‘洋）こ術li1‘i所蔵のドイツ・ルネサンス版ll！lliから、受難伝連作とそ　　　　Renaissar）ce　P「ints　th「ough　acquisiti°11s　m　the　Iast　l　eve「al　yea「s“This

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibitioll　presented　print　series　al｜（l　individual　w（．）rks　on　the　Passion

の周辺のlit独作品を選択して構成された　　　　　　　　　　　　　　thelnes　selected　lroln　the　NMWA　prinls　collectioll．

　　キリストの受難の各場面を連作のかたちで表わした受・難伝は、lli　　　　The　Passion　of（ihrist，　a　way　ol　referril｜g　t・vari（，us　events　leading　to

ill：を通じてキリスト教）こ術の・∫［要なi三題として取りヒげられてきた．　　　　Ch「isゼs　c「ucifixi°1｜’was　all　imPo「tmnt　a「tistic　theme　in　Ch「istian　a「ts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　throughollt　the　medieval　Peri〔｝d、　Wa］1　ptlilltil］gs、　manuscript

壁lllliや写本挿絵、聖堂を飾る建築彫刻、ステンドグラスやさまざまな　　　　illustrations、　architectural　scti］pturc、、．stairle（1　glass、　and　various　arts　were

ll芸作品に表わされてきた受難伝は、さらに1・’1　lll：紀以ll壬、後期ゴシッ　　　　used　t｛）　depict　irnages　fronn　the　Passi（・n．　Fl’om　the　14th　centur：vr　onwards，

ク0）時代ともなれば、祭壇［ll｜iや祭壇彫刻のi：題として、あらゆる教会　　　　　namely　du「ing　the　late　G°thic　Pe「i（）d’the　Passion　became　a　malo「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　theme　for　altarpieces、　ill　other　words、　ill　art　works　placed　at　the　very

装飾の中心に位置付けられることとなるそこで画家や彫刻家たち　　　　center　of　ecclesiastical　decorative　l）rograms．　In　these　works　the

は常に、福｝n｝：に簡潔に、1己された出来封をli’s．に視覚化するだけでは　　　　sculptors　and　paillters　did　Ilot　simply　provide　visual　rellderings　of　the

なく、その出来‘∬の意味や解釈までも見るものに伝えようとしてきた、、　　　event．s　of　Ch「ist’s　life　as　desc「ibed　in　ttie　GosPels，　rathe「they　als°s°ught

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　create　visualizati（）ns　of　the　Illeallings　and　interl）retations　of　those

とりわけ14111：紀以降の受難伝には見る者に、キリストの身体的、ある　　　　events，　In　essence，　th〔ysought　t〔｝create　del）ictions　whicll　would

いは心理的な1・1：難を追体験せしめるような表現が求められた　　　　　　　engender　a　visceral　experience・f　Christ〒s　physical　and　psych・1（）gical

　　1　，5　iH：紀に普及した版画による受難伝も、まさにこうした中lll末期の　　　　suffe「ing　in　the、「iewe「s°l　thesd4th　celltu「y　alld　iatcコ「Passioll　c、℃1やs’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　PassiOn　c｝・cle　call　be　Setnas　having　emerged　from　the

図像伝統のlllから浮かびヒがってくるとりわけドイツでは・ショーン　　　iconographic　tr〔｜ditiolls　ol　the　Iat（・　Me（lieval　peri（）（i　ai’id　then　devel（）ped

ガウアーやデューラー、クラーナハといった、中lll：末期からルネサン　　　　within　the　new　art　medium　of　printmaking，　which　became　a　widesprea（i

スにかけて活動した代表的な1由i家たちが、高度な版［IIIi技法を駆使し　　　　a「t　fo「ln　only　il］the　lsth　centut’y．　li｜Ge「many’sllch　themes　meallt　that

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　major　artists　acti、・e　in　printmakillg　from　the　encl　of　th　e　late　medieval

て受難伝に取り糸ILんだ彼らは、新たな版lllli芸術のliJ一能性を通じて、　　　period　t｝コrough　the　Rellaissallce　period，such　as　Schongauer、　Dnrer、　and

聖、1｝：に記された記述にどのような）ξ的形態を’」・え、あるいはどのよう　　　　Cranach、　used　their　superb　prilltJIIaking　skills　to　I）1’oduce　impressi、’e

な感覚的内容を盛り込むか、という課題を、作品を通じてそれぞれの　　　　P「lnted　i「「｝99es　o．f　the　Pas：sion　cy（［le’　E．xp．loiting．the　l）otelltlal　of中e　new

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　prlnt　medlum，　these　artlsts　exp］ol’ed　thc．　varl（川s　ways　m　which　the

かたちで模索していた、ということができよう。　　　　　　　　　　　　　biblical　texts　could　be　conveyed　in　artistic　forms、　amd　how　to　further

　　本展はごく小規模な展覧会ではあるが、デューラーとアルトドルフ　　　　enhance　the　sense　of　m（）N’ing，　emotiv（c・ntent　in　their　works．

アー0）連作を中心に、新たな）ミ術媒体としての版画の中で、どのよう　　　　　Albeit　small　in　scale’　this　exhibiti°11　f（）atu「ii’i9　thc・i　Pe／issi°n　p「int　series

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Durer　and　Altdorfer　allowed　visit（）rs　to　consider　how　these　artists

に受難伝という伝統ll〈Jな．i三題が取りヒげられたかを観察する試みで　　　　tc）ok　ul）the　traditi。nal　iconogral）hy　of　th　e　passioTl　within　the　newest

あった　この日的は、大・」’法の木版画によるモニュメンタルな表現　　　　artistic　me（iium　of　theh’d～1y．　With　this　gs　oa］i・1’l　mii）d、　the　exhit）ition

（デューラーの1；・大受・難f、1』）、エングレーヴィングによる＊，li藩莫な描’t」：　p「esente（I　Du「e「’s　la「ge－scale・　m°num・11tally・xp「・ssed　w°°dcut／　se「ies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　known　today　as　his　Lailg」（・P（tssi（）n，　aiid　his　minutely・detailed　small－scale

（デューラーの剛版［miによる受難倒）・ノ1・・」’の木版画による包括的　　e・9・aved、e，i。，　kn。w。　as　ttie　E；ngr、。。，／P、，ss・iθlt．　Altd。rf。，，，　w。rk　was

な連作（アルトドルファーによる’受難伝連作）の他にも、’1］IL｝発明され　　　　ret）resellted　by　his　small－scale，　comprehellsive　woodcut　depicti（川of

たばかりのエッチング技法による実験的な試み（デューラー《ゲッセ　　　　the　Passion．　In　additioll　to　th　e　s．　e　se「kswo「ks’the　exhibiti（m　also

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　featured　Durer’s（1〔lt’d（）ii　o／’Ge〃7s（・trl（・ノ’ρ，　all　experim（ntal　work　created

マネ0）園の祈り》）・受難伝から派生したli’，・独像（ハンス’ゼーバル　　　　in　the　llewly　discovered　medium　of　etchin9、　aiid　individual　works

ト・ベーハム《キリストθ）頭部》）などの、さまざまな技法と様式、意図　　　　derived　from　the　overa11　Passion　theme，　such　as　Hans　Sebald　Beham’s

のもとに制作された作品を対照する左弍示によって、ある程度達成され　　　　Head　of　CJhrist’These　w°「ks　made　with　va「ious　te（「hniques’　styles’and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　intenti〔）ns　were　relatively　effectively　jLtxtaposed　in　the　display．　However

た．しかしドイツ・ルネサンス版画の受難伝を展観する試みとしては、　　　a　fully　satisfactory　display　of　German　Re．naissance　printed　ima．ges　of　the

これにクラーナハ（父）とショーンガウアーの受難伝連作を加えること　　　　Passion　would　have　included　Passion　series　printg．　by　Cranach　the　Elder

ができていたならば、さらに満足のゆくものとなっていたと思われる。　　　　and　Schongaue「’unfo「tunately　not　in　the　NMWA　holdings’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mikinosuk（Tanal〕e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hlj」」‖牟之助）
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作品リストList　of　Works　　　　　　　　　　　　Large　Passion：　C6）　Ecce　Homo　　　　　　　　　　ll7×74　mm

イスラエル．フ。ン．メ。ケネム［1445頃．15。3コ　⊇mm　　　　会麟謬黙，！｝1；蹴1輌，i．s　1．．

《荊冠を受けるキリスト》　　　　　　　　　　　　　G．1970－6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Columti

148｛｝イ1傾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1509
エ・グ・一ヴ・・グ　　　　　　　アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　i；1鶏11慧，、
2｛｝o×145mm　　　　　　　　　　　　　　　　《大受難伝（7）卜字架を↓L！うキリスト》　　　　　　G，1989－85

1srael　van　MECKENEM［ca．1445－1503］　　　　　　　1498／99年頃

The　Crotoning　w～th　Thorns　　　　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー［1471－1528］

・a・1480　　　　　　　　　　　　　　　　　　393×286　tnm　　　　　　　　　　　　　　　　　《銅版画受難伝（2）ゲッセマネの祈り》

膿li｛ξmln　　　　　　　Alb，echt　DURER［1471－1528］　　　　15・8年
G2001・19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Large　Passion：C7りCh　rist　Can　ying　the　CrOSS　　　　エングレーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1498／99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114×71　mm

アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　㌫1；；｝；。。　　　　　　　Alb・ech・DURER［1471－1528］
《大受鮒云（1）表．題紙》　　　　　　　G．1970－7　　　　　　　　　　　Engraved　Passi・n：　（2．）　Tfie　Garden　ot’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gぼhsemane
1511イ「ヒ1｛

烈・　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　1膿v、。g
Is26×｜92　mm　　　　　　　　　　　　　　　　《大受難伝（8）礫刑》　　　　　　　　　　　　　ll4×71　mm
Albrecht　D〔IRER［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　1498年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1989－86

La　r．gρPa．ssion：（1）The　Tit／e　Page　　　　　　　　　　木版

ca，1511　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　392×27g　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー［1471－1528］

漂lil；m，、　　　　　　　Alb，ech・DURER［1471－1528］　　　　《銅版画受難f云（3）ユダ・）釧り》
G．1970－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Large　Passion：C8）The　Crucifixion　　　　　　　　　　　　1508年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1498　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

ア・レブレヒト・デューラー［1471－1528］　　㍑鵠。。　　　　　　　117×74mm
《大受難1云（2）最後の晩餐》　　　　　G．197・－8　　　　　　　　　Alb・echt　DURER［1471－1528］
151。｛i”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E・9「aved・Pa∬i・n・　C3．）　Betray・／

蹴・8・一　　　　㍑㌫駕一［1471’1528］　繊器m
Albrecht　DURER［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　1498／99イ1三頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］，1989．－87

LatlgJ（・Passion：（2）The　Lost　Suρρer　　　　　　　　　　　　木版

1510　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　392×281mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー［1471－1528］

㌫㌫；mm　　　　　　　Alb，ech，　D（IJRER［1471．1528］　　　　《・・li’i」版1暇難伝（4）カヤ・1の　　のキリス1・》

（1．197｛［－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Large　1〕ヒ7ssion：CgJ）T／］e　Lamentation　　　　　　　　　　　　　　1512イド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1498／99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　117×74　mm

《ノ授順（3）ゲ。セマネの“J了り》　　　謬lg　mm　　　　　　　Alb，ech・・DURER［1471－1528］

149G／97年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engra・ed　Passi・n：　C42　Christ　before

鴛277一　　　　㍑㌶議一［1471－1528］　鷲∫
A］brc（・ht　DURER［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　1496／97イ1：頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l7×74　mm

Latg〈・1ヒa．ssion：（3▲The　Garden　of　　　　　　　　　　　　　木片反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G」989－88

（；（イils（，mθne　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　388×275　nコln

灘㌶㎜　　　　跳完謬脇耀＿、t　ξ1繊；1㌃認纏㌫》
G，1970－ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1496／97　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1512fl三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴfング

ア・レブレヒト・デューラー［1471－1528］　　謬1雷m　　　　　　　l17×74　mln
《人受難伝（4）キリストの捕縛》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　D〔IRER［1471－1528］

驚、7！、一　　　≧蒜㍍㌫1528］　竃竺㎝脚　　
　　　　　　・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1510｛ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll7×74mm
Albrecht　DURER［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G」989－89

Lat14’（’1’assion：（4）The　Arrest‘）f　Ch「ist　　　　　　　　395×282　m　m

曇：illlll一　　　　麟瓢；撚蹴、m力。　姦≧㌫㌫；：ll－1528］
G．1970－・・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1510　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1512イド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wood（：ut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　鑑i音mm　　　　　　　ll4×74　「nn1　“
《大”，“4．”難伝（5）むち打ち》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　DURER［1471－1528］

，麗㌔　　　　＝ll≡一［’471－1528］　鷲　ω｛／　
　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1510イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 114×74MITI
AIbrecht　DURER［1471－1528］　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G」989－90
Latg（・1〕乙tssion：C5）　Th《iヲFlage／／ation　　　　　　　　　　　　　　　　　：393×275　lnm

籔忽m　　　　会麟盟E脇耀＿，　蒜織認認1劉。ト》
（1．11｝70－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1510　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1512イF

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィンク’

ア・レブレヒト・デューラー［1471－1528］　　㌶i㌍m　　　　　　　117×74　mm　．．
《大’受難伝（6）この人を見よ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　DURER［1471－1528］

駕一　　　認繊蕊こ㍑貿i；　竺d　の7…輌
　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1509イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving

A］brecht　DURER［1471－1528］　　　　　　　　　　　エングレ＿ヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　117×74　mm
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G・1989一り1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albre（・ht　DURER　［1471－1528」　　　　　　　　　　　　　　　　　7「？he∫匂〃and　Sa／vation　of　Mank　ind　through

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ：：ngJt’（lt）（J（〃｝（ISSiOtl．’（1イ1（J！it’ist　in〃〃tbo　　　　　　　　the　Life　an（／PCission　of（）h　ris　t．’6ヌ）Joachim’∫

アルプ’レヒト・デコ．一ラー［1471－1528］　　　　　　　　1512　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Sacrifice，　Refused　by　the　P？iiest

綱；反・・1・酬rf・こ・8・こ・・人観よ・　　　ll！1三’；；5111　　　　　　　繍｝∴t

l512年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G」989－98　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79×54　mm　q）apt・r），72×47mm（image）

．r、ングし一一ヴィンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．20｛｝0－4
115”　72tn川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルプレヒト・デコ、一ラー［1471－1528］

Albrccht　l）1” II；IEI〈［1・471－1528］　　　　　　　　　　《銅‖反画受難伝（15｝復ilD　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］

E〃μ〃〃1α∫川ss’f，〃：／8〃シ’α・〃Olt’0　　　　　　　1512t1’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　《人類の1；II罪と、キリストの生涯と受難による

｜512　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．r一ングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　そ0）救済臼）マリアの誕生をヨアヒムに告げ

1｜漂；；llll，　　　　　　　　11・1・7・1一　　　　　　　　る硬》
G．1！｝81｝－92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　D〔∫RER［．1／171－1528」　　　　　　　　　　　　　　1513年頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engrat，）ed　1’assiθri；　（15）　T／ie　Resurr（・（－tio〃　　　木版

アルゾレヒト・デユーラー［．1471，1528．］　　　1512　　　　　　　　　　　78x54　m…｛紙）・72×・17　ml・（1”・t）

《銅版111・i受難f云（9）　fiを洗うピラト》　　　1；7ご；i；1嵩。、　　　　　　　Albre∫ht　ALTP・RFER［ca・1480－1538］
15｜・年　　　　　　　　　　　G．1989．99　　　　　　　　　　η7・王〈・”（111（／5θ／t’・ltiθ’・・t’　Mankind　thr・ugh
エジグレ＿ヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Litρ9／i（／1’assiori（？r　C’ti　ri，〉－t，・（4）．

11－一
　　　　　　　アルブ・ヒト・デューラー［1471．1528］　　駕＝；θ”θ”°∫”’‘’　Birt／7θ”／’e噸〃「°

Alb　recht　D〔〕RER［1471－1528］　　　　　　　　　《銅版lllli受難伝（16）破者を癒すペテロとヨハネ》　　　　ca．】513

万・9π耐∫丁…∫・・～：〔9剖・「・W・／lin．gf　l！is　　1513年　　　　　　　　　　　W・・dcut　　－，
〃tltlds　　　　　　　　　　　　エングレ＿ヴィング　　　　　　　　　　78×54　mm（1）1，il）c，・）・72×47・11m（im・g・）
15｜2　　　　　　　　　　　　117。74，。m　　　　　　　　　　G・20（｝0≡5
1こ｜19rllvi【19」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＿＿

115×74mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　DURER［1471－1528コ　　　　　　　　　　ァルブレヒト・アルトドルファー［1480頃．1538］
Gl989’911 　　　　　　瓢㍑㍑：‘品16）∫悟’eγ゜「’d＆　　《燗｛ρ・lfl．・！）i・2・，キリストの生V．1／tと受難による

ξ1縦㌫言郷；㌫》㌫；m　　　欝（’F　）　‘f’”：liij（こおけるヨアヒムとアンナ

1512年　　　　　　　　　　　　　G・1989－10〔）　　　　　　　　　　　　木版
エングレーヴfング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80×56mm（紙）、72×47　mm（版）

㌧⊇畷C・・r，・ng　the籔㌫丁ラー［1471“1528］撫灘羅灘

1512　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　225×159mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1513

淫丁‖・・　　　　　Alb・e・h・D・RER［1471－1528コ　　　㌫1；1。、pal）e，、、，、。、71＿（imag。）
G．1989－94　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Garden　O∫　Gethsemane　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1515

アルブヒ；ト’㍗一ラー［1471－1528］　　㌫蔓ll～9　mn、　　　　　　　アルブレヒト・アルトドルフ・一［148・頃一1538］
《銅版画営難伝（ll）傑JflJ》　　　　　　　　　　G．1974－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による

1511年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（6）マリアの宮詣で》
エこグレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　　1513η三頃
117×74mlll 。．　　　　　　　《人類・）1・柳と、キリストa）・蹴と受難による　　桃
Albrecht　DURER［1471－1528］　t一　　　　　　　その救済（1）堕罪》　　　　　　　　　　　　　79×56　mm（紙）・72×’17　mm（版）

㌶：三θ1　輪　　驚二，紙＿一，版，　曇蕪竃i蕊≧ψ
・・198…5 　　　　　　Alb，e，h，　ALTD・RFER［ca．148・－1538］　　隠勘’卿17吻ρ／e
アルブレヒト・デューラー［1471．1528］　　籠＝＝㌫＝㍑携㍑　　㍑＝。（P～，，。，，．72。、7m。（、mag。，

《019）V1　li町”乏籔lliイzk（12）ジ↓↑卓》　　　　　　　　　　　　　　　　　o／’　Ma　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－7

1507年　　　　　　　　　　　　　ca・1513
肯編《イング　　　　鑑m・pape…72・47mm（…g・）　㍑蒜｛；1，ζ繋㌫濃鷲；］

Albrecht　D〔〕RER［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（7）受胎告知》
En．grave∫　Passion．’（12）The　Lan］entation　　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　　1513年頃

構　1｜・　m、　　　　£㌶撒1㌶；の生鞠llによる　；［三・・一・紙・・72・17　mm・版・

G，lg8g，g6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1513年ζ｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca」480－1538］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　η～e些”and　Sa／vati・n・醐・nkind　thr・ugh

アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　…54mm・紙…2・47　m・…　　　　篇認三炉∬∫θ1～°〆c鳩の
《銅版lll｜i’受難f云（13）上lI1葬》　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　　　　　ca．1513

1512年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　I　la／／on（7　Sa／V（ltioη　ofルlankin（7　through　　　　　Woodcut

エングレーヴィンク” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the〃fe　and　Passion　Of　Ch　rist：（2）EXρUiSiOn　　　　　80×56　m　m（paper），72×47　mm（image）
｜17×74mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fromノ：をaradise　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2000－8

螢＝　艦一・熱・陣声，，72・”mm・・m。，・e）　瀦≧ζ㌫㌫誌麟爵］

Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（8）マリアのエリザベト訪問》
1三1㌫・㍗ 　　　　㌫・㌫；；晦1＝38］巖。、紙、、72。47－、版，

議≧認㍊鰐　1鱗㍗）⌒牲を拒否さli1るヨアヒム》＝・＝罐蹴臨蹴h
呈凱一・，ング　　　　　79・…m・紙・・72・47mm・版・　　　蕊ζ゜nd　PaSS’°n°fCh「’S‘・’　C8）　V’S’t°t’°n

lI4×74　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　　woodcut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78×541nm（paper），72×47　mm（image）

2S



G．2000－g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　アルブレヒト・アルトドルファーll480頃一15381

蕊隣瓢㌶灘］麗馴灘i欝＝9ん繍麟r㌫紺難による
《1籔斉（9）キリストの降誕》　　蕾1曇5m，，。p，，），72。、7。。、imag，e）　6竺57－、紙、、，2。1，、mm　（　IV、　）

雲55mm・紙・・72…mm・IVA・　　G2°°°－15　　　　　＝1・＝麟㍊蹴1；；、“9／、
Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　　the　Lifb　arid〃Passion　of　C！？t’ist．’（2θ）The

7万e口〃ond　Sa／□f∫oηo∫晒ηたiηd　r加□9ん　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　A1陀s｛o∫C／～ηS’

蕊『°nd　Pass’°n°／Chxist：（（9）　Nativity　その救1斉（15）キリストの変容》　　　繍：lt

W6。dこ、t　　　　　　　　　　　151：｝年頃　　　　　　　　　　　81・57　mm（P・P・・）・72・・17mm（i川・k’・）
聯1㌍（・・p…，72×47　m・（imag・・　　雲55ml、，、紙、、72。47　mm、版）　　　G2°°°’21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538」

アルブレヒト’アルトドルファー［1480頃一1538］　　　T17e　Fal／　and　Salvation　ofルlankind　through　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による

《人類の叩罪と、キリストの生涯と受難による　　　　r1〕e”をoηd　1㍗∬～oηof　Christ：　C1　5）The　　　　　その救済（21）カヤバの前のキリスト（衣を引

その救済qO）三E礼拝》　　　　　　　　　　　T「ansfiguration　of　Ch　rist　　　　　　　　　　　き裂くカヤバ）》

1513・・噸　　　　　　　　繍：lt　　　　　　　　l513年頃
鴛＿、紙、、72。、，．mm、版、　　　蒜罵・…p・・）・72×47mm・・・・…　　雲、6、。。、紙，、72。47。。，版、

Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］
The　1；la〃and　Salvotion　of〃Mankind　throu8h　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　The∫Fa／1　and　Salvotion　of　Mari々in‘〃／itて）LIS」／l

tt7e　Life．　ar7d　．Pa．　SSil（？．n　of　Cノ］rist：　C1の　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　～力e”たon（1仇ss～oηρ∫Cん屈就↓21）（7il，Jist

㌘鮒‘）’～°／繭〃gs　　　　その］改済（16）靱に別れ齢・ずるキリスト》　識：ξ゜’aphas；　C°’aphas　Te°’vr～g／～’S

W。。dC。t　　　　　　　　　　　151：］年可i　　　　　　　　　　　ca．1513
聯唱・…p・・1・　72×47m・（im…）　　濃，、、。m・紙・、72・・7。。・ll…　　　＝1。，，。，e，，、72。47。。（＿、。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　　　G200（）－22

アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　The∫FaU　and　Salvation　ofルfan々i／id　through　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

C㌫慧蒜よ鰍と受難による　＝罐認罐θ6）卵　蒜、擬1裟㌫1懸総膓］
151・綱1　　　　　　　　繍｝∴1，　　　　　　　　その］締（22）ピラトの1）’i∫　°・キリスト》
木版　　　　　　　　　　　　81・56mm（pape，），72・47　mm（im。g、，）　　　　151：！イド頃
79×55111lll（糸氏）、72×∠17lnm（）IJi）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20（｝0－17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NV又

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78×54mm（紙）、72×47　mm（版）
Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］
The　fi’a／1　and　Sa／vatioll　of　Mankin　c／　th　ro　u8h　　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］

〃？（・　Lif・　atid　Passi（」n　of　Cノ］i－tlst：　（〃）　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　Tl～e　Fa”αηd∫01θor～oηo「M川々”～〔∫”〃て）491］

＝’（”si（）n　　　　　その蹴（17）イェ・レサ・ム熾》　　；罐聯飾∬’°n°fChrist：　（2．・．．？）　Cht’ist

W。。d。。1　　　　　　　　　　　1513年ぼ｛　　　　　　　　　　　，、．1513
79・55mm〔P、p。，｝，・72・17　mm（im・9・）　　　　木版　　　　　　　　　　　　W。。d、。t
G．200〔｝－12　　　　　　　　　　　80・551・・ln（紙）・72×47　mm（IV，（）　　　　　　78・54　mm　q・ape・），　72・47　mm（im・g・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca、1480－1538］　　　　　　　　　G2000≡23

蒜よ、；；ii㌫㍑；誌鍵㌶鷲］㍑＝蕊瓢＝1；；鶴騨　アルブレ・ト・アルトドルフ・一［148・頃一1538］

その救済q2）神殿におけるキリスト奉献》　　　　　～η’oカrαsθ／e∫γ～　　　　　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と・キリストの生涯と受難による

‡‖ll∴　72。．、7－、版、　繍lr・paper），　7L）・ta7－lmage・　㌶斉（23）むち打ち》

Albrecht　ALTDORFER［ca．1480．1538］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79×561コ］M　（紙）・72×47　mm（版）

The　17a〃and　Salvation　of’　Man々ind　through　　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－15138］

㌘繍1鍋『鋼　　璃㍑蹴㌫涯と受難（こよる轍梁㍑艦甥酬
W・・dcut　　　　　　　　　　　1511｝年ぼi　　　　　　　　　　　c、．15B
80×55111m　q）aper），72×・’1　7　mm（image）　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

G．2000－13　　　　　　　　　　　　80・5（lmm（紙）・72×・：17　mm（版）　　　　　　7g・56　mm〔1・aPe・），72・47・mm　（iTnag，e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　　　G200〔｝『2．1

アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　The　1　lall　and　Salvation　ofルlankit？d　tht’ough

《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　the　Life　and　Passion　of　Cl？rist：　（18）The　Last　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一151ハ8］

その救済（13）エジプト逃避》　　　　　　　　　Supρer　　　　　　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による
1513年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　c・’a・1513　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（24）荊冠を受けるキリスト》
澱571－、紙、、72。、7r－、版、　　麗撒・1（pal・e・）・72・47・・（一・　㍍｛・M

AIbrecht　ALTDORFER［。、．14801538］　　　　　　　　　　　　　　79×54・11m（紙）・72×47　m・〔版｝
T7？e　Fal／　and　Solvation　of　Manた　ind　t／7r（）u8h　　　　アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538」
t！了ze．　4」ifle　andHPassion　of　Christ：　（．13）The　　　　　《人類の堕罪と、キリストの1ヒ涯と受難に・よる　　　　77］ε□／／〔～η（∫∫〔1／u9”oηo∫M〃’々〃κ1〃1π）119／～

㌫’卿　　　 瀦斉（19）ゲ・セマネの祈り》　鷲　’罐；：；・：　「晒

80×57rnln（paper）．72×47　mm（irnage）　　　　　　　　　　　　　　　木1坂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W〈）odcut

G・2000－14　　　　　　　　　　　　80・55mm（i低）・72×47　mm（版｝　　　　　　79・5」mm（P・p・1・）、72×，17　mm（im・9・｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　　　　　G200｛）⌒25

㌫ISII；1鵠㌫認竃漂　㍑＝＝㌫＝澗㍑・19！1　アルブレヒト．アルトド，レフ。一［148。頃．15、81

その救済（14）学者たちと議論するキリスト》　　　　Garden　of　Gethsemane　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による

1513年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca・1513　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（25）この人を見よ》
㍑55mm，紙，、72。、，。m、版、　　馴；・（pap・・…72・・7m・・m・…e・　蒜イ1’頃
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79：）5札lulll｛；iu〔1、72’K・1711［lu（IIIt｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7f｝　551｜llll　lPa1）L・r｝、72　x・17111｜11（iTl1；tl；it・｝　　　　　　　　　　　　　　　　イ〈IIIA

AIbr。。ht　Al：rD（）RFER　Ic。．1480．15381　　G・2｛）°°’：sl　　　　　　　　　79×55n川1〔細・72x』17mm（版〕

；1㍑㍑㌫㍑；：；；雛㍑㍗　アルブ・・ト・アルトドルフ・一［1・8・・頃一15・81　駕1榴；t，撚ll濡蹴；忽耀，、、9／1

〃（，〃1（）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人類u）堕ljドと、キリストの生涯と’乏難（こよる　　　　　　t／’ρ1ノ／～・θ’～イ〃’（lssiθri　of’　Cht’ist：（3の／＞b／i　m（）

c”，li）1：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（3川卜字架1峰架．1．　　　　　　　　　「θ〃9」et’e

嵩゜1黙∵∴川P、1四、72パ7川。　（irn；｝s4t‘）　　　　　15㌍頃　　　　　　　　　　　　　ご；，i；1∴，

G川．… 　　　’　　蕊7，＿紙・、72、711－，版・　　　：温：．1；ll1〔・卿・・2刈7m・（・nag・・

アルゾレヒト・アルトドルファー［1．180頃一15381　　　　Albrい（・htAl∫rDORFER　l　ca．148〔｝－15：S81

㍊蹴：蕊馴ll’と受鄭による灘撚i撚1：罐；㍑II∫9／～㌶！；㍑㌶三㌶㌶］
1513711頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ua．151：S　　　　”　　　　　　　　　　　　　そび）救済（37）キリストの昇天》

イ〈版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wo〔〕dcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lsl3年頃
80×56Tllm｛iヨU、72×47　lnmdVO　　　　　　　　　　、　　　　　　　　81×5711｝11111）Etpvr）、72×・17　mm（illlagc｝　　　　　　　　　　　　　　イく　lllt

A］br，cht　ALTD（）RFF．R　L。。．148〔｝，1538］　　〔〕・2°°°’32　　　　　　　　　8°×561｜IIT1　（紙）・72×47　mm（版）

忽㍑～撫㍑㍑1協罐／’　アルブレ・ト・ア，・トドルフ・一［1・8・頃一1・38］　＝lt、瓢蕊5胤6㍊認。8，，

W（～s〃／〃9／lis〃aiids　　　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストσ）生涯と’受難による　　　　tlie　Lifk）　atid　Passion　of’　Christ：C31）

t’a．1513　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（32）哀悼》　　　　　　　　　　　　Ascension　of　C／ll’ist

綿レー72×・・7－1［1）age　）　露ll；1∵、紙、、72。、7－、版、　i朧，pal）er），・2・47－、im、、．・e、

アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　AlbrechtALTDORFER［ca．1480－1538］

9灘捲㌶；澱1［による竃継瓢罐蹴‘∫9／’㌶蹴；蹴砲（螺鴎
lt）11Sf｜傾　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1513　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その救済（38）マリアの死》

イく版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　151：1年頃
8〔｝・56mm〔細、72・47　mm〔版）　　　　　　　81・571・川lq・・1・e・）、72・・17mm（imag・）　　　　　n〈）Vt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－］33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81）×551nln｛都U、72　x47mm日i反）
Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　　　　　　　　’

ζ…・＝d＝1・ζ＝1甥：㍑”　アルブレ・ト・アルトドルフ・一［1・8・頃・15381＝｝｝t，燃蹴6温＝毘。9・，．

Canγin．g」　the　Cr（）∬　　　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　”7（’ム∫！（’（∫〃〔”）（ISSiθ〃（）f　Ch　rist：C38）　Death（ot

ca・15］3　　　　　　　　　　　　　　　　　そ0）救済（33）埋葬》　　　　　　　　　　　　”～e　Vitlg」iti

灘・・－7－・一・　黙ll∵紙＿一、版、　灘i㊥72・・17－・一・

アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　AlbrechtALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

辮1謬㌶麟㌫冨》㌶辮轡漁罐蜘9力　㌶蕊議i蕊i｝罐鷲
木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l5｜：〕年頃

80・57・・m（紙）、72・47　mm（版｝　　　　　　75・55　mm　（1・Elpe・）、72・i17・mm（image）　　　　本版

Alb，ech，　ALTDORFER［ca．148。－1538］　　G・2°｛）°－34　　　　　　　　81×55　nnm（StV・72×47mm（版）

瓢｛：＝㍑＝閲㍑潟ノ1　アルブレ・ト・アルトドルフ・一［148・頃一15・18］＝t、認2；瓢跳辮親。9！、

Nai／ed　on〃ie　Ctて）ss　　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　”ie　Litir　and　1）cis．sior70f　Cht’ist：（・39）The　Last

ca．1513　　　　　　　　　　　　　　　　　その救1剤34）冥府へのll斧ド》　　　　　　　　’Judgetnent

掛一一一imilge・　‡辱∴紙＿一、版、　1輪，1，、）pcir），・2×47－imElgc），

アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　Albrecht　AしTDORFER［ca．14801538］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

本版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodctit　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I513年頃

81×5G　ml1紬・72×47　m・（版） 　　　9蒜1；；1・（P・Pcr・・72×・17m・〔im・g・・　　鰻，。　m。、椥，L、、1、、卵紙をU，il）t“けて、、る

Albrecht　ALTDORFER［ca，1480－1538］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（80×55　mm）t紙｝、72×47mm（版）

㍑蹴鵬㍑；（：［＝1袈㍑；…1　アルブレ・ト・アルトドルフ・一［148・頃一1538］　Aib・e・h・AじrD・RF！1・［～、．1489－1538］

o〃／1（・Cπノ∫∫　　　　　　　　　　　　　　　　　《人類θ）堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　Tlie　Fa／1　an（ノS（1／patioti．o．t’MonkinQ　t／irough

㌶lt一　　　蕊斉（35）復i舌》　　　畷罐聯＝；∫4°）　T”e
gi』、禰ln（1’al）舶2×47　mm（image）　　　本版　　　　．　　　　蕊1；t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81×5Gmm陶72×・17mm（版）　　　　　　80・55　m，。（P。P。，）．72・・17　mm（（im。9。）

アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　Albrecht　ALTDORFER［ca．1480－1538］　　　　　　G2000’41

灘≧；ス…　推による難≧＝＝1三≧ト・ベー・仏［15－55・）］

桃　　　　　　　　　　　　W。。dc。t　　　　　　　　　　　ll）！91［　、♂
79・55mm（紙）、72・・；7mm・版）　　　　　8］・56　ml、1（P。p。，）、72・47，、m　（im。g。）　　　　㌢クレーヴρク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gツ000－36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37×28mln

襯憲㌶騰競81・；、プレ，ト．ア，レトドルフ。一［148。頃．15、38］毘＝pEHAM［15・・－155・］

CrLi（’ifilx’iori　　　　　　　　　　　　　　　《人類の堕罪と、キリストの生涯と受難による　　　　1519．

・・．1・1・　　　　　　　　その救済（36）我に触れるな》　　　　鞭；㍑、
W・・dc・t　　　　　　　　　　　1513｛傾　　　　　　　　　　　　G．2002－7

2一



ヘンドリク・ホルツィウス［1558－1617］

《ピエタ（マリアの哀悼）》

エングレーヴィング

175×126mm

Hendrik　GOLTZIUS［1558－1617］
Pieto（rLomentatiOn　ofthe　Virgin）

Engraving

175XI26mm
GI991－38
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ジャック・カロ（ノ）版画

　　　　17川紀フランス、イタリアの人々、宮廷、戦争

2003f卜g月13日一12月1・111

The　Prints　ofJaC（．IUeS　Callot：

川lages　of　I7th　Cc・1）ttlll　France　and　ltaly

SepteInbcr　l3－1）ecelnber　l4，2003

今llllは、所蔵するカロの銅版lll｜iの1｜1から、イタリアに渡って釦1版1111iO）　　　　This　exhil）ili（）［1　f｛’atur（・d　eiigj　ravingis　and　etchings　by　Jacques　Callot　from

技法を修得し、宮廷やllけtO）人々の生活をモチーフとして見lllした　　　　thc　NMWA　P「ints．　and　d「awillgs　c°llection’The　63　P「ints　chosen　fo「the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibition　wer（‘crcak・d　by　Callot（luring，　his　study　years　in　ltaly　and

時代θ）作Illlllと・lli父郷のlll∫ナンシーに戻った後の時代の作品に分け　　　　after　retuming　t（｝his　hom（toWII　of　Nancy，　France、　The　Italian　period

64点を展示した　とくに西洋）こ術館では長く展示していなかった代　　　　prints　leatur（il1〕ages　onhe　court　and　motifs　fr（ハm　the　daily　lives　of　the

表f1・《ブレダの攻1略》、《ipse　’fi・の悲惨W）》、《狩1）》などを公12ける　pe°ple　he　enc°’mtr「ed（lut：ing　his　stlldy｝’ea「s・．　The　exP．ibiti°n　was；n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lmportant　opportulllty　for　visitOls　t《）cllloy　the　long－undlsplayed　mapr

lIい種な機会となった‘．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　works　by　Ca］1（）t　in　tl）e　NMWA　uollecti（｝n、　T）an’ieiy　T7’ie　Seige　ofBreda，　The

　　フィレンツェやナンシーで宮廷の庇護を受け肖像画や祝祭の光景　　　Large　Miseries　of’　1／l／at’，　and　The　Htitit．

などを描いたカロは、その．・ノ∫で乞食や役者といった社会のド層の　　　　　Call°t「eceived　Pat「°nage　f「°m　the　c’°tt　rts°f　Fl°「c｝　1コ（：e　and　Nancy　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　created　portrait　prints　and　images（）f　festival　scenes　for　his　patrons．

人々や彼らを襲う貧困や戦乱を描いている今llll展示した作1｜Tt’1から　　　Conversely，　Callot　a［so　turned　to　tl）e《｝ther　cxtrem〔（）f　society，　depicting

はこうしたカロ芸術のitfli性が浮き彫りになると同時に、その巧みな　　　　beggars　and　actors　of　1（）w　socia］　stariditigJ《and　theirsufferillg　in　tilnes　of

版lllli技術が1｛」：確認された．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　calamity　and　wa「・The　exhibiti（）n「eveak’d　lhis　dichotomy　in　Callot’s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　arts，　and　reconfirmed　for　its　visit（，rs　the　s叩erb　printing　techniques　he

　　現在西洋芙術館は、カロの銅版lllj’iを420点収蔵している．今回の　　　　employed　in　his　imagery，

展示を機に、今後、川を分けて展示するなどして、カロ0）lllli業をより広　　　　　At　present　the　NMWA　includes　240　e　ngravirigs　and　etchings　by　Callot

儲岬｛介することも考慮していきたい． 　・蹴∬｜3）　蒜1；；n：na；1謡lil；°ll瀧聯、lll㍑濡ll、1濃llili

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　held　to　provide　visitors　with　a　broader，　alld　at　the　same　time　more

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　detailed，　introduction　to（］a］lot’s（）etlvre．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mir］a　Oya）

作品リストList　of　Works　　　　　　　　　　　　of　1　6’　p／ates▲：　1？est（）ttition　of－　the　Aquedu（’t　ii～　　　Ave’7gρC”て1（’　（1．g（li〃st　Ti’rl’etlo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫〕’is（l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchh19

・レカス・フ・ルステルマ・（父）［1595－1675］　置，蕊ll1；　　　　　　　lli㌶｛；mm｛1蜘，189x285mln（image）
《ジャック・カロの肖像（ヴァン・ダイクの｜1イコ　　　　　226×3｛｝omm（pl《lte），194×2g7　mm（illlage）

ノグラフィ』より）》　　　　　　　　　　　　　　　G・1987≡35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－IG35］

翌）狂ヴ，ング　　　　　　ジ。。ク．カ。［1592／93－1635］　　　《・人のザ・二（・～・1＊1」の従搬）》

・15・1・・rn・・　　　　　　　《イ・プ・レネータの市》　　　　　蝉兇
Lucas　Vorsterman　the　Elder［1595－167tj］　　　　　　　IG20年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95×142mm〔版｝、93×14〔｝mm〔画lrli｝

㌫認罐瑞彫瓢・・々）　蒜m・・版・・・・・…73mm…ll・・1）　　艦癬LL・Trl592／93－1635］

撒；　，一、　　　　慌q麟槻。2；92／93’1635］　㌶　、．
・・987－・21 　　　　　　；留、，9　　　　　　　ご1㍑1；1m（platcl’胸4°mm（lmagウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　436×679mm（plate），395×673　mm（image）

ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　G・1987’97　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］

1≧竺Z叢満D㌫；…涯（16　ジ・・ク・カ・［1592／93－1635］　　1総蕊1繊
1619．20年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《アルノ川の祝祭（扇）》　　　　　　　　　　　　　　エッチング

エンク’ーレーヴでング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1619年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140×88mm
222×3〔｝Omm（‖1え）、192×295　mln　qlllilllD　　　　　　　　　エ・ソチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Jacq、；，CALL・T［1592／9・3：1635］．　　227・…1－1　　　　　糖壌姦鵠膿綴隅
The　Lifeθ∫丑～r（linanclo　l　Deル1ed∫c∫r∫ρハイes　　　　　　Jacques　CALLOT「1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　ca．1622－23

・r16ρ／‘ites，：　Tl’ie　Marri・ge・t’Ferdi〃（md（・1　　7γ7e■σs／α’〃～e　Arn（1　（iワ7e　Fan2　　　　　Et、hi。9

ca．IG19・2〔｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16｜9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14（｝×88mm

E］ngraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　alld　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1987－128

222×ISeo　mm（1）latc）、192×295　mm（imag（・｝　　　　　　　　　　　　　227×i3013　mm

G・1987’ISI 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1987－87　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］

ジャ。ク・カ・［1592／93．16：35］　　　　ジャ。ク．カ。［1592／93．16：35］　　　　《乞食（25’鯉作）》

《・デ・チ家のフェルデ・ナ・ド1’lllrの蛾（16　《馴・蒙・1（3鯉作）・f」its　1の馴・剥・地獄は　竺欝頃

点連作）：ピサの水道橋の修理》　　　　　　　　キルケの仇討をするために武装する》　　　　　　14・．1×88mm

l羅品9，。29，一、画、、、　蒜一・IV，…18・・285m・q・i・1・i）　擁q蹴＝＝豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　　ca、1622－23

Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　1ηrrm（ヲzzo　Cseries　of　3ρlotes）：Second　　　　　　　　　　Etching

The〃fe・〆’Ferdinand・IDe’Medici（S’eries　　lntermezzo：　Hel〃∫Seen・Ta々ing　Arms　t・　　　144×88　mm
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G．1987－129　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．16：）2－21S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜38×87　mm

ジヤ。ク．カ。［1592／93．1635］　　㌶91、・　　　　襯㌶＝1召；・；｝！、ll・51

《乞食（25点連作）》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca・1622－23

鷺　　　　≧；㌶／93－16135］　　馴、；・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1622－23イ1三ヒ貞

Jacques　CALLOT．［1592／93－1635コ　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－IG351

議ξ竺｝25輌　議霊9＝　 欝工連作）》

G，1987－130　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1622－23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　138×87　mm

ジャ。ク・カ。［1592／93．1635］　　㌶9・　　　　荒・；蹴＝耀1認
《乞食（25点連作）》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1622－23
1622－23年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　　　　　　E！ching

㌃忽m　　　　　　《乞食（25点連作）》　　　　麟璃1〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1622－23イトLti

Jacques　CALLOT，［1592／93－1635］　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャツク・カロ［1592／93．1635］

濫隠゜「s　（［se”’es　°f25ρ1°tes）　　　138×82　mm　　　　　　《乞食（25鯉イ乍）》
Etchillg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1622－23イ1三ヒ頁

］38×88mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　エッチング
G1987－131　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Beggars（fseries　of　25ρlates）　　　　　　　　　　　　137×88　m　m

ジャ・ク・カ・［1592／93－16・35］　　㌶：，、　　　　耀＝＝耀隅
《乞食（25点連作）》　　　　　　　　　　　　　G1987－138　　　　　　　　　　　　　　　　　ca・1622一23
1622－23イドtgi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eltchin9

蒜㌫、　　　　　　ジャ・ク・カ・［1592／93－1635］　　　麟惚〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《乞食（25点連作）》

Jacques　CALLOT［1592／9：3－1635］　　　　　　　　1622．23年ぼ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93．1635］

三1r璽　｝°／25ρ1‘’tes）　　芸篇m　　　　　　《乞食（25点連作）》
Etchitig，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1622－23イ1三ts’（

11s8×83　mln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　エッチング
G．1987・132　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Beggars（ざeπes　of　25　pla　tes）　　　　　　　　　　　　137×87　m　m

ジャ・ク・カ・［1592／93－1（・・5］　　繊：n　　　　耀＝＝耀隅
《乞食（25点連作）》　　　　　　　　　　　　　　Gl987．13g　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca，1622－23
1G22＿23fドヒ∬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

エ・チζ・　　　　　　　　ジャック・カ・［1592／93－16：35」　　　　1；｝1，；1漂1
138x83mm 　　　　　　　　《乞食（25払漣1乍）》
」acques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　1622－23年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジヤック・カロ［1592／93．1635］

三？6鵠゜「s　CSeries　°f25　p／°tes）　　認忽m　　　　　《乞食（25蝉作）》
Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I622－23イ1三bj｛

138×83mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635」　　　　　　　　　エ・ソチング
G」987－13：3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Beggors（ざe’炬s　o∫25ρ／ates）　　　　　　　　　　　　li38×881nm

ジャ・ク・カ・［1592／93－16135］　　繊：m　　　　蹴＝＝蹴耀
《乞食（25点連作）》　　　　　　　　　　　　　　G．1987－140　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca・’1　622－23

1622－23年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching
エッチ・グ　　　　　　　　ジャ・ク・カ・［1592／93－1635」　　　　1｛↑鵠；lm
138×88mm 　　　　　　　　《乞食（25点連作）》
Jacques　CALLOT［15～～2／9：S－1635］　　　　　　　　　1622．23ηこ頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャツク・カロ［1592／93．1635］

忽、璽ぷeγM5ρ1°tes）　　㌫忽m　　　　　《乞食（25蝉作）》
Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l622－23イ1三ヒ頁

138×88mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635」　　　　　　　　　エッチング
G．1987－134　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Beggars（ざeγ∫e∫ot’　25　plate．s）　　　　　　　　　　　　　138×87　m　m

ジャ・ク・カ・［1592／93．16・15］　　撒：11、　　　　織鑑＝耀隅
《乞食（25点連作）》　　　　　　　　　　　　　（〕．1987－141　　　　　　　　　　　　　　　　ca」622’23
1622－213tl｛ヒ日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etcl］il｜9

エ・チ・グ　　　　　　　　ジャ・ク・カ・［1592／93．1635］　　　　；｝欝㍑｜］
1：39×91　mm 　　　　　　　　《乞食（25，i」工連作）》
Jacques　CALLOT［15～12／｛）3－1635］　　　　　　　　　1622－23η三頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635」

㌘…、鰹゜咋』∫25ρ／α’⇒　　　巖篇m　　　　　《乞食（25鯉イ乍）》
Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l622－23イ1三ヒ頁

113g×gl　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　　エッチング

G．1987－135　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T7？e　Beg8ars（㌻eηes　ot－　25　plates）　　　　　　　　　　　　137×88　mm

ジャ・ク・カ・［1592／93．16・35］　　韓1籔m　　　　艦㌶＝1郷翻
《乞食（25点連作）》　　　　　　　　　　　　　G．1987－142　　　　　　　　　　　　　　　　　ca・1622’23
1622＿23イドヒ貢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9

三・チ・グ　　　　　　　　ジヤ・ク・カ・［1592／93－1635］　　　　1｛7，；鵠【11
138×88mm 　　　　　　　　《乞食（25点〕吏作）》　　　　　　　’
Jacques　CALLOT．［1592／93－1635］　　　　　　　　　1622．23年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］

The　Beggors（sei’ies　of25ρ／ates）　　　　　　　　　　エッチング
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・乞食（25，1∴ll連作D　　　　　　　　　　　　　・・槍試合qO，1∴ll連作）：ファルスブルク公の人場》　　　∫一）ii’（inκ7re

1（；22．211fllLl’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜｛；27f卜ll111it　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　publisl｝ed　ill　1627

．Lッチング　　　　　　　　　　　　　　　⊥・，チンク・　　　　　　　　　　　　　　Ek’h川9

B・…一　　　　　　　　・5…．・…　　　　　　　　ぽi一㍑｜m
」acqlles　CALLOT［1592／911－161351　　　　　　　　　　　Jac（lues　CALLOT　l　l592／911－16115｝

7γ〃’β（’8μ‘〃N（s（ノ川’s（，／『25ρ／（lt（’s）　　　　　　　　　771（’（’or〃／，（lt　（lt”ie　B（〃Ti（”t’／s（’ノ忙s（ノ／1θ　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93．1635］

跳ぽ　　　　　　㍑㍑；㍑㍑㍑㍑蹴｝θ／　　《ラ・グラ・ド・テーズ》
B9’S71MI）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pllb［ishcd　ill｜627　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JIL11ノチン久エングレーヴィング　　　．．
G．19S7－［50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et（・lling　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8113×511mln（II反｝、812×505　nllll（　［llll　lC［1）

シ．。ク・カ。ll592／9、、－1・・51　　㌫≠ll　：1m　　　　襯㌫鵠r［1592／93－1635］

繊；；漣作D　　　㌶7㌶・：・劉＿》　繍鋼＝812…5mm－）
｜ISI）x881】111｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IG27イ1：1【1日1反

：き1：スLL。T［！592．／9、3．16、！5］、　籔1郷9…35］

Etchii’）　g，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Comわor　o～rカe　BOIγ／eγ（serle∫（）”θ　　　　　　　エッチング

139×88mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ／atesJ）．’EnttγofM（）nStc～ur（∫eルlacey　　　　　　　　　　　l230×1405　m　m

G’1987’151 　　　　　　　1㍑；ed　in　l627　　　　　　Jacque・CALL・T［1592／93－1635］
ジ・・ク・カ・ll592／93－1（i35］　　　麟謬・　　　　　　隠5㎏e°fBreda
《様々なイタリア風景（15点連作）：水i・1・1》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9

エ・・チング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　12i30×1405　mm
ll8×252　m・（版）・112×：）46　m・（III｜i‘「ii） 　　　《槍、；船（10点〕蝋・）：ヴ。ンクー，畷、ティヨ　Gl987’2°°

麟馴騨麗・f15　銚；モン殿の入場》　　≧；繍1；㌶），扉》
Etchil19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147×222　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 161313f卜ll川反

ll8×252　mm（plate）、　l　I2×246　mm（image）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ・ソプ’ング

G．1987－76　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　g1×190　mm（版）、77×188　mmq山ill加

ジ・・ク・カ・［1592／93－1635］　　襯繍轍罐馴・・　蹴，腸昆＝：謬。t，、18
《様々なイタリア風景（15点連作）：il亘ヒ戦》　　　　published　irl　1627　　　　　　　　　　　　　　　ρ／ate．s）：　7’itle∫Pa．ge

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Publish（ld　in　l633
118×251mm（版）、112×245　mmq山i面）　　　　　　　　　　　147×222　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ek’hing

J。，que，　CALL・T［1592／9：3．1635］　　　G1987－189　　　　　　　；；！1；跳；；n（plate）・　77×188　mm（image）

灘繊∵∵碗晃騰（夢；ヴオンジユ殿、脇』瓢當），＿斉録》

G・1987←79　　　　　　　　　　　1G27年1川阪　　　　　　　　　　1633fl川1え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　　　　　　153×2421nm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82×187mm（版）、75×186mm（1111i面）

忽ブルク公ルイ’ド’°レーヌの糊象》辮＝跳2耀認。“。　耀麟認撒3認。t’・18
エ・チ万工・グレーヴ・ング　．　　　　ρ／ates．フ・　Entry　ot’　M．　d・C・y・・ng・・nd　M．　de　　ρ1・’9S）沢・・rttltmc）tlt・f’　T「°・ρs

288×385mm（版）、247×335　mmqlll目∬i）　　　　　　　　　　　　　Chalaわre　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　publlshed　in　163：う

蹴＝こ胤一rg　綴ごll∵…27　　　憲覧，；1；…1…），・5・・861－1（・m・9・・

Ca」624　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，1987－190

㌫ll嬬1譜跳247。335　m。（、。。g。）　　　　　　　　　　　ジャ・ク・カ・［1592／93－1635コ
G．1987」52　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　《戦争・の悲惨［大］（18点連イ1…）：戦闘》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《槍試合（10点連作）：侍従．長ド・ブリオンヌ伯の　　　　　1633年川llえ

ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　入場》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

《ナンシー・）競技場》　　　　　　1627細1坂　　　　　　　　82×187mm（版）・74×186　mmqlllilflD
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］
169×514mm（版｝、158×510mm（1山i　lrli）　　　　　　　　　　　152×241mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7We　Lat：geルliseries　of肌ar（series　ot’18

こ蹴1、堺2／93－1635］　㍑・瓢蹴腸耀。，1。　罐1願zピ
繍4m。，pl、，。、、158。51。m。（、，、。g，）　鵠蒜瓢，！聯＝7／7e，　撒　；・（P・・・・・…186m…mag…

G．1987－198　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reρresentiiig．laso／1

ジ・1・ク・カ・［1592／93－！635］　　耀1、1∵627　　　≧≧！i6當囎》

《槍試合（10点連イ1三）：扉》　　　　　　G」987－191　　　　　　　　　　1〔｝33年川版
1627｛1｛lll版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
ェッチン久エング’レーヴィング　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　82×187mm（版）、79×186　mm（画lllD
157×11°inm｛llll）・155×1°9　mmq｜lli　「fli） 　　　《槍1治（1・点連イ1・）・モワ候アンリ・ド・・レー　Jacq。，、　CALL。T［1592／93．1635］

Jacques　CALLOT［1592／93－1635］．　　　　　　　ヌの人場》　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Lat’ge　Miseries　ot’　1iVar　（Series　ot－　18

The　C・mbat　at　the　Barγier　（Lse〃ies・／10　　　1627｛1・出版　　　　　　　　　　　ρ1・tes）：　Scene・fPi〃・ge
ρlates）：Title　Page　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）ublished　in　1633

publis　hed　in　1627　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1513×242　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

l鰐嬬㍑麟1；；1，，。1。9m。（i，、。g，）　　Jacque，　CALL・T［1592／93．1635］　　　ぎ；鞠m〔pla’e’・　79×186　mm（im“ge）

G．1987－186　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T／？eComわat　at　the　Barrier　（Iseries　of－10

ジャ。ク・カ・［1592／93．16・35］　　＝蹴＝＝識m・・f㌫＝i＝）、農家の，各奪》
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lu33イト出版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　ρ／ate∫）：The　Peasoノ］ts、At）en．g」e　777enise／wρs

エ』ソチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Largeルfiseries　of　War（series　o／’18　　　　　　　published　il11633

83×187mm（版）、73×186　mm（画面）　　　　　　　　　　　ρlat（ヲS）．・The　Hanging　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

J、。que，　CALLOT［1592／93－1635］　　　・・bl！・he・i・・1…　　　　　　　6｝1；㌫11（plate　），　7r）×185　n111画a9川

脳罐＝＝＝2　蹴罵・（pl・…，72・185…（・m・…　ジ1。∴。［1592／93－1635］

撒＝），、73。186mm（、m、g。）　ジャ。ク．カ。［1592／93－1635］　　隠縦1惨［人］（18蹴）・聯1乏W酬己》

G・1987－332　　　　　　　　　　　　　　　　　《戦争の悲惨［大］（18点連作）：銃殺刑》　　　　　エッチング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1633イド日㌔‖反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82×187rll・nl（片反）、73×185　mm（lllli　ll｜i）

巖㌫［［1592／93－1635］大］（18点連作）：ll参道院の破壊》；蒜m…、72・18・mm・P・ii・II・　　㍑・蹴1既～＝3認。，18

1633年出版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　　ρ／o「eミ）：Distribution　Bounty

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Large　Miseries　of　War　Cseries　of　18　　　　　　　published　in　l　633

82×187mm（版）、73×185　mm（画面）　　　　　　　　　　　ρlates）：The」Firing　Squad　　　　　　　　　　　　　　　Etching

Jacque，　CALLOT［1592／93．1635］　　　L・ub・li・h・d・・1633　　　　　　翫撫m（pla‘e）・73×185　mm（image）

竃灘＝＝°”8　き1；1ぽ・・1…）・・2・185－（i・・ge）　ジャ。ク．カ。［1592／93－1635］

Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《狩り》

82×187mm（plate），73×185　mm（image）　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　エッチング

GI987’333　　　　　　　　　　　　　　　　　　《戦争の悲惨［大］（18点連作）：火刑》　　　　　　198×467　mm（版）・194×463　mm（ll　画）

ジヤ・ク・カ・［1592／93－1635］　　　麗禦　　　　　　需麟ALL°T［1592／93’1635］
《戦争の悲惨［大］（18点連作）：村の略奪と　　　　82×187mm（版）、74×186　mm（1　lm　　　　　　　　　Etching

念、、i｝i剛　　　　　職；蹴～＝3認。“8　＝mm（pla‘e’　194×4‘｝3mm（imag°

エ・チング　．　　　．．　　　　　ρlates）：　The　Stake
81s×187　mm（版）、75×186　mmqllll　lrll）　　　　　　　　　published　in　l63：3　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］

1瓢㍊＝聯認。“8　鑑，汀（pl・・・…74・186mm（…g・）　巖ントニウスの誘惑（第1：作）》

ρlates）：　1？／undering　an（7　Bu　rn∫ing　o　Village　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

灘1㌫・186－（・・…）醗ご1渠＝）・一刑》鷲撒き撒一

ごヤ・ク・㌘・［1592／93－1635］、　　82・186・mm・・VA・・…184・mm…plii　Erll）　　　1㌫g

｛，1茎蕊∵1参［大］（18点連イ’1・1）：馴〔の襲撃》鵬＝∫＝3認。“8　ぎ蹴；m（plate），312×461mm（image’

エッチング　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　ρ／ates）：The　Whee／

82×187　mni（版）・76×186　mm（画ll・1）　　　　　publi，h，d　i。1633

梛1麟撚＝耀。“8　罐還・・pl・…T…18・m・（imag・・
ρ／θ～（・s▲、’　Attac々　on　a　Coach

｝；㍑1；（’dinl（13：3　　　　　　ジャ・ク・カ・［1592／9・3－1635］

82×187mm（Plate），76×186　mm（image）　　　　　　　《戦争の悲惨［大］（18点連作）：病院》
G」f）87’ISISs 　　　　　　　　　　l633イ1・川版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

ジャック・カロ［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　81x186　mm（版）、7：3×184　n〕mq｜liilfli）

《働9の悲惨［人］（18／1漣作）：猫ll人の捜索》　Jacques　CALLOT［1592／93．1635］

1633年出版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Largeルfiseries　of　War（series　of　18

エッチング　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　ρ／α’eミ）一一The〃bsρit（11

84刈87mm（版）・75×185mmq由ll「・D　　　　　pul，li、hed　i，1633

㍑蹴蹴＝鵠。f18　㌶㍗・pl・…，…18・mm・…g・）
ρ／θ／（・sλ’D’ls’covery　of　Criノηinai　Soidiers

｝1㍑1；¶din1（133　　　　　　ジヤ・ク・カ・［1592／93－1635］

8・・1×187　mm（1）late），75×185　mm（image）　　　　　　《戦争の悲惨［大］（18点連作）：路傍の瀕死
G』1987’llls6 　　　　　　　　　　　　　　　　の兵1：たち》

ジ・・ク・カ・［1592／93．1635］　　　　蝉禦

《戦争の悲惨［大］（18点連イ1…）：吊し落しの刑》　　　81×186mm（版）、74×｜8・1　mm（plrilfti！

i’1i：‘：珊｛1反　　　　　　　　　Jacque・CALLOT［1592／93－1635］

言：1・・版・、・・－mm・画…D　　㍑鴎蹴麟蹴γ，蹴認

Jacques　CALLOT［1592／93－1635］　　　　　　　　　　　　published　in　l633

T7］e　L〔∫㎎eルftlseries　of　iVar（：series　oN8　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　．

｛燃｛：藷潔ρραd°　　　61；㌫m（plate澗84mm（image）

Etching
83×192mm（plate），73×190　mm（image）　　　　　　　　ジャック・カロ［1592／93－1635］

G’1987’337　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《戦争の悲惨［大］（18点連作）：農民たちの

ジャ・ク・カ・［1592／93－1635コ　　　騰，，、反

《戦争の悲惨［大］（18pr，連作）：絞首刑》　　　　　エッチング

1633年出版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83×186mm（版）、75×ユ85　mm（画lrlD

鈴ζ・・版・・72・18・mm・1・n・D　　携撮撒蹴…3認∫18
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ドラクロワ版lllli展〈ファウスト〉と〈ハムレット＞

2004イト3，」2日一5月30日

Prillts　of　Delciuroix：1・セ1tlst　all（111（〃〃／ρ／

March2－May　30，2004

　　ドイツ人アロイス・ゼネフ⊥ルダーによるリトグラフ（イ1版lllii　）の発明は、　　　　The　discovery（）f　lithographic　techIliques　by　the　German　Alois

　　版PIIi史Lllll則1的なIMξ’IPであ・・た．．それまでも木版や銅板エング　　　Sen（’felde「was　all　eP°ch－making　cvent　in　the　histo「y　of　P「intmakin9’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　Prior　to　the　inventioll　of　lithogl’aphy、　printmaking　had　consisted　of

　　レーヴfングなどθ）技法による版lllliは、芸術作品であるとともに、絵画　　　　woodcut，　copperplate　eligravillg　and　other　such　techniques，　which

　　の複製r段としても大きな役割を果たしていた、，しかしこの石版によ　　　　were　artistic　in　form　and　also　served　a　major　role　in　reproduction　of

　　る技法の発明によって絵1由i的なT；法がそのまま作品に反映できるよ　　　images　f「om　Paintillg　media’The　invention　of　litho9「aPhy　meant　that

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　painterly　effects　and　methods　could　be　directly　reflected　in　the
　　っになり、その糸，li果、複製としての版画は．一層の飛躍を遂げることと　　　1ithographic　work，　and　as　a　result、　there　was　El　sudden，　massive　increase

　　なった，そして他方で画家たちは、こぞって独自の発想によるリトグ　　　in　the　number　of　prints　made　as　repr・ducti（）ns　of　paintings．　On　the

　　ラフのilil」作に向かっていった力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　othe「hand，　the「e　we「e　a「tists　who　tllrned　to　the　lith（）graphic　technique

　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　the　rendering　of　their　own　creative　expression．　Eugene　Delacroix
　　　　ロマン1三義を代表する画家のひとり、フランスのウジェーヌ・ドラク　　　　（1798－1863），the　major　French　Rom《mtiq）ainter，　was　one　of　the　artists

　　ロワ（1798－1863）もその例外ではなかった。ドラクロワの制作したふ　　　　who　explored　the　lithographic　medillm．　Delacroix’s　two　lithographic

　　たつの連作〈ファウスト〉（1828）と〈ハムレット〉（1834）はそれぞれ、リト　　　　se「ies，　Faust（1828）and　Ham／et（1834）are　t）ighly　regarded　masterpieces

　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dating　from　relatively　early　il．｜the　hist（）ry　of　lithography．

　　グラフ発展の歴史の中でも比較的初期における傑作として高い評　　　　This　exhibition　presented　visitors　with　the　r～1re。pportunity　to　see　the

　　価を与えられてきた、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　entirety　of　these　two　series．　Delacroix　created　these　works　from

　　　今ll1｜西洋美術館では、まとまって日にする機会の少ないこれらふ　　　　insPi「ation　d「aw「1　f「om　the　lite「a「y　wo「ks　by　Goetl’）e　and　ShakesPea「e’

たつの連イ乍を剛に展・・ミする試みを行なったt）ゲーテとシエイクスピ　㌫蕊1「蒜1二鴨1、忽㌶1ζ：㍍蕊ご當ll

　　アという、フランス国外の作家の作品に霊感を得てlljl」作されたそれ　　　　call　of　liberation　through　art、　the　longing　for　absolute　truth，　and　pursuit

　　それ17点、13点におよぶ連作は、ヨーロッパのロマン1義運動に共通　　　　of　human　passions，　the　sha「ed　ideais　that　reverberated　throughout

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Europe’s　Romantic　movement．　　　　　　　　　　　（Akiya　Takahas　hi）

　　して鳴り響く、人間の情念の追求や絶対の真実への憧れ、芸術を通

　　した自己解放といった・お凋音に彩られている。　　　　（高橋明也）

作llnllリストList　of　Works　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250×170mn）　（　Plii　lhi　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230×210mm（imこ1ge）

ウジェーヌ・ドラク・ワ［1798－186・3］　　　E。gene　DELACR。IX［1798，1863］　　　G」981－8

縁棚欝およびゲーテの　㌫艦需霊輌〃輌7㌘1認㍑㍑麗テの
｝鷲mmql，、i、，，、　　　耀i！；・・image）　　　　㌢認トのll∬に現われたメフィス

E。ge。，　DELACR・IX［1798．1863］　　　　　　　　　　　　i誤フ
F4　UST（（series　o〃　7ρlates　and　a　portrait　of　　　　ウジェーヌ・ドラクロワ［1798－1863］　　　　　　　　　260×21（〕mm（llWI　D

l忽　°fG°ethe　　躁1瓢麟1娑；一テの　罐・＝D9蹴臨。r，，ait。，
151×15－1mm〔image）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1828年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GOethe）：ルfeρhistoρノie／eS　Aρρeared　tO　FaUSt

G．1981－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1828

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　196×263mm〔viii　lrli）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph

7㍍蒜㌶㍑謬テ，）　線㌫辮罐瓢＿、，。，9｝綴ml輌ge／
11！1墾！・空を飛ぶメフ・ストーフェレス》　　忽力e畑α∫’°nc’　Wagne「　　　ウジェー・・ドラク・ワ［1798－1863］

懸；一（plli，，、　　　罐㍑・（・mage・　　　需、職認灘5ど㌶ス》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1828年
Eugene　DELACROIX［1798－1863］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

EA　UST　（series　of　1　7ρlates　and　a　portrait　of　　　　　ウジェーヌ・ドラクロワ［1798－1863］　　　　　　　　　260×220　m　m（画面）

曇㌶：；：∴ρ　°pheles　iri　the　Sky　｛∫畷；；酬；‡竺認　辮＝9罐閲。r，，ait。f

270・2130　mm（imag・）　　　　　　　　1828年　　　　　　　　　　　　G・ethe）：〃Mephist・pheleS　ReCeiVing・
G．1981－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stud（？nt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230×210mm（1由1面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1828

㌫；蒜：：；㍑漂テの　辮＝醗臓灘L＿、，。，i；襯；・（・・…）
肖像）：ill：斎のファウスト》　　　　　　　　　　　　Goethe）・’　Faust，1’Vagne「　and　Ba「bet

1828年　　　　　　　　　　　1828
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ウジェーヌ・ドラクロワ［1798．1863］　　　　　　　　E4α∫7▼（series　of　17ρ／ates　and　a　portrait　of　　　　ウジェーヌ・ドラクロワ［1798－1863］

羅撒脚，禦㌶　㌘罐9椥ε1　－eemg綴幽13点連作）：ノ’ムレットを慰めよ

1828年　　　　　　　　　　　Lith・9・aph　　　　　　　　　　l83411三
リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　260×210mm（image）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトクフフ

270×220mm（画面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．198N6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　253×199　mm　（pl｜1｜rll）

辮鵠瓢9魏灘瓢“m、，。，　ウジエー・・ドラク・ワ［1798－1863］　　罐蹴㌫81聯；慧邪，7・y“，g

Goethe）：　Meρhistoρheles　in　the　Tavern　of　　　　《「ファウスト』（17点連作およびゲーテの　　　　　to　Console”Hamlet

Students　　　　　　　　　　　　　　　　　肖像）：教会のマルガレーテ》　　　　　　　　　1834

撫輻。（image）　　　鶯mm、画，ni、　　㌶・（image）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eugene　DELACROIX［1798－1863］　　　　　　　　　ウジェーヌ・ドラクロワ［1798－1863］

諮；蒜㌫㌫漂テの　瓢聯㌶醗＝°P°「t”a’t°f～㌫曙連作）：父の亡霊を追お
肖像）・マルガレーテを誘惑しようとする　　鵠、，aph　　　　　　！83，！’li2
ファウスト》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　265×220mm（image）　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

1828年　　　　　　　　　　　　G・1981－17　　　　　　　　　　　260×205mm（1由1面）
；認えm。・・ii・・’i・　　　　ウジェーヌ・ドラク・ワ［1798．1863］　　罐膓職認1魏認翻。let

Eugene　DELACROIX［1798－1863］　　　　　　　《『ファウスト』（17点連作およびゲーテの　　　　　FoUotoing　the　Shadoω　ofHis　Father

F4　UST（Cseries　of　1　7ρ1ates　and　a　portrait　of　　　　肖像）：ハルツ1」」1－liのファウストとメフィスト　　　　　1835

Ss9／gthe）：“　FaUst　Trying　t°　Seduce　Margarete　蒜レス》　　　　騰鄭…ma…

Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

撒罷mm（image）　　　　　24・・2・5　mm（1・nm　　　　　　ウジェーヌ．ドラク。ワ［1798－1863コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eugbne　DELACROIX［1798－1863］　　．　　　　　《『ハムレット』（13点連作）：テラスの亡霊》

㌘蟻諜露竃馴％＝㍑劣パ　；㍑…、画杣
一フェレス》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eugbne　DELACROIX［1798－1863］

1828年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　240×205mm（image）　　　　　　　　　　　　　　　　　　HAルfLE7▼（Series　of　13ρlotes）：Plantom　on
リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1981－18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Tenface

240×20〔｝mmq山i面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1843

罐・＝9罐鵬。r，，ait。，7㌫；＝㌫漂テの　§i翼i；…m・g・・
Goethe）：　Meρノ？istoρheles　Greetingルlarte　　　　　肖像）：ファウストの前に現われたマルガ

1§28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レーテの亡霊》　　　　　　　　　　　　　　　ウジェーヌ・ドラクロワ［1798．1863］

；鵠1｛1・　・・…、・）　　　　i鷲フ　　　　　　《rハムレ・ト』（13点連作）・ポ・一ニアスと
G1981－13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　260×350　mm（画1【ID　　　　　　　　　　　　　　　　　ハムレット》

ウジェー。．ドラク。ワ［1798．1863］　　E。gene、DELACR・IX［1798－1863］　　　騰竺

｛1認㍑璽㌶びゲーテの　§懸㌫＝；＝＝畿。：；：：ll。IX［1798、863、
1828年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1828　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HAルfLET（ざeγies　of　13ρ10～eミ）．’P（）／ol7ius　and

リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ha「「～let

223×1801nmq由i面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　260×350　mm（image）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1834－43

E・gene　DELACR・IX［1798－1863］．　G」981’19　　　　　　　；糎謬；。，（、m。g。、

撚聯鑑1：艦㌶認’「°f　ウジェー・・ドラク・ワ［1798－1863］　　G・1981’25

ウジェー・・ドラク・ワ［1798－1863］　　；1繍mm、、、i、、、i）　　　　ri欝．．

｝；㌫脚瓢㌶　繊耀こ露il：一㎡議蕪1罐㌍2L＿
Wラフ　，．　　　　　　　　Ga〃・ρing・・th・・Nig／lt・rth・S・bb・th　　　G・ild・nstern
231×280mmqllll面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1828　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1834－43

罐・蹴9罐瓢輌。f§馴mご・　　　羅・・lmage・
Go（ヲ〃～の．’Duel　of　Faus～oηd　Val（mttn

㍑，9，apt、　　　　　　　ウジェーヌ・ドラク・ワ［1798－1863］　　　ウジェーヌ・ドラク∵ワ［1798－186・3］
231×280mm（image）　　　　　　　　　　　　　　《「ファウスト』（17点連作およびゲーテの　　　　　　《『ハムレット』（13点連作）：役者たちに父の

GI981－15　　　　　　　　　　　　　　　　　肖像）：マルガレーテの獄室のファウスト》　　　　毒殺場面を演じさせるハムレット》

ウジェー・・ドラク・ワ［1798－1863］　　1鷲フ　　　　　　鰐膓。．
《『ファウスト』（17点連作およびゲーテの　　　　　　250×215mm（IIIIi　lfli）　　　　　　　　　　　　　　246×323　mm　（　Plii　111i　）

i繊難走するメフィスト　馴竃繊鮒一㎡羅灘議竃撫チ1is
リトグラフ　　　　　　　　　　　1828　　　　　　　　　　　　Father’S　P・is・ning
260×210mm（画面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1835

E。gene、DELACR・IX［1798－1863］　　　ぎ㌫mm（image／　　　　　；腰㌫。（il。、，。、
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《『ハムレット』（13点連作）：ハムレットとポロー
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《『ハムレット』（13点連イlt三）：オフィーリアの死》
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教育普及に関わる活動報告

Report　on　Educational　Programs

今年のFun　with　Collectionは、絵画の形体をテーマに、当館のコレ　　　14：00－15：30　講堂　定員：145名　無料

クションを中心に18点の絵画作品を7種類の形体に分類して展示し　　　　6月24日（火）

た（・，i・’／；・・SUIは展覧会を参照）・例年のように・スクール・ギャラリ＋　 9二；㌍㍑≒驚野灘魏画熱1官紗
ク、週末にテーマに関連した創作・体験プログラムを実施した。

糊展では、春の「織りだされた絵画一国立西洋美術館所蔵　漂号把ドiJヒの素描＿写生講想、酬

17－18　IU紀タピスリー」展をはじめ、夏の「ドイツ・ロマン主義の風景素　　　　　大原まゆみ（明治学院大学教授）

描」展・秋の「レンブラントとレンブラント派一聖書・神話・物語」展　　　　8月10日（日）

に関連して実施した講演会に多数の参加者があった。今回は、染　　　　「ナザレ派と美術アカデミー」

織の修復家や版画家による講演もあり、これまでとは異なる人々を惹　　　　　尾関幸（東京大学助手）

きつけることができたのではないかと思われる。また、「レンブラントと　　　　　8月17日（日）

レンブラント派一轄・端物語」展では・美術史研究者を対象　㌫㌫㌫1㌫蕊㌶；アいて」

に美術史学会と共催で内外の専門家を招いてシンポジウムを開催

した、1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「Fun　with　Collectionココロのマド　　絵のかたち」

・7・、・1渡のインターンシ。プは、教鰭及のみの受け入れとなった。　13：°°－16：°°講堂題：4°名無料

1・1・（2・・3醐一2・・4年3月）を期間として6名のインターンを受（ナ入　i2㌶繊近代の思考」

れた、研修のテーマは、昨年と同様に夏の企画の補助と、親子で使　　　　　高山宏（東京都立大学教授）

川する常設展の作品鑑賞用教材’びじゅつ一る”の開発・作成とした。

酬蛎ンターンが近代の美aif作品を対象とするツールを開発し　㍑三謬竃ラ譜緯㌶話’物語」

たのに対し℃今年度はオールドマスターの作品を対象に指定した。　　　　10月ll口（十）

18111：紀以前の古い美術作品は、一般の来館者にとってもわかりにく　　　　「わたしのレンブラント」

いものであるが、それを幼い子どもとその家族が楽しむのを補助す　　　　　申林忠良（東京芸術大学教授版画家）

るツール開発は、インターンにとってもやりがいのある内容だったと思　　　　　ll月8日（土）

われる／）　　　　　　　　竃罐謡；議館学芸課長）
　昨年度からの懸案事項であったボランティアについては、その目

的と具体的な活動内容を決定して来年度の募集の準備を行なった。　　　「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展生きた証　　占代ローマ

そこでボランティア・プ・グラムを馴・担当するボランテ・ア・コーデ　亮㍑。。14、＿。講堂韻、145名無1．：1．

イネーターを新たに採用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月2日（火）13：30．15：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「VIXERVNT　OMNES彼らはみんな生きた」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パオロ・リヴェラー二（ヴァチカン美術館古典考古学部長）

［活動覧］　　　　　　　　麟爵麗醸罐舞1⊆員）
1）Fun　w、th　C。llecti。n　　　　　　　　　筒井賢治（鯨大学非醐講師）

ココロのマドー絵のかたち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月13日（土）14：00－15：30

会期：2003年7月1卜1（火）－8月31日（日）　　　　　　　　　　　　　　　「恋愛を指南するローマの詩人一オイディウスを中心に」

＊。丁細は隈覧会」を刻！（｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日向太郎（国立西洋美術館客員研究員）

2脳会　　　　　　　　膣㌶徽館欄了代゜一マ彫刻飽きた証占代゜一マ
「織りだされた絵画　　国立西洋美術館所蔵17－18世紀タピスリー」　　　　記念共催講i演会「文明の発祥地：古代ローマ帝国と地lll海」

14：00－15：30講i堂　定員：145名　無料　　　　　　　　　　　　　　共催：NHK、イタリア文化会館（東京）後援：イタリア大使館協賛：

　4JJr）日（1二）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿島美術財団

　「タピスリーの保存と修復　　庭園婦女之図を中心に」　　　　　　　　　3月27日（土）13：00．16：00

　石月：）き恵（染織品保存修復家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　基調講演：

　5月10日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「トラヤヌス帝と彼のローマにおける公共ll己念建造物」

　「絵画と工芸の間で一ヨーロッパのタピスリー芸術」　　　　　　　　　エウジェニオ・ラ・ロッカ（ローマ考占財監督局総監ラ・サピェンツ

　高橋明也（国立西洋美術館主任研究官）　　　　　　　　　　　　　　ア大学教授）

rドレスデン版画素描館所蔵ドイツ・・マン蟻の風景素描」　　認1｛謬㍍膓鑑謡鷲㌶㌫㌃璃
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　ルイーザ・ムッソ（ローマ第1人学教授）　　　　　　　　　　　　　　人と1：j像」展

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llJj12日（金）18：00－18：40　講堂　定員：145名　展覧会観覧料
　コメンァーター：

　日高健　・郎（頚［波人学教授）

　芳賀京∫ql本学イ，1；∫振興会特別川究，li　東京人学非常勤1，ll｝師）　　　　6）先生のための観賞プログラム

　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lFun　with　CollectiOnココロのマドー絵のかたち」

蒜孟ri淑働授）　　　　　7J」4欄18…棚要説・リ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン版1由i素描角‘；所蔵ドイツ・ロマン主義の風景素描」展

3）シンポジウ1、　　　　　　　　　　　　8川1（金）18：00一概1要1・；11リ1襯覧

川際シンポジウム「レンブラントと17世紀オランダ物、i帥llU　　　　　　　　「レンブラントとレンブラント派　　聖、1｝、神話、物語」展

企lll｜i構成：’1’1　ti　i輝（国、フ1西洋）訪1；∫館）、小林頼f（11　1’1大ノ1∫：国、ン1西　　　　10月1711（金）18：00一概要説明・観覧

洋）こ術館客員研究貝）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヴァチカン）（E術館所蔵lii代ロ＿マ彫刻展生きた証＿古代ローマ

　9Jj13H（Dl3：0（）－17：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人と肖像」展

　「レンブラント研究の」見在」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：3JJ19．　Il（金）18：00一　概要li兇1リ」・観覧　　　　、、

　ヤン・ケルヒ（ベルリン国、Z絵［llli館）

　「物語画家レンブラント肖像画家レンブラントー展覧会によせて」　　　7）教員研修

　・1・1：福輝（国、τ1戊日洋美術館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「夏季教員研修会」

「レンブラ。ト作《聖家族》のアトiJビューシ。ン変遷史（1722年～柵」　8月25日（日）1°：°°－17：°°・言懸鴛li服示室　t、、1．1．11．、ノ7

ターコ．ディビ。ツ（アムステルダ姻、玩美術館）　　　　　＊武蔵咄蹴f屹’蹴階桜イ洲絵’4端1対lll川乍胱会が参」JII

「レンブラントと彼のパトロンと聖1制　　　　　　　　　　　　　　　　8）創作・体験プログラム

フォルカー’マヌート（ネィメーヘン大学）　　　　　　rFun　with　C。ll。，ti。。ココ。のマド　絵のかたち操

9月14日（H）10：00－18：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月26［（ヒ）13：00－16：00

「模倣と独自性一レンブラントの弟r一たちの物語1由iをめぐって」　　　　　「体験・東西の絵のかたち」

ジョナサン・ピッケル（アムステルダム国iZ）k術館）　　　　　　　　　　　対象：小学校4年生以ヒ　フじ員：15名　参加費：5001ij

　「アールト・デ・ヘルデルとヤン・ステーンとハウブラーケンの『完全　　　　　8Jj611（水）、711（木）10：00－17：00

　なる絵画』」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「タイムトラベラー」（2目問プログラム）

　デイヴィッド・デ・ウィット（クウィーンズ大学アグネス・イサーリント　　　　対象：小学校5年生以L　定員：15名　参加費：1，000円

ン’アート’センター）　　　　　　　　　　　8）j211（i，）、9LI（－h）、10H（IDI（）：OO．17：00

　「レンブラントの物語画とトローニー」　　　　　　　　　　　　　　　　「幻視写真」（3日間プログラム）

　小林頼f’（目［t］大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：高校生以ヒ　定貝：15名　参加費：1，00011」

「レンブラントのヌード《ダナエ》をめぐって」　　　　・馴：噸義彦ぱ〔家）

　h己山奇rS多笈：（東」ヒノ人こ♪診）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月1611（こヒ）、17LJ（1｜）10：00－17：00

［7ンブラントζネニごルラントのr版1・酬』」　　　嘉㌶㌫譜｛麓㍊1蓼㌶認，」

　高橋達史（削ll学院大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：夏目房之介（マンガ・コラムニスト）

　「オランダ物語画の需要層をめぐって」

　マルテン・ヤン・ボク（アムステルダム大学）　　　　　　　　　　　　　9）ウィークエンド・ファミリー・プログラム

　「レンブラント作《目を潰されるサムソン》一ルーベンスへの挑戦　　　　「ヴァチカン美術館所蔵rff代ローマ彫刻展生きた証一古代ローマ

　作としての位置づけをめぐって」　　　　　　　　　　　　　　　　　人と肖像」展

　中村俊￥tf（｝i（都大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月20日（土）、21日（H）10：00－12：00　13：00－15：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ぼくの、わたしの大切なもの」

4）ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：小中学生とその家族　50組100名（各lli｜25名まで）

「織りだされた絵画一国立西洋美術館所蔵17－18世紀タピスリー」展

14：00－14：40　展覧会会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）コンサート

4月411（金）、5月16日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン版画素描館所蔵ドイツ・ロマンi三義の風景素描」展

「ドレスデン版画素描館所蔵ドイツ・ロマン主義の風景素描」展　　　　　　7J］11［1（金）17：00－19：00　企lllli展示館ロビー　無料

18：00－18：40　展覧会会場　展覧会観覧料　　　　　　　　　　　　　　「シュノル父・子とメンデルスゾーン」

7JJ1811（金）、8月15日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画・進行：瀧井敬r－（東京藝術大学演奏芸術センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演奏：浦川宜也（ヴァイオリン）、他東京藝術大学有志
「ココロのマドー絵のかたち」展

予約制　対象：小・中・高校生の団体　常設展観覧料（高校生のみ）
46団体（小学校：15、中学校：24、高等学校：6、小学校PTA：1）が　　　　11）印刷物

参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会作品リスト：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン版画素描館所蔵ドイツ・ロマン主義の風景素描」

㌫1三プラント派一＿＿」展　隠輪㌫謙璽1一古代・一マ
18：00－18：40　講堂　定員：145名　展覧会観覧料

9月261・1（金）、10月10日（金）、10月24日（金）、ll月7日（金）、11月21日（金）　　　ワークシート：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　「Fun　with　Collectionココロのマド　　絵のかたち」
「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展生きた証　　古代ローマ
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　　　ジュニア・パスポート：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bible，　Mythology　and　Ancient　History”

　　　「ドレスデン版画素描館所蔵ドイツ・ロマン主義の風景素描」　　　　　　2：00’3：30Pln’Lectu「e　Hall，　CaPacity：145・f「ee°f　cha「9e

　　　「レ・ンブラントとレンブラント派　　聖書、神話、物語」　　　　　　　　　　　October　l　l（Sat・）

　　　「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展生きた証　　’古代ロー　　　　“Remb「andt”
　　　マ人と肖像」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tadayoshi　Nakabayashi（P「ofesso「’Tokyo　Nati（）nal　Unive「sity°f　Fine
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arts　and　Music）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　November　8（Sat．）

　　　12）インターンシップ・プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Rembrandt：A　History　painter・

　　　教育普及　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Akira　Kofuku（Chief　Curator，　the　National　Museum　ol　Western　Art，

　　　［テーマ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo）

①瓢漂麗：＝㌶グラム瀞’たち」関連のギヤ　rl＝；；：。1・＝；・・…m－y・・L・f・・Anc・…R・inan　P・rt・・…

　　　②「03年度びじゅつ一る」の開発・作成　　　　　　　　　　　　2：00－3：30pm，　Lecture・Hail，　Capacity：145，　free。f　charge

　　　　　「絵をめぐる本」（千葉）、「かるたブック」（山内）、「わたしのしるし」　　　　March　2（Tues．）1：30－3：00　pm

　　　　　（広川）、「みるっとバッグ」（岡村）、インストラクション・シート（清家）　　　　・Testimony　of　Life”

　　　期間：2003年4月1日一2004年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　Paolo　Riverani（Chief，　Ancient　Archeology　Department，　Vatican

　　　指導：寺島洋子・藤田千織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum）
　　　インターン：岡村有希子、吉備久美子、清家三智、千葉薫、広川未央、　　　　Mitsumasa　Takanashi（Cu「ato「，　the　National　Museum　of　Western　Art，

　　　山内舞子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺島洋子）　：鵠yuga（Guest　Resea「che’，　the　Nati°nal　Museum°f　Weste「n　Art，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenji　Tsutsui（Lecturer，　University　of　Tokyo）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March　l3（Sat．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘tThe　Roman　Poets　Who　Taught　on　Love：Featuring　Ovid”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Taro　Hyuga（Guest　Researcher，　the　National　Museum　of　Western　Art，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo）

［・verv・・w・・Pr・9・am・］　　　　　　　㍑蕊蕊1：㌫ご㌫。，C。lt。，e、A。，、en，　R。m、n　Em，、，eand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Mediterranean］

　　　1）Exhibition　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Emperor　Trajan　and　His　Public　Monument　Structures　in　Rome”

　　　Fun　with　Collection‘“Window　of　the　Heart：The　Forrns　of　Paintings”　　　　　　　Eugenio　La　Rocca（Superintendent，　Rome　Municipal　Office　of

　　　Duration：July　l－August　31，2003　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cultural　Properties　and　Professor，　University　of　Rome“La　Sapienza”）

　　　In　the　Museum　E・hibiti°n　G・ll・・ies　　　　　　　　　　・Emp・…S・ptim・・Seve・u・and　Hi・Wife　and　S。。、，　lm。g。，　a。d

　　　＊F°「details，　see　the　Exhibiti・n　R・p・「t　se・ti・n　　　　　　　p・liti・al・P・・P・gand・b・tween・th・R・m・・Empi，e。nd　L。pitu、　M、9na

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iri　Africa”

　　　2）Lectures　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Luisa　Musso（Professor，　the　University　of“Roma　Tre”）

　　　R・1・t・dt・th・・xhibiti・n，　“W・・en　Pi・t・・e・・17th　and　18th　Cent・・i・・　　C・mment・t・・s・Ken’i・hi・・Hid・k・（P・・f・・s・・，　T・uk・b・U・ive・sity）

　　　E…pea・T・p・・t・i・・i・th・N・ti・nal　M・・eum・f　W・・t・・n　A・t　C・11・・ti・n”　　Ky・k・H・g・（Lect・・e・，　U・ive・sity・f　T・ky・）

　　　2・00≡3・130　pm・Lect・・e　H・ll・C・pacity・145・f・ee・f・h・・g・　　　　　M・d・・at…Shig・t・・hi・O・an・（P・・fess・・，　U・i・e・sity・f　T・ky・）

　　　　　April　5（Sat、）

　　　　　“Collservation　and　Restoration　of　Tapestry”　　　　　　　　　　　　　　　　　3）Symposium

　　　　　Mie　lshii　C「extile　C°nse「vat°「）　　　　　　　　　　1・t・・nati・na1　Symp・・i・m・R・mb・andt・nd・17th・C。nt。ry．D。t、h　Hi、t。ry

　　　　　May　lO（Sat．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Painting”

　　　　　“Between　Painting　and　Craft：Art　of　the　European　Tapestry”　　　　　　　　　　Organizers：Akira　Kofuku　and　Yoriko　Kobayashi－Sato

　　　　　Akiya　Takahashi（Curator，　the　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo）　　　　Chair：Yoriko　Kobayashi－Sato

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　September　13（Saし）13：00－17：00
・Relat・d　t・th・・xhibiti…“R・manti・Land・cap・D・awi・g・1・・m　th・　　・R・mb・andt　T・d・y・

5罐蹴＝腸e；lpac、，y，145，，，ee。，，h。，ge　　　・anK・1・h（…ec・・r，・G・m・ld…1・…，…li・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Rembrandt　or　an　Idiosyncratic　Artist：Introduction　to　the　Exhibition”

　　　　　J山1e．24．（Tue・）．　．．　　．．，、　　　　　Aki・a　K・f・k・（Chi・f　C・・at・・，・th・N・ti・nal　M・・e・m・f　W・・t・・n　A・t，

　　　　　“P「eliminary　D・awlng・f・・Pamtlng・by　L・dwlg　Rlcht・・　　　　　T・ky・）

　　　　　Petra　Kuhlmann－Hodick（Curator，　Kupferstich－Kabinett，　Dresden）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“The　Reception　of　Rembrandピs〃O！y∫Fami！y　by　／〉’ight：］722　to　Todaジ

　　　　　July　20（Sun・）　　　　　　　　　　　　　　T…Dibbit・（C・・at・・，・Rijk・m・・eum，　Am・t。・d。m）
　　　　　“Drawings　by　Caspar　David　Friedrich：Sketches，　Designs　and　Finished
　　　　　Works・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Rembrandt，　his　Patrons　and　the　Bible”

　　　　　M・y・・mi　Oh・・a（P・・fess・・，　M・iji　G・k・i・U・ive・sity）　　　　　　V・lk・・Manuth（P・・f・・s・・’K・th・li・k・U・ive・sit・it・Nijm・ge・）

　　　　　A・g・・tlO（S・・、）　　　　　　　　　　　　　　S・pt・mb・・14（Sun）10・00－17・00
　　　　　・Th・N・・a・ene・and・th・Acad・mジ　　　　　　　　　　“lmit・ti・・and　O・iginality・in　th・Hi・t・ry・P・i・ti・g・・f　R・mb・andピ・

　　　　　Miy・ki・O・eki（R・・ea・ch　Ass・・i・t・，　U・ive・sity・f　T・ky・）　　　　　P・pil・”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jonathan　Bikker（Guest　Researcher，　Rijksmuseum，　Amg．　terdarn）

　　　　　August　l　7（Sun．）

　　　　　L℃・・lG・・tav　C。・us　and　G・eth。・F。，u，ed。n　Land・cap・・　　　　　“A・「t　d・G・1d・・，　Jan　Steen，　and　H・ub・ak・n’・P・・fect　Pi・tu・e”

　　　　　K・ik・M・iw・（L・・t・・e・，　W・・ed・U・ive・sity）　　　　　　　　Da・id　d・Witt（B・d・・C・・at…fE…pean・A「t・・Th・Agne・Eth・・i・gt・n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Art　Center，　Queen’s　University，　Kingston）

　　　Related　to　the　exhibition，“Window　of　the　Heart：The　Forms　of　　　　　“Roles　of　Tronies　in　the　History　Paintings　of　Rembrai’idt”

　　　Paintings”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoriko　Kobayashi－Sato（Associate　Professor，　Mejiro　University，

　　　1：00－4：00pm，　Lecture　Hall，　Capacity：40，　free　of　charge　　　　　　　　　　　　　Tokyo）

　　　　　August　24（Sat．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Rembrandt’s　Nudes：A　Study　of　Danae”

　　　　　“Forms　of　Paintings　and　Modern　Thought”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Akihir（）Ozaki（Professor，　Tohoku　University、　Sendai）

　　　　　Hi「°shiT・k・y・ma（P「°fess°「，T・ky・M・t・°p・lit・n　Unive・sity）　　　　・R。mb，andt　and　N，th。，la。di、h　’P，i。tbibl。，・f，。nl　l6th　l。18th

　　　　唖　　　　　　　　　　．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Centuries”

　　　Related　to　the　exhlb血on，“Rembrandt　and　the　Rembrandt　School：The
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　　TatsllshiTakahashi（Prolussor，　Aoyanla　Gakllill　Ulliversity．Tokyo）　　　　　　　　　　Tar9（・t　audieri（’e：Ov’er　the　age　of　15，　CaPacity：15，1’arti℃il）ilti〔川1いc：

・ Th，M。，k。t　l，、rD。k・h　lli、1。i）・　1・。i。｛i、llf、・・ 　　　　　　　　19｛｝1）｝’ell　．．
M。rt。，、」川B。k（1・，。1。、s。r．　Ulli、・c，sit。it　v。，　A，、sl。，d、m）　　　　　1’・ci］it・t…Y・shlhlk・）lt・（Ph・t・9・・1・h・・）

R。mbr。。dt・s／3〃“、／！“SJ。／・V、“，s。“、∧W。，k　l。，　A，・i，・i。　Em・1・ti・・1・with　　”Playill処itl｜A「t　iii　Manga　F「alnc“”（Tw°一（lay　1）r・1’・・m）

R。b，。s？，・　　　　　　　　　　　　　　　　A・9Ust　16（S・t）・・d　17（SUn川・00・m－5・00　Pm
・・bshll－N・k・1－・・P…一・Ky…Um－ly・　　　　］1；蒜：：ydicu）cc’°ver　the　agci°f　l5・Capacity：15，　Pa「ticipati°n　fee

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Faci川ator：1：uSanoSukc　NatSumc（M《1119a　ColUmllist）

4）Gallery　Talks

R・1・t・dt・lhe・’・hibiti…“W・ve・Pidure・・17th　an〈1　18th　（’c・tu「ie・　　g）Family　Pr・）9，am

㍑（1；1：llll；：1；、！｛；慌1㍑：1・1：h：ill；i漂；｜llll㍑1忠認（’ctl°バ　蕊・甑lll㌶1忠：ジ・…im（川y・－llc・…R・man　P・…a…

APril　4（Fri，），　May　l6（Fri．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“My　IlnPortal｜t　Thil｜gs”

Rclated　to　the　exhibiti（川，“Romantic　Lan（lscape　Drawings　frorn　the　　　　　Target　audience：50　Pairs　of　IOO　participants　made　up　of　an

Kupfers　ticl’）－Kal）inett　Dresden” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　elemelltary　school　or　middle　school　shldellt　and　a　parent

Each　G：00－6：40　prn，　Galleries，　Capacity：20　each，　free　of　charge　with　　　　　　March　20（Sat・）

admissioi］to　exllibition　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．Morning　session　lO：（）0－12：00　am

July　l8（Fri．），　August　l5（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　Afternoon　sessi（）n　1：00－3：00　pm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March　21（Sun．）

Related　to　the　exhil）ition，“Window　of　the　Heart：　The　Forms　of　Paintings”　　　　　：3・　Morning　session　lO：00－12：00　am

l川ellded　audiei－1ce：School　children　from　the　age　of　g　to　l8　　　　　　　　　　　　　4・Afterlloon　session　l：00－：3：00　pm

Capacity：50　each，　free　of　charge　except　high　school　students　with　　　　　　＊Same　content　for　all　f（｝11rsessions・

adInissiOII　fee

Period：July　1－August　31，2003　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）Concert

P・rtidp・ti・n・4（〕sch°°ls　　　　　　　　　　　　R・1・t・d　t・the　exhibiti・・，・・R・Illa・ti・La・・lscap・D・awi・g・f・・m　th・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kupferstich－Kabinett　Dresdeバ

5）Slide　Lectures　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　July　l　1（Fri．）5：00－7：00　pln、　Lobby　of　the　Special　Exhibition　Gallery、

Related　to　the　exhibition，“Rembrandt　and　the　Rembrandt　School：The　　　　　Capacity：100，　lree　of　c1」1arge

Bible’Mythology　and　Ancient　Historジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Schnorr　Family　and　Men（lelssohlゴ’

E・・h6・00－6・40　pm・Lect・・e　H・111　C・pacity・145　each・f・ee・f・h・・g・　　　O・ganize・・K・ik・T・kii（T・・ky・N・ti…1　U・ive・sity・f　Fine　A・t・an（l

September　26（Fri・）・October　lO（Fri・）・October　24（Fri・）・November　7　　　　　　Music）

（Fr輻），Novelnber　21（Fri・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Musicians：Takaya　Urakawa，　Violin（Professor，　Tokyo　National

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　of　Fine　Arts　and　Music）and　students　from　the　Tokyo

Related　to　the　exhibition，“Testimony　of　Life：Ancient　Roman　Portraits　　　　　　National　University　of　Fine　Arts　and　Music

from　the　Vatican　Museums”

ぽ聯ll；pm，　Lectu「eHal1，　Capacity：145each’f「ee°fcha「ge　l1）・・blica・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exhibition　brochures：

6）T…h・・s’P・・9・am　　　　　　　　　　　　　“R・manti・Landscap・D・awi・9・’fr・m　the　K・pl…ti・h－K・binett　D・e・den’▼

R。1。t。d　t。　th。・exhibiti。。，・Wi・d・）w・f・th・H…t・Th・F・・m・・f　P・i・ti・g・・ 　　“IRe［”b「andt⊇the　Remb「andt　Sch°（）1：The　Bible，　Myth°1（’gy　a”d

・・ly4（・…）・…pm・・・・…eH・ll・・dG・ll・・・・・…ee…h・・g・
　　㌫蒜t：靴、f。、Ande。，　R。man　P。r，，a、，、，，。m，h。V。，、can　M。、eum，・

Related　to　the　exhibition，‘‘Romantic　Landscape　Drawings　from　the

K。pf。，sti。h．K。binett・D，e，derl・ 　　　　　　　　　　1－°「ksneet：　．．　　　　　　．．，，
A。gust　1（F，i．）6、00　pm，　Lect。，e　H。11，　C・pa・ity、145，　f・ee・1・ha・g・　　　Fun　with　C°11ecti°n　Wlnd°w°f　the　Hea「t：The　F°「ms°f　Paintings

R。1。t。d　t。　th。・exhibiti。。，・R・mb・a・dt・and　the　Remb・a・dt　S・h・（・1・The　｛uni°「PgssP°「t：　　．　　　　．　．　　，，

Bibl。，　Myth。1。gy　and　A。，ient・Hi・t・ly・ 　　　　　　　　。R°mantic　Landscape　Drawings　f「°m　the　Kupfe「st’gh－Kabinett　D「esden
・・・・…17（・…）・…pm，　Lec…eH・11…pac・ty・145・f・ee・f・h・・g・　6：三蒜㌶d　the　Remb「andt　Sch°°1：The　Blble’　Myth°1°gy　and

R。1。t，d　t。　the　exhibiti。。，・T，、tim。ny。f　Lif。、　Anci。nt・R。man　P。・t・ait、　“Testim°ny°f　Life：Ancient　R°man　P（）「t「aits　f「°m　the　Vatican　Museums”

from　the　Vatican　Museums”

March　l9（Fri．）6：00　pm，　Lecture　Hall，　Capacity：145，　free　of　charge　　　　　　l2）Internship　Program

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Education

7）Teachers’Seminar　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Trainhlg　program：
“ Summer　Seminar’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．Related　to　the　exhibiti（）n，“Fun　with　C（．）llection　Wiridow　c）f　the　Heart：

August　25（FrL）10：00　am－5：00　pm，　Lecture　Hall　arld　Museum　　　　　　The　Formsof　Paintings”

Collection　Galleries，　free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Interns　l）resented　gallery　talks　and　assisted　with　Creative－Experiential

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Programs

8）Creative・・Experiential　Program　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

膿！°theexhibiti°n，“Wind°w°ltheHeart：TheF°rms°f　2鷲1灘騰。漂職；隠蕊1；蹴
　　“Experiencing　the　F（）rms　of　Asian　and　Western　Painting”　　　　　　　　　　　Yukiko　Okamura．

竃郷％謬・g・…9・，・・pac・・y・1－・・p・…n・ee・器撒i駕瓢、、a，。、。、k。K。。ru　Chib。M、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　‘Time　Traveler”（Two－day　pr（）gram）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hirokawa，　Maiko　Yamauchi

　　August　6（Wed・）and　7（Thurs・）10：00　am－5：00　pm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yoko　Terashima）

　　Target　audience：Over　the　age　of　10，　Capacity：15，　Participation　fee：

　　1000yen

　　“Ha］lucinatory　Photographゾ（Three－day　program）

　　August　2（Sat），9（Sat）and　lO（Sun．）10：00　am－5：00　prn
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研究資料センター

The　Research　Library

　　研究資料センターは、西洋美術史や美術館活動に関する資料を収　　　　［研究資料センター利用統計］

　　集し、当館職員の職務の遂行に資すること、および館外の研究者、　　　開室日数：96日

　　剖“1家と情報資源の共有を図ることをふたつの柱として活動してい　　　登録人数：64人（更新および新規登録）

　　る，、このうち後者に関しては、2004年3月のOPAC（オンライン蔵書目　　　　閲覧者数：111人

　　録）のインターネットへの公開開始により、館外からの情報アクセスの　　　　レファレンス件数：58件（電話・文書・電子メール等）

　　機会が大幅に拡大したelG館ホームページより利用ロ∫能）。　　　　　　　出納：229件（764点）

　　　館外利用者のための研究資料センターの開室は、昨年度に引き　　　複写：373件（3，867枚）

　　続いて週2日（火曜日、金曜日）実施し、計96日間の開室日において延

　　べlll人の利用があった，レファレンス・サービスについては、外部か　　　［主要収集資料（特別収集）］

　　ら電話・文書・電子メール等で寄せられた質問に対して58件の回答　　　　Bib〃oteca　Cicognara［microform］，Urbana，　Ill．：Leopoldo

　　を行なった。また専門図書館協議会関東地区協議会のグループ見　　　　Cicognara　Program・University　of　IIIinois　Library；［Vatican　Cityl：

　　学を受け入れ、専1咽書館としての機能や活動の概要を紹介した。　Vatican　Lib「ary，1989

　　このほかアート・ドキュメンテーシ・ン研究会が主催する美術図書館　＝1隠↑；；8輌醜’δs己Albumξdit6　pa「less°insde

　　関締llミ｜1鮫流会に協ノJし・錫となった当センターでは・主賓の　L。C。，b。，i，r，、N。，i。。。1〃。，。。mわ醐、，。。，蜘，鞠②，．1956

　　ニューヨーク大営微研究1輪゜ン’チ・カンゼフ図書館長を交　Th。・M。，eum。f・M。d。，n・A，，・A，，ists　Files［mi，，。f。，m］，．Alex、nd，i、，

　　えて）こ術図書館の連携をテーマに活発な議論が展開された（下記　　　　Va：Chadwyck－Healey，1986

　　　・覧参照）。

　　　資料収集については、西洋美術に関する資料の購i入を例年通り　　　　［行事記録］

’　実施したほか、特別収集としてル・コルビュジエの本館設計に関わる　　　　専門図書館協議会関東地区協議会「国立西洋美術館研究資料セ

　　資料や、ニューヨーク近代美術館アーティスト・ファイル・コレクション　　　　ンター見学会」

　　をマイクロ化した資料等を購入した（下記一覧参照）。また西洋美術　　　　日時：2003年12月3日

く器㌶㌶麟麟篇巖1三識き☆一「美一一国際交流会」
　　学図，ll・館等の計461機関と連携・協力し、展覧会カタログや研究紀　　　　参加者数：20名

　　要、年報、ニュースレター等の刊行物の交換を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川u雅刊

　　　ll録作業については、例年通りOCLC（Online　Computer　Library

　　Center）等書誌ユーティリティを活用し、和洋図書1，633件、マイクロ

　　資料8件の目録データを図書館管理システムに登録した。このうち

　　生川文庫を含む遡及入力件数は514件である，，逐次刊行物のデー

　　タ肋は胸渡1司様に実施した・なお・このデー燈録件数は受入　The　ac，i。・ti。、。f，h。　R。，ea，ch・Lib，ary。f，h。　NMWA，an　b。　g，。、p。d　il1

　　資料全体の・部にとどまるもので、情報資料へのアクセスを保障す　　　　tw（）categories，　namely　the　gathering　of　materials　related　to　the　history

　　るためには整理業務の効率化が急務であるが、この課題への取り　　　of　weste「n　a「t　and　a「t　museum　activities　and　providin9　materials　for　the

　　組みは次年度以降に持ち越した。　　　　　　　　　　　　　　　　wo「k　of　museum　sraf．f　members’and　the　sha「in9　of「esea「ch「esou「ces

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　external　specialists　and　researchers．　ln　terms　of　the　latter，　public
　　　収蔵作1ill1情報のデジタル化については、文化庁が推進する文化　　　access　to　research　collections　in　the　NMWA　was　greatly　expanded　by

　　遺産オンライン構想に収蔵作品データ27件を提供し、同事業への協　　　the　March　2004　opening　of　Online　Public　Access　Catalogue（OpAC）via

　　力を行なった，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　lnte「net’This　info「mation　can　be　accessed　via　the　NMWA　website’

　　　来舗サービスの・環として本館ll綱一ゾーンに設置してい　，，」；1，㍑蒜y＝麗1蒜三；蒜lll忽鷺，器

　　る資料コーナーでは、前年度と同様、当館が刊行した過去10年分の　　　twice　a．week（Tuesday　and　Friday）．　The　room　was　available　a　total　of

　　展覧会カタロ久年報、紀要のほか、美術事典や美術館一覧等の市　　　　96　days　during　the　fiscal　year．　There・were　1・11　visitors　t・the　r・oni　during

　　販1：1」行物を一一般来館者の閲覧に供した。2004年3月末時点での配　　　that　time　Pe「iod’Rega「ding　NMWA「efe「ence　services・　staff　meml）e「s

　　置数は・92タイトル（131点）各2セ・トである・同じくフリーゾーンにあ　ご蒜蒜「悉、1留蒜，：：＝，蒜㍑；ご］lllll；

　　るデジタルギャラリーについては、前年度に引き続き、絵画155点、素　　　Special　Libraries　Associati。ll　pr。vided　th（）se　visit。rs　with　all

　　描24点、版画10点、彫刻15点、計204点の作品情報を提供した。　　　　　introductc）ry　overview　to　the　NMWA　referen（‘（、　c・］］ecti・11’s　hlllcti・ns

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　activities　as　a　special　library．　The　Referen（’e　Library　staff　also

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cooperated　with　The　Japan　Art　Documentation　Society’s　interllational

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　meeting　for　those　related　to　art　libraries．’11he　NMWA　Refere【1ce　Lil）rany

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　the　site　for　this　meeting．　The　keyn（）te　speaker　was　Sharon



Chk・kanzeff、　Dircct《）r　ol　Ijl）raries，　lnstitut（・of　Fil｜いArts，　Ncw　York　　　　　Number（）f　participants：45

U川vいrsity．　Chickanzeff’s　ttilkoll　co（，peration　bctwuen　art　librari（is　led　to

alive｜y　discussi〈川sessi（川（s（ic・uhart　bdow　regardillg　the　me（’ting　　　　　lnternati（）nal　Meeting　of　Art　Library－related　Professionals　held　by　The

I　）　ro　g」　K．u　1）），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jap2111　Art　Docurnentati（）n　Society

　　I。　terms・hn・t…i・1・・cq・i・iti・n，　th・Libr・W…rried・・t　th・．・・t・・d・rd　　M・rcl）　16，　2004

・nml・1・cq・i・iti・11・1・・1・te・i・1・…1・t・d　t・we・t・・ll・・lrt，・witll・（jditi・ll・l　　N・1・b・’・・f　P・rti・iPa・t・・20

special　c《）ll（・（’till．g，　il日hいar（・a　of　mak・rials　rel～｜tcd　to　L（・・Corbusier’s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（MasakoKawaguchi）

architcc’tural　l）hns　lor　the　NMWA　Main　Building，～ind　the　purchase（｝l

micro　lormat　version：　of　thいArtis　t　Fil（ts　from　th（i　Museun）of　M《）d（・rll　Art，

New　York（see　ch三lrts　below）．　The　Western　Art　FoundatioTi　d（）nated

fllnds　that　covered　a　portioll　of　the　book　ac（luiSitiOl）s　for　the　period．　ln

addition，　the　Research　Library　worked　Vvithin　the　intem～｜tional　materials

exchange　program　frainework　whereby　during　this　fiscal　year，　the

NMWA　exchallged　c（）pies　of　its　exhibitioll　catabgues，　research　journals，

annual　bし川etir｜s，　newsletters，　and　other　printed　materials　with　a　total　of

461art　museuln　and　university　libraries　in　and　out　of　Japan．

　　Library　cataloguing　work　continued　with　the　standard　annual　use　of

the　OCLC（Online　Com｝）uter　Library　Center）bibliographic　utilities　to

record　catalogue　data　for　a　total　of　l，633　Japanese　and　nor1－」apanese

language　books　and　8　microform　items　in　the　library’s　management

system，　Within　these　total　figures，514　items　were　retroactively

catalogued，　including　items　in　the　lkuta　Library．　Catalogue　data　on

periodicals　was　collected　as　in　the　previous　fisca［year．卜lowever，　not　aU

of　the　periodicals　received　during　the　fiscal　year　were　catalogued，　and

in　order　to　preserve　access　to　informati（）n　materials．　，　rush　work　is　being

carried　out　to　improve　efficiency　in　management　processes．　The　issue

of　catabguing　periodicals　efficiently　wm　be　carried　over　and　addressed

in　the　next　fiscal　year　and［ater　time　periods．

　　The　digitalization　of　NMWA　collections　art　work　information

included　the　presentation　of　data　on　27　works　in　the　NMWA　colIection

as　part　of　the　Cultural　Heritage　Online　Project　being　advanced　by　the

Japanese　Agency　for　Cultural　Affairs．　The　lnformation　Services　staff　lent

their　efforts　to　this　project．

　　The　Browsing　Corner，　established　as　part　of　the　Free　Zone　located　on

the　lst　Floor　of　the　Main　Building　of　the　NMWA，　is　provided　as　a　service

for　visitors．　As　irl　previous　fiscal　years，　the　Browsing　Corner　provided

museum　visitors　with　access　to　copies　ol　exhibiti（）n　catalogues、　annual

bulletins，　and　annual　lournals　of　the　NMWA　from　the　past　decade，　along

with　a　selection　of　commercially　available　art　dictionaries　and　art

museum　guides．　As　of　March　31，2004，　the　Browsing　Corner　displayed

two　sets　of　92　titles（with　131　individual　items　in　each　seり．　The　Digital

Gallery，　also　located　in　the　Free　Zone，　displayed　information　on　a　total

of　204　art　works　in　the　NMWA　collecti（）ns，　namely　l55　paintings，24

drawings，10prints，　and　l5sculptures．

［Research　Library　Usage　Figures］

Open　days：96　days

Registrations：64（both　renewal　registrations　and　new　registrations）

Library　users：111

Reference　queries：58　incidents（received　by　phone，　letter，　and　email）

Loans：229　incidents（764　items）

Photocopies：373　incidents（3，867　pages）

［Major　acquisitions（special　acquisitions）］

Bib／ioteca　Cicognara［microform］，Urbana，　IIL：Leopoldo　Cicognara
Program，　University　of川inois　Library；［Vatican　City］：Vatican　Library，

1989

C～η（1uante（∫e∬insρ（lr〃er’1　riル10”∬e，　A［bum　6dit《…par　les　soins　de

rartiste，　Paris，1920

Le　Corbusier，ハf（ltiol～01　Museun？f（）rレVest〈lrn　Arts　in　7b々yo，　c．1956

The　Museum　of　Mo（∫e　rn　Art　Artists　Fi’／es［microform］，Alexandria，　Va：

Chadwyck－Healey，1986

［Activities　Record］

Study　Visit　to　the　Research　Library，　NMWA　by　members　of　the　Kanto

Chapter　of　the　Japan　Special　Libraries　Association

Date：December　3，2003

‘“



保存科学に関わる活動報告
Report　on　Conservation　Science　Activities

2003年度に行なった保存科学室の主要な活動を大別して以下に述　　　　影響に関する客員研究員との協同研究などの、保存科学分野から

べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品調査や保存修復への寄与を行うための研究を行なった，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塚川7ξ彦）

1．館内の空気汚染物質調査

収蔵作品の保管・保存機能のさらなる整備と充実を図るために、新

たに版画素描専用の収蔵庫、閲覧室を建設した。この新設工事に

伴い室内および収蔵棚内の空気汚染調査を実施した。部屋自体の　　　　．

建築材料についてはこれまでに行なった調査、経験などにより、有害　　　The　following　provides　a　general　summary　of　the　activities　carried　out

な化学物質が多量に放散されることのない材料が選定されたため、　　　by　the　Conservation　Science　Section　during　Fiscal　2003．

施工後の室内空気の清浄化には大きな問題はなかった。その一方
で収蔵棚に関しては、棚内にホルムアルデヒドが多く放散されている　’漂隅゜flnd°°「Ai「Quality　in　the　St°「age　and　the　Exhibiti°n

ことが判明した。これは金属塗装材料に関する事前の調査不足が　　　As　part　of　our　efforts　to　appropriately　maintain　and　preserve　works　in

原因である。収蔵棚内は小さな閉じた空間に作品が置かれ、空気　　　the　NMWA　collection，　a　new　sPecialized　sto「age　and　reference　area　for

の㈱・少ないため・儒を入れる前（・できる限り瀞な空気環境　蒜。＝1ご。惣蒜1、㍑蒜i：；二還蕊蒜1

にする必．要がある。そのため工事完了後に作品を収蔵できるように　　　　the　room　interiors　and　in　the　new　storage　shelving　area．　Based　on

するまでに想定以．ヒの時間を要した。特にマップケースについては　　　earlier　studies，　experience，　and　the　qualities　of　available　material，

現在もさらに改善が必要で、吸着剤等を使用しながら状況の確認を　　　mate「ials　that　would　not「elease　la「9e　amounts　of　ha「mful　chemicals

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　into　the　air　were　selected　for　construction　of　this　new　area．　This　meant
続けてYる。今後は」二事施工関係者らと協力して、事前調査をより　　　that　there　were　n。　major　problemS　with　purifying　the　air　il〕the　r（）om

慎重に行ない、’1二事に当たれるよう体制を整えていきたい。　　　　　　　itself　after　construction．　On　the　other　hand，　post　．　construction　air

　　また、2003・年度内に会期が開始した「ヴァチカン美術館所蔵古代　　　quality　surveys　found　that　there　was　a　great　deal　of　formaldehyde

ローマ彫刻展」を開催するにあたり、展示ケース内の空気環境を良　　　「eleased　in　the　shelvin9　a「ea’　lnsufficient　P「e－testin9　led　to　the　selecti（m

好に保つために、事前に材料選定のための調査を行なった・この展　蒜；蒜、1！1㍑。ご㌶，㌃㍑：al＝：11㍑ご蕊

覧会は’iG館ではあまり多くない立体作品中心の展覧会であり、これ　　　spaces　which　are　used　for　the　storage　of　art　works．　The　low　level。f　air

を効・果的に展示できるように、これまでとは趣の異なる会場デザイン　　　movement　in　these　sPaces　means　that　it　is　essential　that　the　air　quality

と、数多くの展示ケースを使用した。そのため、新規の造作がこれ　　　　inside　the　spaces　m，ust　be　cleanme．d　to　the　g「eatest　de9「ee　P°ssible　befo「e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　art　works　are　puいnto　them．　The　formaldehyde　problem　caused　an
までに例をみないほど数多く必’要となり、その準備段階において、作　　　ullexpectedly　1。ng　period　of　time　after　the　completi。n　of　c。nstruction

品に有害な化学物質の分散が極力少ない材料を慎重に調査・選定　　　　before　art　works　could　be　stored　in　those　spaces，　In　particular，　the　map

し、展示計画に支障なく川意することができた。　　　　　　　　　　　　cases　in　the　new　sto「age　area　stin　require　further　air　quality

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　improvement，　Absorbent　materials　and　other　methods　are　being　used

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　ongoing　condition　of　the　area　must　be　reconfirmed」t　is　hoped

2．前庭彫刻の展示環境に関する調査　　　　　　　　　　　　　　　that　for　future　construction　projects　within　the　museum，　a　system　can　be

l999年度に前庭に再設．置した《考える人》および《カレーの市民》の　　　　established　to　encourage　cooperation　with　those　involved　in　the

彫刻内部で、著しい結露が生じることがあると昨年度までに判明し　　　const「uction・leading　to　mo「e　emPhasis　on　in’dePth　P「e’testing　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　materials　to　suit　the　needs　of　the　museum．
た・そこで状況を誠し雌策を検討するために・内部の温度・相　　In　c。nne，，・。。　w・，h，h。　VIXERVIVT・MNES，　R＿、i。x．・n。。ginibvs

対湿度の変化を長期間連続で計測した。その結果、夜間から昼頃　　　portrait　sculpture　exhibition　held　in　fiscal　2003，　studies　were　c（）nducted

にかけてブロンズ付近の温度が一・度低がった後に再度口照．等により　　　prior　to　installation　in　order　to・select　materials　that　would　ensure　the

充分．ヒ昇までの問などに相対湿度が著しく高くなり結露が生じるこ　　　maintenance　of　ai「quality　within　the　disPlay　cases・This　exhibition

と、また膿ピ・ト内の防水パンに雨水力・浸入する等して水がたまっ　蕊蒜1；「：；㍑e∵’隠：＝1忽：t、㌫㌶lll：㍑

た状態が長く続くことがあること、などがわかった。そのため内部空　　　exhibitiのs，　and　this　meant　the　use　of　a　large　number　of　display　cases

気の乾燥状態を形成させるべく、台座の石接合部の再点検、内部空　　　and　a　9allery　design　with　aims　that　differed　fr・1〕1　rn・st　exhibiti・ns　with

気の流通を改善する処置等について検討を行なった。　　　　　　　　two’dimensional　a「t　wo「ks　held　m　the　I？useun1’As　a「es　ult’an

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　unprecedented　number　of　new　cases　and　disp］ay　delnellts　ha〔1　to　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　built．　Ir1－depth　surveys　and　selection　of　material：that　would　Ilot　harm

3．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　art　works　involved　were　carried　out　with（｝ut　hhldral）cc（luring　the

例年どおり、館外に貸し出される作品が置かれる環境も管理・記録　　　Plannin9　stages　of　this　exhibition・

する目的で、温湿度データロガーを貸し出し作品に装着した。これ
は同時に借り入れ館に環境の鉦な保全．管理を促すことにも良好　2・ミ：1：霊，Sculptu「e　Display　Envi「°nment　in　the　Museum’s

に寄与していると考えられる。またホルムアルデヒドの絵具に対する　　　During　the　last　fiscal　year，　it　was　determine（l　that　a　great　de～ハ1・f

｝2



mois加1’いcoll（kl’lsiltioll　was　o（’currin9《川th（・illterior　s川’la（．’es　ol　7ソ～（・

7γ’i〃／e（・”・aiid　7γ’（・is’〃ψ（・tls　O／’Cr’／孤which　had　l）ee川’e－instal］ed　ill　the

NMWA　fol’ecourt　ill　lis℃al　1999，　In　order　t《）s川’、；（・v　thp　conditioiis　illside

the　sculptures　alid　l《｝1）lan　WayS　t《）improve　the（⑨《）1｜ditiolls，　chal19es　in

thいilltemal　tel］］pいratUre　amd　relatiVe　hUl｜1idity　Wいre　tn（sasured　oVer　a

lollg　Period　of　tin｜e．　Th（・se　tes　ts　rcveiilc．、d　that　dllring　the　thlle　fralnc　from

night　to　inid－day，　m　whi℃h　the　tel｜｜1）eratUre　nc三lr　thいbronZe　SLtrfllce

《｝n℃edescen〔led　and　t　h　c・m、　with　the　su　nli　g，　tit　and　heat　o臼he　day，

iiSC（）iided　（’O｜1Sidいrably　ol｜C（・｛1gahl，　the　relatiVe　hulnidity　inSide　tl｜C

scl山）tUres　I）e（’alnいいXtremely　high、　resultii｜g　in　IlloiSmre　CoiideiiS～ltioTl

on　th（・i［1t（．｝川al　sLlrfa（・es．　Further、　the　influx　ol　raill　water　ari（10ther

surfauci　water　illto　the　anti－water］eak　pans　placed　within　the　seismic

is《）lation　pits　ol　ea（：h　of　the　sculptures　meant　that　water　gathered　a1．ld

sat　belleath　the　works　for　long　I）eriods　of　time．　These　and　other　specific

c’onditiotis　within　each　sculpture　were　determined　over　the　test　period．

lt　was　det（・rmined　that　a　dry　internal　environment　must　be　created　for

each　of　the　sclllptures，　and　this　lead　to　a　re－examination　of　the　joints　of

the　stone　bases、　and　the　consideration　of　methods　and　devices　which

could　l）e　empk）yed　to　improve　the　airflow　within　the　internal　spaces　of

each　SCulpture，

3．Miscellaneous　Projects

As　conducted　in　each　fiscal　year，　the　NMWA　conservation　department

affixed　humidity　and　temperature　data　logging　devices　to　works　sent　on

loan　in　order　to　manage　and　record　the　environments　in　which　w〈）rks

lent（）utside　NMWA　facilities　were　placed．　Ir’1　addition　to　the　safety　of

loaned　works，　it　was　also　thought　that　such　devices　would　contribute　to

the　improvement　of　and　maintenance　of　appropriate　envir（）nmental

conditions　within　the　borrowing　institution’s　facilities．　Joint　research

with　guest　researchers　regarding　the　influence　of　formaldehyde　on

painting　rnaterials，　and　other　such　research　projects，　was　carried　out　to

contribute　conservation　science　efforts　to　the　study，　maintenance，　and

conservation　of　art　works．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masahiko　Tsukuda）
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展覧会貸出作品
Loans

「受容と発展：花開く近代絵画」（国立美術館巡回展）

2004年2月14日一3月14日

丸亀市猪熊弦一朗現代美術館
P．1978・2ピエール・オーギュスト・ルノワール《バラをつけた女》

L’oro　e　razzurro，　I　colori　del　Sud　da　C6zanne　a　Bonnard

October　11，2003－March　7，2004－12－09　Casa　dei　Carraresi

P．1959－193Vincent　van　Gogh，ノぞoses

（「黄金と青緑の色彩セザンヌからボナールまで」

2003年10月ll日一2004年3月7日
カーサ・デイ・カラレージ）

P1959－1913フィンセント・ファン・ゴッホ《ばら》
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鮒；IW㍍ui、iti。n、　灘㈱i騰il‖｝；縦1難難灘蹴；ξ罐

購人作lll｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－rLングレー’‘〃ング　　　　　　　　　　　　　　　　　ll4－｜IG×138－1　110　inm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16・1×ll2［llM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20｛｝3・ll

Purchased　Works
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝淵i》！1M99～←1572］　　　・テーフ…デ・ラ・べ・ラ［161・－1664］

［絵1由N　　　　　　　　　　　㌫1Vmg　　　　　　　　　　　l㌫言1名声」θ洲盲》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　164×112mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッーf一ンク『

ジョルジュ・ド・ラ・トゥール［1593－1652］　　　　　　　G．LOO：バー5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2】5×3701m〕1

1，1》蕊〕ス　　　　ヨ：・・亘・ルヘルム・ヘール［1637－17・9］　辮聯＝部1，1；；）－166・］

64．6x53．gCm　　　　　　　　　　　　　　　　「コミ飾品と装飾のデザイン集』（全6点）　　　　　　ca．1（i51S

ぽr㌶T°UR［Vic’su「’Seille1593－＝麟黒2蹴1＝ユ　謙；m・11
St．7770ηκ1s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ornaments　Ca　comρiete　set　of　6　Pla　tes）　　　　　　　　　　－

1；1㌫；；惣　　　　　　　　G2°°3’6～ll　　　　　　　ステーフ。ノ・デ。ラ・べ。ラ［161・－1664］

P．20013－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第1葉：表題紙》　　　　　　　　　　　　　　《い：大なアペニン像》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1666イ1…ヒ頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1653∫1ミぼ｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

［．）t反1由i］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll4－116×138－140mrn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　257×3871コlm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：Title　Page　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefallo　DELLA　BELLA［1610－1664］

ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］　　　　ca．16〔16　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ti］e　C（，lossal　Statue　ot’　the　Aρρenines

《楕lll形σ）メダイヨンのある：重ゴブレット》　　　　Engravillg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ua．16513

1530年　　　　　　　　　　　　114－116・1：38－140mm　　　　　　　　　Et三hh！9
㌶㍍17・ング　　　　　・…3－6　　　　　　ぎ1・繊mm
；＝＝麗＝。s　灘1：’k負ll⊇li》　　　ジ・ルジ・・ギゴ［152・－1582］
1530　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングヒーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ウェヌスとアドニス》

E・9・avi・g　　　　　　　　　Il4’116×138’14°mm　　　　　　　I557｛［以1；壬．、．

㌫漂　　　　　 1㍑蜘・d伽・m・n・s　　　臓諸ング
ハンス．ゼーバ，レト．ベー，、ム［15。。．155。］　需‖101，8．1、。mm　　　　　㌫，票（㍑鼎↓｝；2°’1582］

《1］J形メダイヨンのあるゴブレット》　　　　　　　　G2〔｝03’7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　after　I557

15・・イ！’i　　　　　　　　《第3葉：宝飾，ll，と装飾》　　　　　『；劉㌫、。、
㌶絃ング 　　　　匡瓢。，ング　　　　・：・…一・
Hans　Sebald　BEHAM［1500－1550］　　　　　　　ll4－116×138－140　mm　　　　　　　　　　　　　　ジョルジョ・ギージ［1520－1582］

漂た’ω”／？鋤〃d噛α”i°ns　　　3：　」eωelry・nd・－en・s　　　　《1組するヘラクレス》

E・9・avi・g　　　　　　　　　　　…166〔；　　　　　　　　　　　　1567年
93×52mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravin9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
G2・・3－2 　　　　　　　　；；6㌫138’14°lnm　　　　　　272・4・・mm
・・ンス・ゼーバルト・ベーハム［15・・－155・コ　《酬・’f、：飾，V，と装飾》　　　認瓢：顕㍑2；L。、。rs

《　1亟ゴブレット》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1666年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1567

1530年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ensiraving
エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll4－116×138－140　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　272×400mm

9・・52m・ 　　　　　　　4，加。1ry、and、・，namer、ts　　　　G2°°3Pl5
Han・S・b・ld　BEHAM［1500－1550］　　　ca・1666　　　　　　　　　ヘンドリク．ホルツィウス［1558．1617］
忽わ／eG°blet　　　　　悟；「L913s－14。mm　　　　　《ベルヴェデー・のアポ・・》
Engravil〕g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1592イトビn

93×52mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
G・2003－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第5葉二宝飾il｝～｜と装飾》　　　　　　　　　　　　　　　　402×292mm

・・ンス・ゼーバルト・ベーハム［15・・－155・］　甥畏・ング　　　　㍑瓢麗＝US［1558－1617］

《：電ゴブレットとふたりの精霊》　　　　　　　　　114－ll〔）×138－140mm　　　　　　　　　　　　　　　（：a．1592

1531年　　　　　　　　　　　　5：　Jeωelry・nd・Orn・rnents　　　　　　　E・9・avi・9
エングレーヴィング　　　　　　　　　。a　l666　　　　　　　　　　　　402×ISI2，．mm
94・52mm　　　　　　　　　　E。ξ，avi，g　　　　　　　　　　G2003’16
；＝鵠瓢概・瓢　　と1；㎡漂）138←14°mm　　　　アルブレヒト・デユーラー［1471－1528］

1531　’　　　　　　《第礫，’i、：飾rhLと装飾》　　　　　《梨○聖肘》

難。，ング　　　鷲＝・グ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114－116×13＆140mm

マテ・アス・ツユント［1498？－1572］　　6・　」ewelry　and・rnamen・s　　　駕ぽ暢；麗鵠蕊㌫。r

㍍レットのデザイン》　　　麟・g　　　　　晶lav、，、
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157×107mm　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Standard－Bearer　　　　　　　　　　　　　『死の舞踏』（全24点）
G．2003－17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1587

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alfred　KUBIN［1877－1959］

㌫忽違㌶［1471－1528］　護；賜mm（plate　mark）　　　㍑＝θ”］（…ρ1”te　s（’t　°1’　2t∫

1495年頃　　　、　　　　　　　　　　　　　　　コルネリス・ベガ［16204664］　　　　　　　　　《第1葉：表紙（死のいる版plli集）》

㌶㌫：ング　　　　　《散の嚇》　　　　　三鷲グ
Alb，ech・DORER［1471－1528］　　　㌃蒜　　　　　　　 26・・2・3　mm

霊晒輌仇’〃εG　ん゜ρρe「　C。，neli，BEGA［162・．i664］　　　ill9’teib／att　CDie　B／ditter　Tnit　（／eni　7’od）

E・g・avi・g　　　　　　　　　　Bust・f・n　Old　1・V・m・ηm輪iα1丹・ffle　　　Et。hi，g
248×187mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　263×203　mm
G．2003－18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56×47mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2003－32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－25

バルテル・ベーハム［1500－1550］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第2葉：死の仮面》
《ヒエロニムス・バウムガルトナーの蔵書票》　　　　アルフレート・レーテル［1816－1859］　　　　　　　1918年　、

1525年興、　　　　　　r死の酬』（全6点）　　　　　；；㌶mm
㌶にウィング 　　　　鵠。認繍器蹴ω～＿．t、，2・　Die　Mas々e　de・T・des
Barthel　BEHAM［1500－1550］　　　　　　　　　　　　ωith　text）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1918，

B・・々ρ1・・e・fH…nγmUS・B・Umg・r・ner　　G．…3－26－31　　　　　　　；；6賠、　mm

麟1、li…5　　　　　　　《第1葉・墓から立ち上がる死》　　　G・2°°3’33

ぎ跳ln 　　　　　蹴　　　　　　麟：月によせて》
㌶ス・ブー［183－］　i：㌫一一　 ㌔：、
禦シ。　　　　　　　跳〉㌫m　　　　　　　！・・1．・．
269・198mm（プ・一ト）　　　　　　・．2・・3－26　　　　　　　　；；；難，　mm
F61ix　BRACQUEMOND［183二3－1914］　　　　　　《第2葉：死の騎行、街へ》　　　　　　　　　　G・2003’34

ムe∫輪es　　　　　　　　1849・1・　　　　　　　　　《第4葉：放賭》

駄、8＿）　　　熈24mm　　　　漂グ
G．2001S－20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2：　Der　TOd　reitet　ZUr　Stadt　　　　　　　　　　　　　　　217×174　m　m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1849　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4：Der　Stromer

≧Z；メリヨン［1821’1868］　　》i竃mm　　　　；2（。、

1853年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　217×174mm
エ・チ以ドライポイ・ト　　　　　　《第3葉：居｝醒の前の死》　　　　　G・2°°3’35
173×128mm（プレート）　　　　　　　　　　　　1849年　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第5葉：アウグスト・ストリンベリによる幽霊ソ

Charles　MERYON［1821－1868］　　　　　　　　　木版画　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナタによせて》

Le・Stryge　　　　　　　　　　223×321mm　　　　　　　　　lgl8イ1・
1853　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31　Der　T（）d　vor　der　Schenたe　　　　　　　　　　　　　エッチング

EtShi・9・・d　DWP（・i・t　　　　　　　　　1849　　　　　　　　　　　　224・141mm
ど；・；・；翌lmln（plate）　　　　跳謝mm　　　　　5、　Zur　Gespenstersonate　v。η刷晦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1918

アンリ・ファンタン・ラトゥール［1836－1904］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchil19

《・一工・グリーン1抽（第二版）》　　　《第4葉・煽動者としての死》　　　　lvg，r，，鍔、mm

1898年　　　　　　　　　　　　1849イ｜1
リトグラフ、チャイナ紙　　　　　　　　　　　　　　木版画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第6葉：老婆》

515・345mm　　　　　　　　　223×322　mln　　　　　　　　　lgl8年
Henri　FANTIN．LATOUR［1836－1904］　　　　　　　　4：　Der　Tod　vor　aisレb／ksredner　　　　　　　　　　　エッチング

照〃dedeム゜heng「’n　C2eme　pl°nche）　璽mm　　　　：ぽ
LlthograPh　on　Chinese　Paper　　　　　　　　　　　　　　　G2003－29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1918
515× 1う45mrn　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　Et・hi・g
G’2°°13－22 　　　　　　　《第5葉・バリケードの上に立つ死》　　ど；；、19，mm

襟：（鑑誘つく）　竃3…　　　隠、⌒
議『㌫・グ　　　静伽一・‘d・・｛　　㌫。

；：螺。、　　　　　　．《第6葉・勝利者としての死》　　　　ぎ；鑑mm
300×402mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l849年
G．2003．23　　　　　　　　　　　　　　　　　木版画　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第8葉：子供》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　223×3ユ9mm　　　　　　　　　l918年
ヘンドリク◆ホルツイウス［1558－1617］　　　　　　　6∫　Der　Tod　ais　Sieger　　　　　　　　　　　　エッチング

《旗手》　　　　　　　　　　　　　　　　　　1849　　　　　　　　　　　　　　　　　　　271×195mm

三筑一ヴ，ング　　　　　謬臨m　　　　　　＆D・・伽
275・195mm・プ・一・マー・・　　　　G・2°°3－31　　　　　　　㌫，g
Hend・ik　GOLTZIUS［1558－1617］　　　アルフレート．クビーン［1877－1959］　　　ぎ！；詰；、mm
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ll：1、9：」也ド室で》　　　i｝1・：墨II－、　　　　霞｝：、li｛；1〔ll“1！i“LS’11－1“’lldnlCk

．Lッ』∫一ンク『 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．2｛｝03・18

28｜：ぺ　15Un）：Tl

；㍗一　　　　燃：繊で》　　　㍍㍑㌶1㌫5］
Eldhing，t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥ッチング．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1920年
28，1x　l5G　l1H｜1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　253×200　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／NIVt

G．200il－．10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　355×5001｜111｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ8．’1〃’（J’riirie／1

《禦菓・素描家》　　　　；ll、。g　　　　　　篇蕊；㍑1耀瀾；！，。、1、，
｜wト　　　　　　　　　　　　　253・2｛｝onlm　　　　　　　　　　　　192〔｝
∴ッチン”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G、2001S．・ll）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WoodCLtt
27．1×20・1111HI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　355×5001】［lll

／O；　1）et・　Z、，i（；／triet・　　　　　　　　《第1蝶：女’性》　　　　　　　　　G・2（）°3－57
1918　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1918イ1：

Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケーテ・コルヴィッツ［1867－1945］

27，1×：）｛M　mll・1　　　　　　　　　　279×216　mln　　　　　　　　　　《失業》
G・2°°3”11 　　　　　　　　　19、　D。，ぬめ　　　　　　　　　19。9イト（1918・1・の刷り）
《第ll葉：画家》　　　　　　　　　　　　　　　　　1918　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久ドライポイント・アクアティント・エメリーをJllい

烈グ　　　　i撒一　　　　；；：　・5－・イ・一・・
28g×211）　rnm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kathe　KOLLWITZ［1867－1945］

〃：∠）er　Ma／er　　　　　　　　　　　　　　　　《第20葉：共同墓地》　　　　　　　　　　　　　0α「o「M）rk

撒』、一　　　鑑．　　　瀦鷲騨＝1－・d・uc・
（〕2003－42
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20：∠）asルfassengrabe

《第12葉：ユダヤ入》　　　　　　　　　　　　　　1918　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハインリッヒ・フォーゲラー［1872－1942］

1918年　　　　　　　　　漂畷，，m，n　　　　　　　《愛》
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003．51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1896年

285×173mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久アクアティント
12：Der　，Jude　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第21菓i：船乗》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　350×375　m　m

lgl8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19｜8年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Heinrich　VOGELER［1872－1942］

Etchillg．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Love
285×173mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　276×212　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1896
G’L（）°3’43

　　．　　　　211　Die　Schiffer　　　　　瓢5；1ご1↑・uati・・
《第13’葉：舞踏会の幽霊》　　　　　　　　　　　1918．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－59

1918年　　　　　　　　；鵠、＿
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－52　　　　　　　　　　　　　　　　　エルンスト・バルラッパ［1870－1938］

1㌶：。。P。nst　　　《第2ぞ葉・追跡》　　　1、｛，㍗》
1918　　　　　　　　　　　　1918年　　　　　　　　　　　　木版
Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　242×362　mm
256×202mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　284×2］7mm
G．2003－44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ernst　BARLACH［1870－1938コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22・’　1）er　Verf（）lger　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Child’s　Death

《tA’hJ　14葉：び包教自‖》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1918．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1919

総㌫　　　　　　　罐1ご　　　　　　　繰㌘
16；D・・W卿　　　　驚葉：最後の騎．1：》　　　エrヴ・ルト・ム・ク［1863－1944］

E，，hi。9　　　　　　　　　　エ・チング　　　　　　　　　　《接吻》
288×208mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　268×211mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l895年
G2°°3’45 　　　　　　　23．’・D…1・・・…R・tter　　　　　㌶㌃蒜クアティント・ドライポイント

《煕葉：道化》　　　　　　；㌫g　　　　　　　Edva，d　MUNCH［1863－1944］

紘m　　　　綴1　・mm　　　　忽∬．
1王D，，噺、。，γ　　　　　　《第24葉・最終葉》　　　　　蒜甥嬬ltmt　and　D《
1918　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1918年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－61

Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

264×223mm　　　　　　　　　　　　　　　　85×13：3mm　　　　　　　　　　　　　　　　マックス・エルンスト［1891－1976］
G，2°°3’46 　　　　　　　　24、　S、hi。L9、ig。。tte　　　　　　《．二羽の鳥》
《第16葉：ψ〔（1‖llj》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1918　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1975イ1三

麗グ　　　　　籔：撫・　　　　・1認・m
295×222mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Max　ERNST［1891－1976］

16；　Die　Fischer　　　　　　　　　　　　　　　ケーテ・コルヴィッツ［1867－1945］　　　　　　　　The　TLリo　Bi「ds

難陽、mm　　　辮1麟謝第6葉）》　　曇；；；m
G．2003．47　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久ドライポイント、アクアティント、エメリーを川い　　　　G2003－62

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た孔版

《第17．葉：騎者▲》　　　　　　　　　　　　　　　　　408×530mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェリシアン・ロッフ゜ス［1833－1898］

1918年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kathe　KOLLWITZ［1867－1945］　　　　　　　　　《パリの．女ともだち》
エ・チング　　　　　　　　　　　B・ttlefield（CPIate　6　of　‘’　The　Peαsant’s　　　　l881イ｝・
297×221mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Revolt’り　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　エッチング

1　Z・∠）er　Reiter　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1907（printed　in　1921）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　157×176　mm
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Fdiciell　ROPS［1833－1898］　　　　　　　　　　　　　　　　《第4葉》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤン・トーロップ［1858－1928］

L（i　Comρagne　parisienne　　　　　　　　　　　ヘリオグラヴュール　　　　　　　　　　　　　　　《木ぎれを集めるJ’・ども》

1□8｜　　　　　　　　　　　　　187×140　mm　　　　　　　　　　　1899イ1ミ

｝鎌　…　　　　鑑鷲〃M　　　　麟品プ・一・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187×］40mln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jan　TOOROP［1858－1928］

フ．Lリシアン・ロップス［1833－1898］　　　　　　　　G’2003－71　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chi／d　Gathering　Wood

《束1亘馳な花》　　　　　《第5葉》　　　　　　　㍑。、。，
エッチンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘリオグラヴュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　157×186mm（plate）
1〔｝9×153mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187×140　mrn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003．80

［：㍑蕊」；瓢雪8］　　　台i＝；・　5　　　　ヤン・トー・・プ［1858－1928］
Etchillg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I87×140　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　《網を繕う人たち》
～：；・撫

　　　　㌶；　　　1驚…晶＿，
フェリシアン・ロップス［1833－1898］　　　　　　　　ヘリオグラヴュール

《ポルノクラテスあるいは豚を連れた女》　　18・・14・mm　　　　　　熾認牒［’858－’928］
1881《「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Les　L）iabo／iques．’6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1899

エッチン久アクアティント　　　　　　　　　　　　　　　　Heliogravure　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Drypoint

450×6901nm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l87×140　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l59×188　mm（piate）

Feli，i。n　ROPS［1833．1898］　　　　　G・2°°3“73　　　　　　　　　G・2°°3’81

忽θた燃゜uLad°me°uc°ch°n　　《第7莱》　　　　　　ヤン・トー・。プ［1858．1928］

撚ご　　　蕊蔑，　　巖たるヴエニス』（演劇のためのポスター）》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Helio9「avu「e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　495×330　mm（プレート）
フェリシアン・ロップス［1833－1898］　　　　　　　　　187×140mm

《呪文》　　　　　　G2°°3－74　　　　　　摺。灘2号～ぽ灘嚥醐
ソフト’グラウンド◆エッチン7－1　1“・ライポイント　　　　　　　　《第8葉》　　　　　　　　　　　　　　　　　　1895

275×’1　：SO　mm　　　　　　　　　　ヘリオグラヴュ＿、レ　　　　　　　　　Lith・9・aph
Faj・ien　RgPS［1833－1898］　　　　187・・4・mm　　　　　　　綴認mm（plate）
L’lnc‘ノntat’°n．　　　　　　　L。、・Di。b。liques，　8　　　　　　　’
；雲；1；1；盟chmg　al〕d　DwP°int　　　　H・li…avu・e　　　　　　　ヤン・トー・。プ［1858．1928コ

G…IS－・・　　　　　　　　ど蒜堪mm　　　　　　　《麟く人》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1895年

フェリシアン・ロップス［1833－1898］　　　　　　　　《第g葉》　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

《i”i’楽的幻想》　　　　　　　　　　　　　　　ヘリオグラヴュール　　　　　　　　　　　　　　219×333mmげレート）

ソフト・グラウンド・エッチン久ドライポイント　　　　　　　　　187×140mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jan　TOOROP［1858－1928］
lS°2　x　IS－12　nim 　　　　　　　　Les、Di。わ。liques、　9　　　　　　The　S°t°e「

聯1瓢蹴33－1898］　　　留辮器　　　　’　織・三P・
・。ft－gr。1川d　E，。hi、、、nd、Dry，。・。・　　　　G．…3－・6　　　　　　　　き雪巖、mm（plate）

302xiS421nln
G2°°3’（i7 　　　　　　　　フェリシアン…プス［1833－1898］　　　ハンス．ゼ＿バル1、．ベーハム［1500．1550］
フ．，，、リシアン．。。プス［1833．1898］　　　《犠牲》一、　．　　　　　《四縮書記者》（全4点）
、　　　　、　　　、　　　　　　　　　　　　　　　ソフト・グフウンド・エッチンク
1レ・ディァオiリック（バルベー・ドールヴィーの　　　343×167mln　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Sebald　BEHAM［1500－1550］

慧1隠霊；；ll；劇　　1；1＝PS［1833－1898コ　　＝6；／’sts　Ca　set°f4　P’°tes）

L（・s1）iθ／，o／’θμesα1／μs’m’～oηρoμ”e『εx’e　de　　　Soft－ground　Etchin9　　　　　　　　　　　　　　　《聖マタイ》

繍1／：∵醐｛～ete　set　°f9　ぎ㌶㎜　　　　籔一ヴ，ング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェイムズ・アンソール［1860－1949］　　　　　　　　St．ルfattheω

驚1ヴユー，，　　　　　《大鯉作r大罪』より）》　　　㌫v、。、
18－m・　　　　　　三鷲久1。ラ，ポ，。，、r一彩色　　　　・・2・・3－8・

／コ（・s〃（めol∫（μes：1　　　　　　　　　　　　　　91×145　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　《聖マルコ》

lk」U）9「ilvu「e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　James　ENSOR［1860－1949］　　　　　　　　　　　　1541年

1蒜㍑1’m　　　　　　　Gl・tt・ny　　　　　　　　エ・グ・一ヴ・ング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1904　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　St．／↓7と7rハ～

《第2葉》　　　　　　　　；lc嬬認p°i”t・　and　Hand’C°1°「ed　　　l541
ヘリ’］ク”ラヴュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－78　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravin9

187×1．10mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 G2003－85

口）∫・／・・tiques：　2　　　　　　ヤン’トー°・プ［1858－1928］　　　　《・｛・」ルカ》

ll；；漂蒜　　　　　　　　《麹中の鹿》　　　　　　15・1年
G20｛〕3－〔ig　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1895イ1ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドライポイント

《第：・1’》　　　　　　149×165mm（プレート）　　　　託〃々e
ヘリ’1’　7’ラヴュール　　　　　　　　Jan　TOOROP［1858－1928］　　　　　E。9，avi，9
187×｜40mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Deer～in　the　W（）ods　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－86

蹴㍗3　　巖㌫識　　　辮・ネ》
G．2003－70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレー一・ヴィング
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▲S．t．　 ．ノ（）／ll～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1・lt｜9｝．；1、．i｜19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1こr19frE）vi［19

1511　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52x7511UM　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49×7｜mm

Erlgra、・II｝9．i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・L’OOIS’9’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2003－1（）1

G20｛｝II－87

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハムll500－1550］　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］

ハンス・ゼーバルト・べ一ハム［1500－15501　　　　《ヘラクレスのト：功業：トロイア人と戦うへ　　　　《小さな道化》

《聖クリコ．ソストムスの・1’毎俊》　　　　　　　　　　　ラクレス》　　　　　　　　　　　　　　　　　　1542年

．11Lンクレーヴィンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．15年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：Lングレーヴfンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；1（S×80lnm

㍑㍑1淵鵠鷺蕊ll　　55・8・－1　　　　　｝－1。ns　S。bald　BEHAM［15・・．155・］
Ellgravi｜［g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Sebald　BEHAM［150｛｝－1550｜　　　　　　　　　7ソ～（’Little　Buffoon
G，L）OOIS－88　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！1ρtて1（’U／ρs∫7ilghtin．gJ　Ct．gJ〔lill∫t／ノ1（）　7｝て2ノ（illS　　　　　　　　　　　　　　1542

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1545　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　El19ravillg

ハンス・ゼーバルト・べ一・・ム［15・・－155・1　瓢1；ill61、　　　　　　6㍊㍑1
《ルクレティア》　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－95

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］
7G×45　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］　　　　《仮lfliのあるパネル》

Hans　Sebald　BEHAM［1500－1550］　　　　　　　《バグパイプを吹く女サテユロス》　　　　　　　　1543年
加（］「etia　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
Ellgrav川9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41×33　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53×80　mm

l｛｝孟，1、；－11Y’　　　　　　　Han，　S。b、ld　BEHAM［1500．1550］　　　H・n・S・b・1d　BEHAM［1500－1550］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ASatyr　W（）man　Plaγing　the　BagρiL）e　　　　　　　　　　　　　A　Panetωith　Oルlascaron

・・ンス・ゼーバルトベーハム［15・・－155・］　鵠㍑m　　　　　　　㌫，、、g
《トリトンとネレイス》　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003．g6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53×80mm

1523年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2003’1（）3
エングレーヴイング　　　　　　　　　　　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］　　　　　　　　　　、

㍑濡欄AM［15・・－155・］　｛；rパイプ奏者と恋人》　　i蕊㌶；1㌫繊＝
1523　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1542年
Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　17×73　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
G、2003－90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24×135mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Sebald　BEHAM［1500－1550］
ハンス・ゼーバルト・べ一・・ム［15・・－155・］　隠・ipe－Pl・ye…d　H’s　Mistress　　鴇麟罐灘呪…＝』、。us

《パリスの審判》　　　　　　　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　liVomen
1546年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll7×73mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1542
エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2003－97　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving

7｛〕・48mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24×li35　mln
H、n、S。b、id．BEHAM［15。。．155。］　　ハンス・ゼーバルト・ベー・・ム［15・・－155・］　G2°°3－1°4

The　Judgement　of　Paris　　　　　　　　　　《旗手・鼓手・笛吹き》　　　　　　　　　　　バルテル・ベーハム［1502．1540］

；㌫1。g　　　　　　匡筑一。，ング　　　　　《ユデ・・ト》
70×401－nm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70×48　mnl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l525fド

G．200iS－91　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Sebald　BEHAM［1500－1550］　　　　　　　　　　55×37mm

ハンス・ゼーバルト・べ一ハム［15・・－155・］　鷲9〃，鋤η’ηe〆°〃d輌　　　　B。，・h。I　BEHAM［15・2．154・］

《ヘラクレスのト功業：ケンタウロスと戦う　　　　El｜gravil、g　　　　　　　　　　　　　　　　　　．／udith

ヘラクレス》　　　　　　　　　　　　　　　　　70×48mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　1525

15・3年　　　　　　　　G2°°：う’f）8　　　　　　　　瓢；il‡n
；忽ごイング　　　　　　，、。ス．ゼーバルト．べ一ハム［15。。－155。コ　・・・・…－1・5

Han、　S，b。ld・BEHAM［1500－1550］　　　《旗f’》　　　　　　　　　バ・レテル・ベー・、ム［1502－1540］

㍑ω1e∫脚卿伽’ω搭　　翌し一，，ング　　　　　《思にJ・i4る酬

馴　　　⊇蹴M［15・・－155・］　曇曇㌃三［15。2．154。］

・・ンス・ゼーバルト・べ一ハム［15・・．155・］　1認av、，g　　　　　＝、i’V°man　Se°ted…n　A”m°u「

《ヘラクレスのi’－1功．業：ネメアのライオンを　　　　73×50mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　51×34　mm
殺すヘラクレス》　　　　　　　　　　　　　　G2003’99　　　　　　　　　　　　　　　　　　G’2〔｝0：3－1〔）6

翌し．ヴ，ング　　　　　　ハ・ス・ゼーバルト・ベーハム［15・・．155。］　マ・レテ・ン・シ・一・ガウアー［145・頃一1491］

56×781nm　　　　　　　　　　　　　　　　　　《男女の道化》　　　　　　　　　　　　　　　　《エッケ・ホモ（『受難伝』より）》

Hans　Sebald　BEHAM［1500．1550］　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14了5－85年頃

6；呼s陥”〃8”’e　Aleme°〃”°∫’　ぽ㌶、ld．BEHAM［15。。．155。］　論蒜ング

議鶯　　　　　＝1°ηd’力e輌／・ん・1　　麗i霊゜NGAUER［ca・145°’149’］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36×52mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1475－85

，、ンス．ゼ＿バルト．べ一ハム［1500－1550］　　G・2°°3’1°°　　　　　　　！；8∵Y㌫m

《ヘラクレスの1－1功業：ヒュドラを退治する　　　　ハンス・ゼーバルト・べ一ハム［1500－1550］　　　　G・2003’lo7

註㌃．　　巖竺人の　》　㌫㌫1≧；lr頃1491］
52×75mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49×71　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l475－85年頃

㌫＝＝155°］　1＝瓢認田55°］　籠蕊GAUER』45。1491］
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The　Resurrection　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノVプロ・ピカソ［1881－1973］

ca・・147tt・－85　　　　　　　　　｜1‘1：径56・丁lm　　　　　　　　　《男の頭部》
鷲Y㌫m　　　　　　　G…gPENZ［ca．1500－ca」554］　　　1912・・燗f乍は1911…夏・・セ・に一・
G2003－108　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　To　Give　D「inた　to　the　Thirsty　　　　　　　　　　　　エッチング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1534　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130×110mm｛イメージ）

AGのモノグラミスト［1480以前一1490頃活動］　　　　；；器：晋　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pablo　PICASSO［1881－1973］

《玉座のキリスト（ショーンガウアーに基づく）》　　　　G．2003－115　　　　　　　　　　　　　　　　　Head　Ofa”Man

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1912（executed　in　C6ret　insummer】g1D

鍋…i・・AG㎞・i緬・・e148・一　＝麗㌫㌶28］　撒㍗・一）
Christ　Enthroned　Cafieγ」Ma　rtin　　　　　　　　　　　　　　　　l　520年

5α70∫VG4乙厄呪）　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l34×98　mm

G・2003－10g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　D〔IRER［1471－1528］

ハインリヒ・アルデグレーフ。一［15・2．1555！61］　㍑IW〃伽〃¢吻伽A〃8e1

《サテユロスの脚と2人の子供が表された縦　　　　Engraving

長の装飾》　　　　　　　認霊m　　　　　　　寄贈作品
1549年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Donated　Work

；灘謡イング　　　　　　アルブレ・ト・デューラー［1471－1528］

H。i。，i，h　ALDEGREVER［1502．1555／61］　　《書斎の聖ヒエ゜ニムス》　　　　　［絵画］
A．Vertic。1鋤e1。f　Orn。meητω∫r力乱。　　　1514錐

C力i』W～・9・n・・h・・L・gs・f・S・tyr　　；∫Z蒜㌣グ　　　　　　エテ，エ・ヌ・クレマ・テル［1864．1936］

鑑v。g　　　　　　Alb，ech，　D（IIRER［1471－1528］　　　《太陽を背に飛ぶコウ・トリの齢》

撒衙　　　　　　書1控m・備鋤　　　　；、；膓：麗；・l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E・g・avi・g　　　　　　　　　　　35×135・m
アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　249×189mm　　　　　　　　　　　　　　　　　Etienne　CL直MANTEL［1864－1936］
《聖母子を礼拝する聖職者》　　　　　　　　　G2003’117　　　　　　　　　　　　　　　　A170c々o∫砺∫～e∫～o廊1Wiηg　Agα∫η5’1んe

㍑2°f・：　　　　　　アルブレ・ト・デューラー［1471－1528］　　瓢15－、。

エ680×1220mm　　　　　　　　　　　　　　　《魔女》　　　　　　　　　　　　　　　　　Oil・n・cavans

＝＝＝8－8］　驚i：…　　　㌶㎝
1519－20

woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albrecht　D（IJRER［1471－1528］

1680×1220mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　W産Cヵ
G．2003－111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1500
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravin9
アルブレヒト・アルトドルファー［1480頃一1538］　　　ll5×71mm
《翼のついた球体の飾りのあるゴブレットの　　　　G’2003’118

盧1，，，頃　　　　　ハ・ス・バ・レド・ンググリーン［1484／85－1545］

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《礫刑》

185×110mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l505／07年頃

Albrecht　ALTDORFER［ca、1480．1538］　　　　　　　木版

G・わ／・吻ん・輪螂B・〃・n・th・・T・ρ　　　237×163　mm

ca．1520／25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　BALDUNG　GRIEN［1484／85－1545］

Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Crucifixion

185×110mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1505／07
G2003－112　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　237×163mm（image）
ハンス・ブローザマー［1500頃一1554］　　　　　　　　G・2003－ll9

《博1：と議論するキリスト》
エングレ＿ヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　レンブラント・ファン・レイン［1606－1669］

lEh：径39　mm　　　　　　　　　　　　　　　　《東洋風を装った自画像》

罐蹴＝瓢mρ／，　翫。、紙，
Engravin9

2鍋，　　　　　　襯蹴瓢酬盟戸゜6“’669］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1634
ゲオルグ・ペンツ［1500頃一1550頃］　　　　　　　Etching
《偶像糊・をするソ・モン》　　　　9；；1部m（9・　h　e　et）

1531fドtJ’｛

；鍬ニヴィング　　　　　　アンリ・マテ・ス［1869－1954］

瓢＝・－554］　驚1るアンリ’マティス》

ca．1531　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150×199　mm
Engraving

47×78mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Henri　MATISSE［1869－1954］

G・2003－114　　　　　　　　　　　Henri　Matisse　Engraving
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l900／03
ゲオルグ・ペンッ［1500頃一1550頃］　　　　　　　　Dryp・int
《渇く者に水を与える（連作『慈悲の行い』より）》　　　　ど；品；翌『m

l534年
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客員研究員’覧
List　of　Guest　Curat（）rs

イf戊r，｝

　作品輸送時における振動調査の共1司研究

　’r成15イド5月lll－’1勺戊16イド3月31川

小林頼r一

　レンブラント展関連シンポジウムの企画運営および報告書の編集

　’ド成15年4月1日一平成16年3月31日

佐藤厚f’

　美術館教育に関する調査研究

　平成15年4月1日一平成16年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

真貝哲夫

　国立西洋美術館の所蔵作品の材料分析に関する調査研究

　平成15年4月1日一平成16年3月31日

瀧井敬子

　「ドレスデン版画素描館所蔵ドイツロマン主義の風景」展企画協力等

　平成15年6月1日一7月31日

日向太郎

　ヴァチカン展業務補佐

平成15年4月1日一平成16年3月31日

藤原徹
　ビストルフィ作品の石像ならびにブロンズ作品の修復と調査

　平成15年4月1日一9月30日

マーサ・マクリントク

　情報、広報事業における英語表記の助言、指導等

　平成15年4月1日一平成16年3月31日

～1



研究活動　　　　　　　　　　　　各研究者の研究活動を［展覧会の企aL　i構成］、［翻・］、［論文］、［翻訳］、［エ。セィ・作剛・脱など」、

Research　A・tivitie・　　㍑1麟灘㌫瀦㌶］繋こ㍑；麟嬬㌶㌫1曇㌶1跳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告であり、著作口録のようにあらゆる活動を網羅することを意図してはいない。大項llに絞った報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告もある。

大屋庭那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石彫刻調査欧州出張（ベルリン、パリ）

L展覧会の企画］　　　　　　　　　クーリエ（ヴァン＝ゴッホ《ばら》返却）

「ジャック・カロの版画」展、国立西洋美術館常設展示室、2003年9月

1㍑≡堤一ル展（仮題）」（2。。5年度開催予定）の繍　　川・雅子M・・ak・KAWAGUCHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料活動］

［エッセイなど］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オンライン蔵書目録（OPAC）の一般公開

「ジャック・カロの版画」、『ゼフユロス』第16号、2003年8月　　　　　　　　研究資料センターの公開運用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料コーナーおよびデジタルギャラリーの公開運用

［講座］

「ロダン彫刻における女性像」、跡見学園女子大学短期大学部・文京　　　　［論文］

区教育委員会共催、2003年6月7日　　　　　　　　　　　　　　　　「コレクション・マネジメントから利用者サービスへ：ポーラ美術館情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報システム事例報告」、『アート・ドキュメンテーション研究」第11号、

Lその他の活動コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年、pp．3－14

惚担当学芸員研ll多」参加・東京文化財研究所・2°°3年7月8日一　［その他の活動］

松ノiコレクション関係の資料の収集と整理　　　　　　　　　　　　　　ポーラ美術振興財団ポーラ美術館収蔵品管理システム構築プロジェ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クト参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本博物館協会「平成15年度博物館指導者研究協議会（情報部

i・IJ’1｜公・L　Kimi幽WAGUCHI　　　　　瓢晋；麗二5『麟㌶物館）参加
［著1作」

1《地獄の門》免震化と修復』、国立西洋美術館、2003年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸福輝Akira　KOFUKU

L論文」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会企画・構成］

1膿灘罐罐㌫霊塁蒜；’『《地獄の㌫瀦㌫；蒜一聖書編綱・醐洋美術

1講師1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［著書］

顕i撒鱗継麟罐鱗玉信キユーレ；蹴トと　ト派一聖工物言吾』・日本放幽

｛絵1、i襯修復］　　　　　　　　　［論文］
；鷲綴麟灘処置　　　歴盤㌫嚇豊家レンブラントー展覧会に寄せ

［彫刻僻修復］　　　　　　　　　［エッセイ’作品解説など］

舗轍議欝難㌻㌶纂：鷹鷲i蕊繕罐繋》］・r国端美

芒難燥㌶1彫刻瀞処置　　　　　［・頭発繍演など］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「肖像画家レンブラント物語画家レンブラント」、国際シンポジウム「レ

1タペストリー修復］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンブラントと17世紀オランダ物語画」・国立西洋美術館・2003年9J」

《シャンポール城》修復処置　　　　　　羅竃く鑑嚇語ζ物綱測カノレチャーにおける4回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「物語画家レンブラント」、国立西洋美術館、2003年ll月
［額縁処置］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「聖母のいる風景一ヤン・ファン・エイクを中心に」、朝Hカルチャー、

クリベッリ額装修復処置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年2月
ブラングィン額装修復処置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フランス・ハルスと“さまよえるオランダ絵画”」・佐倉市のξ術館・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年2月

［展覧会作品点検・展示］

ヴ。チカ。展（立ち上がり）　　　　　　　　［その他の活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学大学院併任教授（文化資源学）

1その他］　　　　　　　　覆撃撒籔鞠㌶馨璽織鯛
全国進術館会議総会

52



丈術史学会常イt委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目1頭発表・講1寅など1

展覧会戌川蝋ll咄伽2°僻）〃’］端蹴　　　　　［その｛也の活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会企画準備・1‖・・1在「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展」（2005年）、「カ

〃，1藤燗Na・kiSAT・　　　　　　1≧羅嘉㌫（㌫；1委員会委賑
［論文・苫：作］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’i－　111”｝：院女i’短期大学Jl…常苗ノ』講師（2002年4月一2003年3月）

撚酬禦慧り繭離籠㌶購ξ灘灘｛｛2・・2年度）選考委員

懸兇糠㌫圏曇；㌶；撫具灘織濡161「国バ術館所蔵タピスリー鑑賞

「はじめに　　ドイツ・ロマン主義特集号によせて」、『国立西洋美術

館研究紀要』No．8、国立西洋美術館、2003年（予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高梨光正Mitsumasa　TAKANASHI

［定IVj　1：i」行物］　　　　　　　　　　　［蹴会の企1・購成］

盟瓢煕罐ドイツ’°マン礒の風蹴につい脇㌘藷慧織㌫蕊謄左；；ll古代・一マ

［展覧会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

㍑馴麟雛爾購麟の蹴継1司巖㌫、館臓イt。一マ彫亥，」展生きた副＿古代。一マ

「聖杯　　中IH：の金」：美術展」、カタログ・テキスト翻訳、編集補佐、　　　人と肖像』展カタロ久2004年（編集・共亘）　　　　　、

展示補佐準備（2004年夏）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「De　calvitione　cCesarisカエサルの禿頭」・同ピカタロク・PP・57－75

「ドレスデン国立美術館展　　世界の鏡一（仮称）」展準備（2005　　　「人物略伝およひ用語解説」・同ピカタロ久PP・234－249

年夏予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］

［講演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パオロ・リヴェラー二「占代ローマの肖像一その起源、発展そして

「ウィーンと美術館　　美術史美術館のコレクションとアルベ戊レティー　　　機能」『ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展生きた証　　古代

ナ版画素描館の再生　　」、一橋フオーラム21、第54期、如水会館、　　　ローマ人と肖像』展カタロ久PP．16－30

2003年10JJ281　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャンドメニコ・スピノラ「ローマ1；［帝と時代の流行」・同ピカタロ久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PP．31－42
［研究調査］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同ピカタログ作品解説・nos・1，　14，　17，18・21－24，54－58・60，64－78，85

｝隔懸㌶竃＝酬誌（耀劃魏品1麟　［その1也］
代の受容収集、整理、考察」、2006年発表予定、国立西洋美術館、　　　『ヴァチカン美術館所蔵占代ローマ彫刻展生きた証一Tli代ローマ

共同研究者：幸福輝．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人と肖像』展記念講演会およびトーク、2004年31」2H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同展覧会スライド・トーク、2004年3Jj12H

［大学非常勤］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同展覧会ファミリー・プログラム、ギャラリートーク、2004年3月20日・

目本女f一大学文学部史学科、講座：芸術・思想「西洋美術史　　　　　　21日　　＿　　　　　　　　　，
ぐ勤表現の歴史」・2・・3年9月一2・・4年3JJ’ 　　　鍵鍵㌶繭議欝酬充

1蠣馳Akiy・TAKAHASHI　　　　　　田pi・・　il｛之M。，ay。ki　TANAKA
［展覧会企1由i’構成］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］
；鑑纂篇；〔51」；1‡1ハ㈱lf館一18世紀タピスリー」　r岩灘界の美術キュビスム』、岩聯・；、2・・3・1・4月

「ファウストとハムレット：ドラクロワーロマン派石版画の1∪界」、2004
イ1三3Jj211－5Jj30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会評］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「マティス・ピカソ展」、『読売新聞』、2003年4月2日（夕刊）

［エッセイ・作品解説など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「シュルレアリスム革命展」、「西洋美術研究』、2003年5月

展覧会報告「織りだされた絵ll珂一国、Z西洋美術館所蔵17－18世紀
タピスリー」展、『国立西洋美術館年報』no．37（2004年3月）、PP．19－　　　［その他］

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館在外研修、2002年6月一2003年6月

1歎隠㍑、㍊㌍謬撫画の魅力」、「ゼ　：罐㌶織；糊纏難）
フユロス』no．18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年報の編集
「蘇る「松ノiコレクション』」・朝日新聞・2003年5月8日（夕刊）　　　　　　　　紀要の編集委員

「2002年度『杜賞』選考」、『東京藝術大学美術学部杜の会会報』第
17」弓卓、pp．13－14

「織りだされた絵画」、『うえの』no．528、　pp．44－45

＄



田辺幹之助Mikinosuke　TANABE　　　　　　　　　　　　　　［口頭発表］

［翻訳］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アメリカの美術館におけるインターンシップについて」ミュージアム・

「ドイツ・・マン主義？景素描ドレスデン魎素嫌酬・ペト　㌃ジメントをめぐる公開研究会蹴酬酬i）・2°°3イ剛

ラ’クールマン＝ホティツ久佐藤直樹編・国立西洋美術館・2003年・　　　「国立西洋美術館における小．中学生に対する教育1♀及］環」・r成

cat・nos・50－59　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年度第2回東京都博物館協議会見1学：研修会、2004年3月1911

［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］

東京芸術大学非常勤講獅、2003年4月一2004年3月　　　　　　　　　　20044三Fun　with　Collectionの準備・調査

旧松方コレクションの研究調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館ボランティア制度の準備・調査

「聖杯一中世の金工美術展」（国立西洋美術館、2004年）の準備　　　　　全国美術館会議第19回学芸員研修会の共同企画および実施（前
「クラーナハ木版画展（仮称）」（国立西洋美術館、2006年度）の準備　　　　期：2003年12月17日・18日、後期：2004年2月4日・5rl・6［）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「博物館の機能及びその効果的な運営の在り方に関する実証的研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究」、文部科学省科学研究費（特別研究促進費）の研究（平成15年

塚田全彦M・・ahik・TSUKADA　　　　　度】大学大学院言語社会研究科非常蠣師（2。。3、1、1。月．2。。4

［保存修復事業］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年3月）

貸し出し作品保存処置（温湿度データロガーの設置）　　　　　　　　　東京大学人文社会系研究科併任助教授（2003年4月一2004年3Jj）

絵画作品修復処置に伴う化学分析

［学会発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺晋輔Shinsuke　WATANABE

「パンリアル美術協会技法材料研究その2一膠のホルマリンによる　　　　［展覧会］

灘瞬瓢鷺難㌶霧i講㌫窟主義の㈱苗』展カタ「r　i”ili！．；同編馴噸

1＝蒜濡，ぽ認r鷺鵬ltiさ誰麗・聯　［エ・セイ］
Pavilion　Brighton，　February　26－27，2004（共同発表〈ポスター〉：　　　「ル・コルビュジエと国立西洋美術館」、『ゼフユロス』No．17、2003年

Michie　Konishi，　Masahiko　Tsukada，　Janet　Brough）　　　　　　　　　　　　ll月
“

Effect　of　formalin　on　animal　glue－Preliminary　study　on　the

materials　and　techniques　used　in　paintings　of‘Panreal　Art　　　　［翻訳］

；：㌫漂、｛：㌫榴12r＝隅竺。隠1㌫　rドイツ・・マン蟻の風景素雌カタ・緋家解説・2・・3年8JJ

29－April　1，　2004（ポスター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］

［講演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「キアロスクーロルネサンスとバロックの版画展（仮称）」（2005年開催

「国立西洋美術館における虫菌害への対応」、『臭化メチル燥蒸代　　　　f定）の準備　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　，

霊辮酬成15年蹄回研究会轍化財研猟　㌫㌶工科蛸折蔵イタリア欄展（酬（1°°7年1鵬

二㌶酬鼎㌶蒜㌘る」第二部畿1難竃∴7世糸己西欧　版画出版とt｛i’　1’　kl　eT）

［研究］　　　　　　　　　　　　『国酒浩術館石醗紀要』の糠
平成15年度日本学術振興会科学研究費（若手研究B）「油絵具の乾
燥における脂肪酸組成の変化に対する顔料の影響」

［調査・その他］

版画収蔵庫新設に伴う空気汚染調査
「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展」の展示具設営材料に関

わる材質調査

文化財保存修復学会誌編集委員
東京農一L二大学非常勤講1師（2003年4月一2004年3月）

東京芸術大学非常勤講i師（2004年1月）

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター客員研究員（2003
年4月一2004年3月）

寺島洋子Yoko　TERASHIMA

［教育普及活動］

「Fun　with　Collection’03ココロのマド　　絵のかたち」企画・構

成・実施、2003年7月1日一8月31日

「ドレスデン版画素描館所蔵ドイツ・ロマン主義の風景素描」「レンブ

ラントとレンブラント派」ジュニア・パスポート（共同編集）

’03年度インターン指導

小・中学校教員のための夏期研修会の企画・実施

びじゅつあ一（子ども向け国立西洋美術館常設展ガイド）（共同編
集）

「1



ll｛1、ア1几nr〕Gそ］サ負官イ］1セ1乏No．38

tgffl∬三「∫逢　t「－1．1ミい1ノ：｜」可ギf”）ミ争ド「負官　2005イ1…：3月：31日

制作一コギト
印刷一猪瀬印llll」株式会社

ANNUAL　BULLETIN　OFTHE　NAT｜ONAL　MUSEUM　OFWESTERN　ART，
No．38（April2003－March　2004）

Published　by　The　National　Museum　of　We．stern　Art、Tokyo．　March　ISI、2005

◎The　National　MuseLtin　of　Western　Art、　Tokvo，2〔［05

Pt’in’α〃tl．／aρθri

lSSN　Ogl9－0872


